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　　　序章　蘇そ生せい薬と黒い虫







「ユン。本当に蘇生薬ができるのか？」

「レシピは完全じゃないんだ。素材は揃そろったんだから、実験できるだろ」

「もしも蘇生薬の調合が失敗したら」

「また、集めて来い」

「間に合わねぇよ」

【アトリエール】の工こう房ぼう部にタクを招き入れて、蘇生薬の素材である【桃とう藤とう花かの花びら】を受け取る。タクは、アイテム提供者という立場で俺の生産する姿を横から眺ながめている。

　タクには伝えていないが、蘇生薬の調合には、【桃藤花の花びら】以外にも必要な素材がある。

　基本ベースとなるポーションの素材である薬草、ＭＰポーション用の魔ま霊れい草。そして、様々な生産場面に汎はん用ようできる【生命の水】だ。

　素材の組み合わせを知られれば、そこからレシピを再現される可能性があるために、タクには詳くわしい説明をせずに、一人調合を進める。

　これをどのような手順で作れば、蘇生薬が出来るのか。これからの作業は、手て探さぐり状態で行われる。

「まぁ、普ふ段だん通りにやってみるか」

「おう、頼たのむぜ」

　まずは、ポーションとＭＰポーション、生命の水を同じ分量だけ取り分け、混ぜ合わせる。これにより薄うすい緑色の液体を作り出し、そこに桃もも色の花びらを投入して混ぜる。薄緑色の液体は、時間を掛かけて花びらを溶かし、最後には、桃色の液体へと変化させる。





劣れつ化か蘇生薬【消しよう耗もう品】

蘇生【ＨＰ＋１％】






　出来た結果に溜ため息いきを吐つく。なにが間ま違ちがっているのかを判別するために、それぞれの素材がポーションの効果に影えい響きようを与あたえる要素を考え、思いつく生産手順をノートに書き出していく。


・スキルによるデフォルトの回復薬ポーシヨンと、手作業による高品質ポーションの性能差。

・ポーション、ハイポーション、濃のう縮しゆくポーションによる効果の違い。

・ポーションとＭＰポーションの比率の判別。

・生命の水を使用したポーションの場合。

・濃縮機に掛ける場合、濃縮のタイミングの違い。



　まず、各薬品の比率が異なる混合液を用意してみると、それぞれ緑色の濃のう淡たんに違いが現れた。

　俺は、それらの混合液のビーカーに一枚ずつ花びらを落とし、混ぜて溶かし込む。

　その間、タクは、興味深そうに【アトリエール】の工房部を眺めて、普段見慣れない道具を睨にらみつけるように見つめている。

　濃縮機や粉ふん砕さい機などをはじめ、複数種類の合成キットの魔ま法ほう陣じん、備え付けられたアイテムボックスとメイキングボックス。工房部の一角には、吊つるされた乾かん燥そう中の薬草があり、携けい帯たい炉ろが端はしっこに置かれている。

　そんなタクの様子を横目に、俺はそれぞれの混合液の結果をノートにまとめる。

　混合液によっては、すぐさま鮮あざやかな桃色に反応する液体もあれば、花びらが溶けるのに時間が掛かかり、薄く色付く程度のものもある。完全に色を失ってしまうものもあった。

　薄く色付くものは、【劣化蘇生薬】として一応の完成をみせるが、鮮やかに色付く液体こそ、完全な蘇生薬だ。

　この結果から、調合の組み合わせによる影響を考えると──

「効果が高い蘇生薬には──高品質のポーションと濃縮化による回復量上じよう昇しようが欠かせない。【生命の水】の使用は必ひつ須す。【生命の水】を使ったポーションなら、混合液の作製時に投入は不要。効果の高い比率は、ハイポーション三に対して、ＭＰポーションが一だな。濃縮のタイミングは、混合液にした後。……こんなところか」

「ユン。そんなんで分かるのか」

「他の条件を同じにして、知りたい条件だけを組み合わせた結果だ。とは言っても混合比率は、もっと細かい範はん囲いがあるかもしれないけどな」

　俺はそう言って、残りの花びらを使って判明した最良条件の混合液を作り始める。

　分量は慎しん重ちように。事前に用意したポーション類を使うだけなので変な失敗も無い。

　ただ、この場合、かなり痛いのが、濃縮ポーション。いや、濃縮混合液の作製だ。

　ハイポーションとＭＰポーションの混合液を濃縮機に掛けて、十倍に濃縮するので、通常のコストの十倍かかってしまう。しかも、それで出来たアイテムの名めい称しようは濃縮ハイポーションであるが、ＭＰの回復要素はなく、濃縮前のハイポーションより効果が劣おとるために、完全に蘇生薬用の中間レシピでしかない。

　俺は、その濃縮混合液の鮮やかな濃のう緑りよく色の中に花びらを一枚落とす。花びらは液体に触ふれた瞬しゆん間かん溶け、桃色が液体に広がった。そして俺はそれを、タクの目の前でそーっとポーション瓶びんに詰つめ替かえた。





蘇生薬【消耗品】

蘇生【ＨＰ＋10％】






「これで完成だ。今、残りの花びらでも蘇生薬を作る」

「おおっ!?　遂ついに蘇生薬が！　完全な蘇生薬が出来たか！」

「さっき作った奴やつの殆ほとんどは、失敗か劣化蘇生薬。もう一本成功したのがあるけど、少し回復度が低いやつだ」

　タクが喜び、蘇生薬を眺めているのを横目に、残りの蘇生薬も用意する。

「蘇生薬のレシピを探るために消費した十枚の花びらからは、二本が一応の完成した蘇生薬。四本が劣化蘇生薬で残りは失敗だ」

「サンキュー、ユン。これで生産イベント前にＰプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤーの準備が整った。そう言えば、報ほう酬しゆうのことを話していなかったな」

　あれ？　そうだっけ。とタクとの会話を思い起こすが、確かに蘇生薬の作製を頼まれた時、報酬の話をしなかった。まぁ貴重な素材で【調合】できたのは、経験値的な意味での見返りが大きい。また、多くの【調合】持ちが欲しがる【蘇生薬】のレシピが完成したことは、それだけで報酬だ。だから、他に貰もらおうとは思わない。

「別に、今までの経験が十分見返りになるんだけど……」

「それじゃあ、タダ働きだろ。報酬を割引く理由にはなるけど、受け取らない理由にはならないぞ。だから──」

　そう言って、タクは、先ほど渡わたしたばかりの蘇生薬の半数と50万Ｇを、メニューのアイテムトレード機能で押し付けて来た。

　高品質蘇生薬一本、通常蘇生薬一本、四本の劣化蘇生薬を、だ。

「ちゃっかりしてるな。一番効果の高いやつは自分が持って、俺には、低い効果のや失敗作を押し付ける。高品質の蘇生薬が六本も必要か？」

「前衛の俺には高い回復量が必要だからな。復活直後にダメージでまたリタイアなんてシャレにならんし」

　その点、俺は後衛の弓使いだ。滅めつ多たにＨＰがなくならないということだろうと納なつ得とくする。また、これ以上、俺が遠えん慮りよしてもタクが納得しないのは、幼おさな馴な染じみとして知っている。

「そう言えば、ついに【ギルド勧かん誘ゆう終息宣言】が出されたようだけど、外には出ないのか？」

「終息したからってすぐに外出しなきゃならないわけじゃないって。必要な物は十分ある」

　俺は、タクの依い頼らいを終えて、ティーカップを取り出しお茶の準備を始める。俺たちは、工房部から店てん舗ぽ部へと移動し、対面する形でお茶を飲むことにした。

　ギルド証価格暴落に端たんを発するギルド勧誘の騒そう動どう──

　安価なギルド証が市場に大量放出された結果、ギルドが乱立。それによりギルドの勢力拡大を目論もくろむ中小規模のギルドが強ごう引いんなギルド勧誘を行った。

　中には、悪質極きわまりない行動を繰くり返すギルドもあり、俺をはじめとする一部のプレイヤーが町や人気のエリアに寄りつかない【雲くも隠がくれ】を行った。

「まぁ、騒動が終わってよかったよ」

「そうだな。ユンが店のカウンターに居ないと【アトリエール】も寂さびしいもんな」

「やっぱりここが一番落ち着くなぁ」

　マギさんが生産ギルド主しゆ催さいのイベントが始まる前に終息させると意気込んでいたが、予想より早く終わったようだ。

　まぁ、実行したことと言えば、抗こう議ぎ活動という名の、生産職プレイヤーによる非販はん売ばい活動くらいだ。俺が悪質勧誘ギルドに【アトリエール】への出入り禁止警告を発したことが多くの生産職プレイヤーに飛び火してしまった結果だ。

　いくつかのギルドは、それにより武器のメンテナンスや消耗品の確保ができずに、自然と解散。または頭を下げて、ごめんなさい。と言いに来たのだ。

　クロードがその情報を広めて、生産職を敵に回す行こう為いの恐おそろしさを植え付けた。

　一部の強きよう硬こうなギルドや生産プレイヤーを抱かかえたギルドは残っているが、ジリ貧ひん状態で、勧誘にまで手が回らないようだ。

　ダンジョンの宝箱狙ねらいで消耗品を集めるプレイヤーもいるそうだ。

　こういうタイミングでは、転売ギルドが稼かせぎに走りそうだが、沈しずむ船から得られるものは少ないと感じて、クロードと裏で良好な関係を結んでいる。

「俺が関わらないところで色々とあるらしいけど、まぁ、頑がん張ばれ」

「ユン。他ひ人と事ごとだな……お前が引き金を引いたようなもんだぞ」

　そんなのは知らん。遅おそかれ早かれ、問題になっただろ。と入れたばかりの紅茶をタクに差し出し、自分のカップにも口を付ける。

「そうだ！　ユンの雲隠れの解禁と蘇生薬の完成を祝ってこれから何か食べに行くか？」

「じゃあ、タクの奢おごりな。蘇生薬の追加報酬ってことで」

「了りよう解かい。なら、どこ行こうか」

　冗じよう談だんで言ってみたが、気軽に了りよう承しようされてしまった。ゲームの中ではお金持ちのタクに何をねだろうか……と悩なやむ。

「じゃあ、クロードの【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】に行かないか？　ケーキ食べに行きたい」

「早さつ速そく行くか！」

　そう言って、出した紅茶を一気に飲み干し立ち上がるタク。そんなに急がなくてもいいのに、と思いながらもタクのペースに合わせて紅茶を飲んだために、熱さで舌を火熱やけどしてしまった。




　　　　●




　俺は【アトリエール】を出て、歩きながら話す。

「蘇生薬を揃そろえたのは、ＰＶＰのためだろ？　タクは、その、勝てるのか？」

　一つ気になる事を尋たずねる。蘇生薬は、大きなアドバンテージだ。それを使えば、どれだけの成果を上げられるのか。とタクの予想を尋ねるが、首を捻ひねられる。

「どうだろうな。もしかしたら、早々にリタイアするかも」

「……それ。俺が蘇生薬を作った意味なくない？」

「仕方がないだろ。勝負は時の運。起き上がったところで再度、集中砲ほう火かされる可能性だってあるんだ。まぁ、生き残り策の一つだな」

　そんな身も蓋ふたもないことを、と思うが、事実だろう。確か、トーナメントなんて時間の掛かかる方法は諦あきらめて、バトルロイヤル方式だったはずだ。そうなると、周り全てが敵……と想像するだけでゾッとする。

「ユンは、喫茶店で何のケーキを頼たのむつもりだ？」

「そうだな。前は、チョコ系食べたから。チーズ系にしようかな。後は帰ってからザクロたちが食べられるお菓か子しも選んで」

「おいおい。【コムネスティー喫茶洋服店】のパティシエは、お菓子特化の料理人で、ステータス上昇効果もあって、値段が普ふ通つうの料理の十倍以上高いんだぞ。少しは加減しろ」

「報酬ケチった癖くせに、そのくらい出せよ」

　ジト目でタクを見上げながら隣となりを歩けば、仕方がないな。と溜ため息いきを吐つかれる。

　そのとき、少し離はなれた所から──「喫茶店デートかよ。クソがっ！」「公衆の面前でイチャつきやがって、俺らに血けつ涙るい流させるつもりかっ!?」「もげちまえ」「もはや、怒いかりと嫉しつ妬とで憤ふん死ししそうなほどだ」「なぁ、さっきＰＶＰって言ってたよな。俺参加するわ。あいつを一発殴なぐれればそれで良い」「いいな。ついでにリア充じゆうプレイヤー洗い出して、率そつ先せんして潰つぶすか」「よし、決まりだな。時間がないぞ！　取り掛かかれ！」──という男性プレイヤーの声が聞こえてきた。

　よく聞き取れなかったが、彼らは、楽しんでいるようだ。彼らの視線が俺たちに向いているとは思わずに、喫茶店のメニューに思いを馳はせる。

　クロードのお店である【コムネスティー喫茶洋服店】に辿たどり着つき、中を覗のぞき込めば、カウンターからテーブル席まで埋うまっており、空いているのはオープンテラスの席くらいだ。

「じゃあ、俺は外で席取っておくから」

「それなら俺は、中でケーキとお茶選んでくるな。タクは、何飲む？」

「俺は、ユンと同じで」

「了解」

　今日は少し爽さわやかなレモンティーとか、どうだろう。レモン風味のチーズケーキがあったから、同じレモン系という組み合わせを選び、ザクロたちのために、お持ち帰り用のシュークリームも同時に注文する。

　店内で食べるケーキセットより先に、お持ち帰り用のシュークリームを受け取り、お盆ぼんに載のせたケーキとお茶を持って、タクのもとに運ぶ。

「お帰り、ユンって……ここって店員が運んでくれるんじゃなかったか？」

「うん？　忙いそがしそうだったから、自分で運んだんだよ。こっちの方が早いだろ？」

　コムネスティーの店員としてウェイターとウエイトレスをしている店員ロールのプレイヤーは少し躊躇ためらっていたが、クロード経由で顔見知りのために、俺の意見を通してくれた。

「それじゃあ、食べるか。レモン系で揃えたケーキセット。いただきま──」

　これから始まる至し福ふくの一時、それを打ち破るように、突とつ如じよ、黒い何かが飛び込んできた。

「な、なんだ!?」

　通りを挟はさんだ向かい側にある【リーリーの木工店】の壁かべを突つき破やぶってきた五体の虫型ＭＯＢ。

　穏おだやかなオープンテラスを一いつ瞬しゆんにして五体の黒い虫型ＭＯＢが取り囲む。

　その場に居合わせたプレイヤーが剣けんで斬きり付け、盾たてで動きを防いだりするが、複数パーティーが互たがいに共きよう闘とうペナルティーの弱体化を受けて、なかなか倒たおせないでいる。

　最初俺たちは、あまりの出来事にフォークを握にぎりしめた姿勢で立ち上がって固まっていたが、倒されていないＭＯＢの一体がオープンテラスの方に突っ込んできて我に返った。

「ちょ、マジで!?」

「ユン、下がれ！」

　タクが俺の胸の所を強く押し、後ろへと下がらせる。おい、どこを触さわっている。

「はぁっ──《ソニックエッジ》！」

　そして、二本の長ちよう剣けんを引き抜ぬいたタクは、そのまま黒い虫型ＭＯＢを迎むかえ撃うつために、後ろに引いた長剣を振ふり抜く。

　黄色く光る二本の長剣の斬ざん撃げきが一つに合わさり、巨きよ大だいな真空波を生み出し、宙を飛ぶ虫型ＭＯＢへと真まっ直すぐに進んでいく。

　空中で逃にげることもできない虫型ＭＯＢが正面から大ダメージを受けて、テーブルに突とつ撃げきする形で身体からだを光の粒りゆう子しに変えて、消えていく。

「あっ……」

　いつの間にか倒されている虫型ＭＯＢの作り出した状じよう況きようを、俺は尻しり餅もちを着いた体勢で見上げていた。

「大だい丈じよう夫ぶか。ユン？」

　タクが差し出す右手を取ろうとして、自分が未いまだに持っているフォークを目にする。気まずいながらも左手に持ちかえて、タクの手を取る。

　そして、目にしたのは、悲ひ惨さんな現状である──俺のケーキ。

　壊こわれたテーブルと一いつ緒しよに散乱したレモンティーと潰れた二人分のケーキを見て、テンションが下がる。

「あー、駄だ目めになったか」

「……俺のケーキが」

　幸い、インベントリにお土産みやげ用のシュークリームを仕し舞まってあるので被ひ害がいはそれだけだが、楽しみにしていたのに。

　そのとき、道の向こう側と喫茶店の奥からバタバタとした足音が近づいてくる。

「これは、何があった。一部、テラスが壊れているようだが……」

「クロっち、ごめん！　アイテムが暴発しちゃった！　誰だれか被害受けてない!?」

　通り向こうの【リーリーの木工店】に開いた穴から通りへと飛び出す店主にして木工師のリーリー。その両手にはナイフが握られており、たった今まで戦いでもしていたような様子だ。

「……今は被害の確認を優先しよう」

　喫茶店の店主にして裁さい縫ほう師のクロードも黒い虫型ＭＯＢの被害を確かめている。

「おう、今度は大人しいリーリーの店で暴走か」「そう言えば、前に爆ばく弾だん作ろうとして、店を火の海にした奴やついたよな」「あはははっ、生産職って命いのち懸がけなんだな」「俺たちとは違ちがう戦場だな」「まぁ、問題ない。出て来た奴全部倒したからな」

　居合わせたプレイヤーたちは、そう言って特に気にした様子を見せない。被害と言えば、クロードの店のテラスとテーブルの一部を破は壊かいした程度だ。木工師のリーリーならすぐに修理できるだろう。

　ただ──

「あー、ユンっち。その、ごめんね」

「……はぁ、そんな悲しそうな顔するな。好きなケーキを選んで来い。今回は、イベント関連の事故だ。ちゃんと生産ギルドとして保障する」

「ほら、新しいケーキを注文するぞ。ああ、もう、ケーキ好きなだけ食え！」

　落ち込む俺に対して気を遣つかったクロードとリーリーの台詞せりふ。だが、それでもやはり落ちたケーキへの未練は残る。

「ううっ、戻もどらないレモンチーズケーキが……」

「これは、ユンに頼んだ仕事への報ほう酬しゆうの一部なんだ。遠えん慮りよするな」

　意い気き消しよう沈ちんしている俺を見て、声を掛けるタク。そして、俺の手を引いて、店内のショーケースの前に連れていく。

　残念ながら、レモン風味のチーズケーキは売り切れで、キウイと生クリームのロールケーキを選んだ。

　甘々のミルクティーと合わせて、ちびちびと味わいながら食べる。

「……美お味いしい」

　美味しいのだが、やっぱり落としたケーキへの未練から涙なみだ目めになってしまう。

「そうだ、リーリー。どうして事故が発生したのか、説明してくれ」

　俺は悲しみの中でケーキを食べながら、リーリーから事故の説明を受ける。

「えっと、今日僕の所にユンっちの作った【除じよ虫ちゆう香こう】が届いたからイベント前の実験してたんだよ。それで範はん囲いの確認に失敗して、逃げ出したわけ……」

「はぁ、なんとも間が悪い話だが、理解した。俺は、また店の奥に戻る」

　事態を把は握あくした。と出されたばかりのコーヒーを飲み干し、立ち上がるクロード。そして、思い出したように去り際ぎわに声を掛けてくる。

「生産ギルド主しゆ催さいのイベントの準備は、大方終わった。楽しみにしててくれ」

　ウィンク一つ残して去るクロードに楽しみ半分、先ほどの暴発事故で不安半分になった。

　イベントは、今週末の休日二日掛けて行われる。

　タクやミュウたちは、どう過ごすか分からないが、俺はのんびりとさせて貰もらうつもりだ。







　　　一章　イベントと露ろ店てん







　放課後の学校、多くの生徒が下校し、残るのは部活か掃そう除じ当番か、その他雑事のある人間だ。そんな中で俺は、一人の女子生徒の隣となりを歩いていた。

「遠えん藤どうさん、半分運ぶの手伝うよ」

「ありがとう。助かるわ」

　クラス委員の遠藤さんが、授業ノートの提出のためにクラスメイトからノートを集めているが、クラス全員分となると、それなりの重さになる。最近クラスメイトから一歩近づいた縁えんが出来た相手なので、何となく気になり、俺は手伝いを申し出る。

「峻しゆんくんが手伝ってくれて楽だわ。このままクラス委員の仕事を代わってくれないかしら」

「俺は、こういう仕事とか嫌きらいなんだよ。面めん倒どうじゃん」

「その面倒な仕事をやっている私の前で言う？」

「ごめん」

　くすくすと笑い、冗じよう談だんよ。と返す遠藤さん。

「嫌いなことを率そつ先せんして手伝ってくれるなんて、話したいことでもあるんじゃない？　巧たくみくんには聞かれたくない私のことを考えて」

「うん。まぁ……」

　見み透すかされているな、と思いながら、遠藤さんの言葉に頷うなずき、肯こう定ていする。

　遠藤さんとの縁は、ＯＳＯオンリーセンス・オンラインのプレイヤー同士という点だ。遠藤さんは、俺と巧がＯＳＯをやっていることを知っていた。俺は彼女がやっていることを全然知らなくて、つい最近その事実を知った。

　彼女は俺の前でも最初は正体を隠かくしていたが、今では、開き直っている。でも、未だに巧には隠しているようだ。

「それで、聞きたいことは、あの二人のこと？」

「ああ、遠藤さんに任せっぱなしだから、どんな感じで過ごしているのかな？　と思って」

　あの二人とは、俺と遠藤さんが近ごろ面倒をみているライナとアルのことだ。俺に尋たずねられて、遠藤さんは、少し悩なやむように声を上げて、評価を下す。

「そうね。ある程度、自分のセンスを理解しているから問題ないわね。レベル的にもう少し頑がん張ばれば、初心者を脱だつ出しゆつできると思うわ。後は、どこかのパーティーと組めば、ビッグボアくらいなら狩かれる実力ね。ソロで倒せるのはもう少し先になるけど」

「そっか。なら問題ないか」

　遠藤さんの評価に安心する。

　偶ぐう然ぜん、強ＭＯＢのトレントに襲おそわれていた双ふた子ごの初心者プレイヤーを遠藤さんと一緒に助けたのが出会いのきっかけだ。そこから繫つながった縁だが、順調に育っている様子に安心する。

「そろそろ、脱だつ初心者できるなら、先せん輩ぱいプレイヤーとして何かプレゼントするのもいいかもな」

「それなら、今度の土日のイベントで決めましょう。峻くんも参加するんでしょ？」

「ああ、それならその時に決めようか」

　遠藤さんが言う参加とは、ＯＳＯの生産ギルド主催のイベントのことだ。

　そこでは、生産職プレイヤーが何い時つもよりも露店や屋台などを充じゆう実じつさせ、ステージショーやＰプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤーなどのイベント企き画かくを催もよおす。

　元々、遠藤さんに話しかけた理由は、双子の初心者プレイヤーのライナとアルの様子を知りたいためだが、ついでに、プレゼントの相談にも乗ってもらう。

「何を贈おくったらいいのかな？　俺は、アイテムの流は行やり廃すたりとか知らないから」

「それは当日、本人たちが気に入った物の代金を出してあげればいいんじゃない？　というか、それほど心配することじゃないと思うけど」

　苦笑いを浮うかべる遠藤さんに、確かにそれが確実か。と納得する。

　互たがいに、どれくらいの予算を出すかなどを話し合いながら、授業ノートを担当の教師に渡わたし、教室に戻って来る。

「峻。どこ行ってたんだ？」

「巧。待っててくれたのか？　遠藤さんの手伝いだよ。ノート重そうだったから」

「ありがとう。またね」

　巧と顔を合わせ、自身もＯＳＯのプレイヤーであることがバレるのを避さけるために、自分の席に戻る遠藤さん。

　巧は、そんな俺たちのやり取りに目を細め、見つめてくる。

「な、なんだよ。そんな目をして」

「いや、なんか、いつの間に親しくなったんだろうな。と思って」

　妙みようなところで鋭するどい奴め。だが、巧のことだ。変な噓うそを吐つくとそこから見み抜ぬかれるからな。

「ただ、買い物の時に出会って少し立ち話しただけだよ。オススメのお菓か子しとか教えてもらったり……まぁ、色々だ」

「ふーん。まぁいいか。ところで今度の週末は一いつ緒しよにイベントを回るか？　それとも美み羽うちゃんか静しずかさんと一緒にいる？」

「えっと……その先約がある。美羽や静姉ねぇとは別行動かな？　けど、多分、すれ違う程度はあると思う」

「まぁ、そういう時もあるよな。了りよう解かい」

　俺の答えに納得したのか、そのまま鞄かばんを摑つかみ、お先に、と言って巧は帰って行った。

　なんだ、週末の予定が聞きたかっただけか。と溜ため息いきを吐きながら、遠藤さんの方を向く。

「お疲つかれ様さま」

「まぁ、いつものことだから、それより俺たちも帰ろうか」

　俺が、遠藤さんを促うながし、二人で昇しよう降こう口へと向かい、外に出る。

　傾かたむいた太陽と日増しに下がる気温にもう秋だと感じながら、校門の方に他愛たわいのない会話をしつつ帰る。

　校門の向こう側に見知った後ろ姿を見つけて、俺は声を掛かける。

「美羽。今帰るのか？」

「あれ？　お兄ちゃん。うん、掃除当番だったから。それと……お友達？」

「こんにちは。私は、峻くんのクラスメイトの遠藤です」

「はい。ご丁てい寧ねいにどうも。私は、中等部で妹の美羽です。それで、うちのお兄ちゃんとのご関係は」

「おい、美羽」

　いきなり何を不ぶ躾しつけな質問をしているんだ、全く。俺が、目を細めて、美羽を見つめれば、冗談だよ。と一歩下がる。

「そうね。クラスメイトで友達かしら」

「遠藤さんも真ま面じ目めに答えなくていいから」

「じゃあ、美羽さんは、私の友達になってくれるかしら？」

「はい！　遠藤先せん輩ぱい！」

　にっ、と笑顔を作る美羽と微笑みを浮かべる遠藤さんの二人が並んで歩く。

　自然と俺は少し下がって二人の話している内容に耳を傾けるが……ごめん。なんだ、この訳の分からない専門用語のオンパレードは。

　ゲーム？　の話題だと思うのだが、二人の会話が呪じゆ文もんのようにしか聞こえない。なにか、回かい避ひ方法だとか、攻こう撃げきするタイミングだとか、ゲーム制作陣が前作を踏ふまえて、フィールドタイプを増加したとか、敵の使い回しの色いろ違ちがい、変異種や異常種だとか、ダウンロードコンテンツだとか……恐おそろしく、分からん。

　そんな内容をキラキラとした表情で話す美羽と打てば響ひびくように的確に返す遠藤さん。遠藤さんも美羽と同じくらいにゲーマーなのね。と遠く黄昏たそがれる。

「お兄ちゃん！　凄すごいよ！　遠藤先輩って、色々知ってる！」

「ソーデスカ。ヨカッタデスネ」

　話についていけない兄は、寂さびしさで棒読みになるのです。

「妹ちゃんを取っちゃって拗すねたのかしら」

　クスクスと笑っている遠藤さんに俺は、違います。二人に圧あつ倒とうされているだけです。と視線を送るが気がつかない。

「私は、あくまでも知識よ。確かにゲームは好きだけど、どちらかと言うと攻こう略りやく本の情報や設定、データを見て楽しむ人間だから」

「ええー、遠藤先輩とゲームしたかったのに……」

「ごめんなさい。多分、私はあんまりゲームが得意じゃないの」

　どの口が言うんだよ。と半目で遠藤さんを見るが、またスルーされた。

「それじゃあ、私はここまでね。峻くん、またね。妹ちゃんも楽しい時間ありがとね」

　帰る方向の違う遠藤さんを見送る。遠藤さん、最初は美羽さんと呼んでいたのが、いつの間にか親しみを込めて妹ちゃんになっていた。

　美羽も先輩と呼んでいたために、二人の関係は悪くないように思える。

「まだあんなゲーム好きの人が居たなんて！　結構知識も多いし、話していて楽しかった！」

「よかったな」

「うん！　でも、隠れゲーマーみたいで自分から積極的に動くタイプじゃないから残念だなぁ。けど……」

「けど？」

「どこかで見たことがある気がする」

　……相変わらず勘かんのいい妹だ。だが、ここは話題を逸そらせてもらおう。

「ケーキでも買って帰るか？」

「えっ!?　いいの？」

「たまには、な」

　正直、この前食べ損そこねたレモンチーズケーキが忘れられないのもこの提案の一部だが、それは気にしないでおこう。王道の話題逸らしで、美羽の思考を逸らして、小さく息を吐き出す。

　遠藤さん、きみがＯＳＯプレイヤーってことがバレるのは、時間の問題かもしれないよ。




　　　　●




　イベント開幕の三十分前、掃そう除じも洗せん濯たくもこなして時計を確認した俺は、少し早いがログインしてしまうか。と思い、自室へ向かう。

　ＶＲギアを装着して、ベッドに寝ねそべれば、いつものように意識を沈しずめていく。




　降り立つのは、ログインポイントに設定した【アトリエール】の工こう房ぼう部だ。既すでにミュウはログインしており、この町のどこかに居るはずだ。

　俺は、外の様子が気になり、店てん舗ぽ部の扉とびらに手を掛けて開く。直後に響いてくる陽気な音楽に店の入り口から外を見れば、開幕前なのに既に賑にぎわいを見せている。

　普ふ段だんよりも多くのプレイヤーが歩く姿を見ることができ、これほどこの町に人が集まったのは、ＯＳＯの正式稼か働どう日か、公式イベントの時くらいだろうと思う。

「人多いな。もう、こんなに集まってるなら、開幕を待つことなく始めているところもあるだろうな」

　俺は、一人苦笑しながら、カウンターの席に戻もどり、リゥイとザクロを召しよう喚かんする。

【アトリエール】を待ち合わせ場所にしているエミリさんがライナとアルを連れてくるのをのんびりと待つ。

　町の主要な待ち合わせポイントは幾いくつかあるが、こういう日は人が多すぎて出会えないケースを考こう慮りよして、俺の店になった。

　リゥイとザクロの毛並みを確かめながら、ブラッシングしていると、店の入り口に影かげが差し、そちらに顔を向けると待っていた人物たちが興味深そうに覗のぞき込んでいる。

「いらっしゃい。って言うのは、ちょっと変か。時間通りだな」

「二人を連れて来たわ」

　今日のエミリさんは、マスクとボイスチェンジャー、そして、キャラ名偽ぎ装そうの装備を着けたエミリオの格好で来ていた。

「エミリさん。どうして、またその格好？」

「タクくんや妹ちゃんも居るでしょ？　なるべくなら顔は見られたくないのよ」

　エミリさんの言葉に納得した様子のライナとアルを、俺は店内に招き入れる。

　店内に入ったライナの興味は、透明な浅い壺の縁ふちに引っ掛っている三色カラーの合成ＭＯＢであるジェルたちに向いており、アルは店のＭＰポーションやエンチャント・ストーン、強化丸薬ブースト・タブレツトなどの魔ま法ほう使つかいに有用なアイテムに注目している。

「へぇ、こういうアイテムもあるのか。ライちゃんも見てみなよ」

「……ねぇ、このプニプニした奴やつ触さわっても逃にげない？　そこの狐きつねとかユニコーンみたいに」

　アルが【アトリエール】を分ぶん析せきしているのに対して、ライナは、眉み間けんに皺しわを寄せて真しん剣けんな表情でジェルたちを見つめる。

　ジェルたちも壺の縁に体の一部を乗せたまま周囲の様子を確かめている。

　俺とエミリさんは、二人ともぶれないな。と思いながら、苦笑いを浮かべる。

「別に触っても問題ないぞ」

「えっ!?　いいの!?　わぁ！　青いのはひんやりね！　それに赤いのは温かいし、こっちは、しっとりしてる！」

　こういうものに目がないライナの様子をハラハラして見ているアルに落ち着くように言う。

「ほら、もうじき開幕の時間だ」

　時間になり、俺は二人に外に出るように促す。エミリさんと一緒に町の中央、ギルド会館の真上の空を見上げる。

　そこには、黒い霧きりが濃のう密みつに広がっており、その部分だけが夜のように真っ暗だ。

「な、なによ。あれ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あれは、闇やみ魔法の《スモッグ》。攻撃力のない煙えん幕まくよ」

　驚おどろいているライナに対して、エミリさんが説明する。

　闇属性の魔法の中で、地属性の《マッドプール》と同じく補助的な位置づけの煙幕魔法である《スモッグ》だ。本来は、敵からの逃とう走そうや目くらまし、などが使用の主目的だが、光で簡単に払はらえてしまうので、魔法や松明たいまつを振り回せばすぐに晴れるような残念魔法だ。

「だけど、今回はそれが目的じゃないんだよな」

　真下のギルド会館から何かが黒い霧の中に投げ込まれ──爆はぜる。

　乾かわいた炸さく裂れつ音と共に、内部の火薬が色付きの火の玉となり、《スモッグ》で作られた黒のキャンバスに花火を咲さかせる。

「うわぁっ……。これってこの前ユンさんが作ってた【火薬】ですよね！」

「そう。って言っても火薬玉だけ渡わたして、デザインとかは任せてあるんだけどな」

　別に俺が全て作ったわけじゃない。別の生産職プレイヤーも参加しただろうし、作り方の情報も共有している。

　その後も、部分的な夜空を演出するために張られた黒い霧の中で何度も花火が炸裂し、その度たびに町の各所で歓かん声せいが上がる。

　この演出は、昼間の花火を美しく見せるために、クロードを中心とした【闇属性才能】のセンス持ちが考えた方法らしい。最後は、一番派手な、攻撃魔法によるイリュージョンで闇の霧を切り裂さく。

　拡散された声が町全体に響き渡る。

『今日は、私たちが企き画かくしたイベントに来てくれてありがとう！　オープニングセレモニーはどうだったかな!?　色々な催もよおしがあるから楽しみにしてね！　それじゃあ──イベントの開幕を宣言します！』

「あの声はマギさんか。本格的に始まったことだし、俺たちも行くか」

「そうね。まぁ、適当にブラブラと買い食いとか露ろ店てんの冷やかしでもしましょう」

　俺とエミリさんが言うと後ろの二人がどこか寂しそうな顔をしている。

「どうしたの？　二人とも」

　俺と同じように気がついたエミリさんが尋たずねる。今は仮面で顔の上半分を隠かくしているが、心配していることは柔やわらかな口調でわかる。

「私たち、初心者プレイヤーでお金ないのよ。今まで狩かったＭＯＢのドロップアイテム売るとしても十分なお金が得られるかどうか」

「それに僕たち、装備を一新するために貯ためてるから散財するのは……」

　俺がエミリさんに視線を向けると、エミリさんの方で装備のプレゼントの話はしてない様だ。別に事前に話していてもいいが、サプライズの方が嬉うれしいだろう。

「えっと、ここで言っておくと今日の目的は、ブラブラと屋台で買い食いする他に、もう一つ。二人に装備のプレゼントをしたいと思ってる」

「なんだかんだで私たちとずっと一いつ緒しよだったから初心者装備のままでしょ？　だから、ユンくんと話し合って二人であなたたちの装備の購こう入にゆう代金を折せつ半ぱん、ってことになったの。もちろん、出す金額には限界があるけどね」

　そう、言葉を補足するエミリさん。二人合わせて20万Ｇを予定している。その範はん囲いなら、一人分武器６万Ｇ、防具一か所４万Ｇの割合だ。だが、こう真正面から宣言すると気き恥はずかしさがじわじわと腹の底から湧わいてくる。

「ま、まぁ、だから今まで貯めた金は予定通りに使えばいいよ。うん」

　恥ずかしさからなんとも締まりのない言葉を言ってしまった。と自分でも思うが、目の前の二人の視線にむず痒がゆくなり、視線を逸らす。

「えっと、その、なんて言えばいいか分からないけど。ありがとうございます」

「その、期待に応こたえられるように、これからも精しよう進じんします」

「二人とも律りち儀ぎね。ゲームなんだから気楽でいいのよ」

　エミリさんがそう言っても、まるで聞く様子もなく、キラキラとした純じゆん粋すいな視線を向けるので居い心ごこ地ちが悪い。

「俺の妹が言っていたが、人との繫つながりの始めはまず打算かららしいからな。それ程深く考えるなよ。それに二人が強くなって、その分、消しよう耗もう品でうちの店に還かん元げんしてくれればいい。そうなれば、元が取れる。損して得取れ、だ」

　そう言って、その話は終わり。と、俺はザクロとリゥイを連れ逃げるように歩く。

　俺の横に並ぶエミリさんと後ろに並んで楽しみなことを話し合っているライナとアル。ライナとアルの様子を横目に見ながら、エミリさんがそっと耳打ちする。

「ユンくん、素直じゃないよね。二人が強くなれば、元が取れるなんて」

「な、なんだよ」

「もし、そう考える人がいるなら、相場を壊こわさないギリギリの値段設定でお店に購入数の制限なんて設もうけないよね」

「全く……どうせ素直じゃないですよー、だ」

　全部、エミリさんには見み透すかされたようで、口を尖とがらせて不ふ機き嫌げんだと表す。

　その気持ちを落ち着けるために、外着のフードに入り込んだザクロの二本の尻尾しつぽを撫なでたら癒いやされた。ブラッシングしたばかりだから手て触ざわりがとても滑なめらかだ。

　少しして、落ち着いた俺は、エミリさんの勘かん違ちがいを訂てい正せいする。

「けど、あの値段設定でも十分に利益が出る方法だから問題はないよ」

「そうなの？」

「ああ、補足すると【アトリエール】の横の畑で生産素材を栽さい培ばいしているからコストは他のプレイヤーよりも抑おさえてる」

　そう言うと、エミリさんは、自分でも作れるか？　と聞いてきたために、小さい部屋ではプランターなどの園芸用のネタアイテムで代用できることを教える。ただ、効率は畑よりも落ち、種子も必要になるが、【錬金】センスを持つエミリさんなら問題ないだろう。

　そして、俺たちは、露店へと足を向ける。今まで町に寄りつかずに俺とエミリさんが支し援えんしていたために、ライナとアルには、見るもの全てが珍めずらしく映るのか、次々と目移りしているようだ。

　二人の視線が向く先には、食べ物屋台がある。

　食える物を売る屋台と食えない物を売る屋台だ。

「いらっしゃい！　毒抜ぬきされたミルバードの焼き鳥だよ！　美お味いしいよ！　効果は、ＡＴＫアタツク上じよう昇しようだよ！」「ビッグボアのケバブなんてのはどうだい！　旨うまいぞ」「こっちは、ポータルから第二の町直送新しん鮮せん野菜（笑）が売りの野菜スティックよ！」

　といった活気のある客引きの声が聞こえ、その反対には、ゲーマーやネタ向けの屋台が軒のきを連ねる。

「さぁ、ロシアンルーレット。六個の内、一つが毒あり！　パーティー内の運試しだ。ついでに、解げ毒どく薬も売ってるぞ！」「味は悪いが、状態異常バツドステータスで経験値稼かせぎ！　血ち反へ吐どを吐はくようなレベル上げがお手軽簡単！」「素材の味そのまま、世にも奇き妙みような毒味とはこれ如い何かに！　さぁ、宴えん会かいゲームにもってこい、毒料理はこちらですよ！」

　状態異常の耐たい性せい系センスを装備してのレベルアップ目的とした毒料理。パーティーのお遊び要素のロシアンルーレットなどが並んでいる。うっかりと興味本位で初心者が手を出さないように、ちょっと躊ちゆう躇ちよするような値段設定で売られている。

　にも拘かかわらず、場の雰ふん囲い気きに乗せられて購入しては、店の前で自じ爆ばくする人が跡あとを絶たない。

「まぁ、俺たちは普ふ通つうの屋台を探そう」

　俺の言葉に、三人が首を縦に振ふり、屋台巡めぐりを再開する。

　屋台通りとなっている場所で美味しいものを探してフラフラと移動する。ふと見ると通りの一区画だけががらりと空いている。

「なにかな。あそこだけ屋台に並ばないで人集だかりができているけど……パフォーマンスかしら？　行ってみましょう！」

「あっ、ライちゃん。待ってよ！」

　駆かけ出すライナとその後を追うアル。俺は、溜ため息いきを吐きながら、不自然な屋台通りの一角に目を向ける。

「何かあったのか？」

「行ったら分かるでしょう」

　俺たちも歩くペースのままライナとアルの後を追い、人を搔かき分ける。そして、現場まで来た俺たちが見たものは──

「すみません。屋台の食べ物全部ください」

「か、勘かん弁べんしてください！　レティーアちゃん！　他の人が食べるものがなくなっちまう！」

　合わせて三軒の屋台の店主のプレイヤーが土下座でもしそうな勢いで、頭を下げている。

　それを不思議そうな表情で見る少女は、どうしましょう。と自身の使し役えき獣じゆうたちを見て、小首を傾かしげ、ぴょこぴょこと尖がった耳を揺ゆらす。

「じゃあ、仕方がないですね。持ち帰り十人前をお願いします」
















　その言葉に悲鳴を上げる店主たちに助けを出すべきだと思い、俺は一歩前に出る。

「何やってる。レティーア」

「あれ、ユンさん？　こんにちは？」

「ユンくん。知り合い？」

「まぁ、見れば分かると思うけど、同じ【調教】センス持ちだよ」

　レティーアは現在、草そう食しよく獣のハルとミルバードのナツなどの複数のＭＯＢを使役しているはずだが、他にも二体別のＭＯＢがいる。一体は、南の湿しつ地ち帯に出現する火の玉であるウィル・オ・ウィスプ。もう一体が、ホリア洞どう窟くつへの街道に出現するフェアリーパンサーだ。

「ユンさんは、初めて見ますよね。ウィスプのアキとフェアリーパンサーのフユです。今日は人が大勢なので、ムツはＭＰの関係上無理なので四体と一緒です」

　そう紹介するレティーアに甘えるように寄って来る四体の使役ＭＯＢ。それを見て、キラキラと目を輝かがやかせるライナに、触さわっても問題ないことを許可するレティーア。

　町中を歩けば、食べ物を貰もらったりしているので、うちのリゥイやザクロよりも人慣れした四体は、触られても嫌いやがる素そ振ぶりも見せずにいる。

「へぇ、使役ＭＯＢね。私とは違ちがう種類のＭＯＢ使いということね」

「えっと……そちらの方は？」

「俺の知り合いで、エミリさんだ」

　エミリさん、と言った途端、悪お寒かんがしたが、言い直すことができない。既すでに言ってしまったので、俺はそっとエミリさんの冷たい微笑みから逃にげるように顔を伏ふせる。

　今は、マスクと偽ぎ装そう装備のエミリオだと思い出す。

「はじめまして。私は【合成】と【錬金】センスのＭＯＢ使いのエミリです」

「そうですか。エミリ？　それともエミリオ？」

　名乗った名前はエミリだが偽装されたキャラ名はエミリオになっているので、不思議そうな顔をしている。

「じゃあ、エミリとエミリオの間をとって……リオで……」

　それは、確かに愛あい称しようとしては正しいが、本来のエミリさんの呼び名と違うために本人は微び妙みような表情を作っている。

「その……できれば、エミリで」

「……？　わかりました。では、エミリ。私は、【調教】の使役ＭＯＢ使いなので、色々違いがあると思います。何か食べながらでもお話ししますか？」

「そうね……それは、とっても楽しそうね」

　何か通じ合うものを感じたようでエミリさんとレティーアは、互たがいに楽しげに話し始める。

　ライナとアルは、近くの屋台で買った食べ物をレティーアの使役ＭＯＢたちに与あたえて楽しんでいる。俺一人ちょっとした疎そ外がい感だ。

「おーい。ライナとアルの武器を買──『あっちでステージショーやってるわ！　行きましょう！』……」

　ここにきて、考え無しのライナが再降臨なさった。ミュウで慣れているからいいが、初めてライナたちと会った時を思い出してしまう。小さく溜息を吐き出し、エミリさんとレティーアと一緒に後を追う。

　野外ステージは数段高く作られていて、今は、特色あるプレイヤーがそれぞれのセンスを活用したパフォーマンスショーをしている。

「わぁ！　なに！　あれ！　あんなことできるの!?」

　たった今、アーツの連続使用による疑似的な空中歩行を行っている格かく闘とう家かプレイヤー。ガンツと同系統と思われる格闘家プレイヤーのアーツの待機時間デイレイ・タイムは、非常に短い。また、更さらにアーツの発動までを短くするセンスなどを組み合わせることで疑似的なアッパーカットのジャンプモーションによる空中歩行が出来ている。

　とは、言っても──

「進んでいるけど、一回で一歩分だよな」

　むしろ、アーツの発動ごとに、垂直に上昇しており、落ちたらダメージでもありそうな高さまで上がっている。

　そして、何かに気を取られたのか、シビアな発動タイミングに失敗し、ステージに穴を開けて下まで落ちた。

　生きている様子で、出来た穴から手を出して振っているが、すぐさまステージの下から引きずり出された。出来た穴は木の板で塞ふさがれ、問題なく次のパフォーマーに引き継がれている。

「なんというか。色々なものがあるなぁ」

　刀マニアたちの演えん舞ぶでは、激しい斬ざん撃げきの応おう酬しゆうで会場を沸わかせ、投げナイフのパフォーマンスでは、協力者の頭と両手にリンゴを置いて、見事に命中させる。なお、このリンゴは、次のパフォーマーである小こ柄がらなＡＴＫ特化プレイヤーの握あく力りよくでリンゴジュースに早変わり。スタッフが美味しく頂いたそうです。
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「はぁ、満足したわ」

「そりゃよかったな。それじゃあ、次の場所に行くか」

「次の場所？」

「装備を見に行くだろ」

「わ、忘れてないわよ」

　あの後、ステージのパフォーマンスを心行くまで楽しんだライナとアルだが、今日の目的の一つである二人の武器と防具の購こう入にゆうに向かう。

　途と中ちゆう、レティーアと合流してパフォーマンスを楽しんでしまっていたが、そろそろ買いに行こう。

「ほら！　あそこに人集だかりが出来ているわよ！　きっと凄すごい武器とか売ってるに違いないわ」

　ライナが半ば誤ご魔ま化かすように人集りの出来た露ろ店てんに突とつ撃げきしていく。

「そんな強力な武器は、オークションの方に並ぶからそれはないだろ。って言うか、そんな装備20万Ｇじゃ買えないと思うぞ」

「出来たら私の知り合いの生産職の店で買ってほしいんだけどね」

「ライちゃん、もう聞いてないですよ」

　俺とエミリさんの言葉に、アルが頭を下げる。

　そして、いつの間にか、レティーアは消えており、リゥイの頭の上には、ミルバードのナツが留まっている。

「レティーアはどこに居るんだ？」

「先ほど、露店で追加の食べ物を買ってくるって言ってました。目印にミルバードを残しているそうです」

「はぁ、レティーアも自由人だろ」

　俺は、こめかみを押さえて、溜息を吐く。だが、今はライナの後を追わないと。

　人込みを搔き分けて前に進むライナを追って、何を売っているのか分からない露店へと近づく。

　近づいて分かった嗅かぎ慣れた草木の匂においに、ポーションや丸薬などの消しよう耗もう品ひん。相手は【調合】センス持ちの生産職だと当たりを付けた。

「今日用意しましたのは、プレイヤーが死んでも復活することができる【蘇そ生せい薬】！　これを一本４００万Ｇで売りましょう！　その他にも効果の高いポーションを用意しているよ！」

「【蘇生薬】か……」

　俺より先に蘇生薬を完成させたプレイヤーがいることは知っている。だから、俺は自分以外の作り手の蘇生薬を見るためにライナの傍そばに近寄る。

「蘇生薬は、蘇生薬か」

「どうしたの。ユンくん？」

「いや、何でもない」

　ライナに追いつき、【蘇生薬】を完成させた男性プレイヤーの持つポーションの色を見て落らく胆たんする。

　限りなく薄うすい桃もも色──【劣れつ化か蘇生薬】だ。

　そっと、内心溜息を吐つく俺を見つけたのか、相手は、俺に目を向けてくる。何な故ぜ俺？

「そこにいるのは、【保母さん】のユンさんではないですか！」

「その呼び名。好きじゃないんだけど」

　俺を【保母さん】と呼んだ同じ【調合】センス持ちの男に対して、軽く眉み間けんに皺しわが寄る。

　大きな声で芝居がかった男の様子に俺は、苛いら立だつ。

「ユンさんは、効果の高いポーションを作るので有名な【アトリエール】の店主！　どうですか！　私の蘇生薬は！」

「えっ、ああ、うん。いいんじゃないか？」

　俺の完成した蘇生薬とは明らかに違う劣化品だが、使えないことはない。

「そうですか、そうですか！　これは、私がＯＳＯの最高の【調合】センス持ちと言ってもいいのかもしれませんね！　どうですか！　私のポーションは！」

　とは言え、劣化蘇生薬一本４００万Ｇなど、値段も合わない。もう少しコストダウンしなければ、誰だれも買わないだろう。

「何よ。このポーション。ユンさんの作る物よりも効果が低いじゃないの。偉えらそうに」

「やめろ、ライナ。ほら、行くぞ」

「いいの!?　あんなに好き勝手言わせて！　悔くやしくないの！」

　はっきり言えば、どうでもいい。俺は、別に最高の生産職とかの肩かた書がきに興味はない。

「それに、あんな手の出せないような値段を付けて！　おかしいでしょ！」

「けど、今回は、あれはおかしくない値段よ」

　そう言って、ライナの言葉に説明するエミリさん。多分、失敗でコストが嵩かさんだんだろうな。と予想している。

「生産アイテムを売る場合、生産プレイヤーは、利益を得なきゃいけないでしょ？」

「だからってあの値段は暴利よ」

「彼は蘇生薬の素材である【桃とう藤とう花かの花びら】を他者から購入して研究を続けた結果、あれを作り出したらしいわ」

　エミリさんの言葉の通り、研究が長びけば、その開発費用の分だけ作ったポーションに開発費を乗せなければいけない。

　俺の場合は、自分の畑作りで初期投資がかかったものの、手作業での調合により、コストダウンを図はかりながら、高品質のポーションを作っている。

　別に、この露店で売られているポーションは、効果と値段が釣つり合わないわけじゃない。善良な生産職プレイヤーだが、蘇生薬の開発に掛けた費用を回収しなければいけない、という考えがあるのだろう。

　今回の場合は、その開発費の上乗せをした結果があれだ。

　そう、説明すれば、やや不満げだがライナは口を噤つぐむ。

「なによ。ズルいじゃない。失敗すれば、いくらでも値段を高くつけられるってことじゃん」

「値段が高いことと売れることは同じじゃないぞ。別の誰かがあれより安く作ることができれば、あれは売れない。そうやって自然と適正価格が下がるんだから」

「なんか、そう聞くと安く作れるユンさんが凄いプレイヤーに見えてくるよ。最初は何をやっているのかわからなかったけど。サバイバルしてる人ってイメージが強くて」

「アル。俺は凄くないけど、お前らの俺への認識を小一時間問とい詰つめたい気分になるよ」

「そうだ。私たちの装備の話があったわ！　エミリさん、武器を売っている店の案内お願い」

「わかったわ」

　すぐに話題を逸そらしたライナの切り替かえのよさは利点だと思う。俺は上う手まく逃にげやがって、と溜ため息いきを吐きながら、苦笑いを浮うかべる。

　すぐに先ほどのことを忘れて、どんな装備を買おうかとアルと共に考え始めるライナ。

　いつの間にか、大量の食べ物を抱かかえたレティーアと合流し、食べ歩きをしながらエミリさんの知り合いの露店へと辿たどり着つく。

「おっ、【素材屋】さん！　どうしたんだい？」

「少し初心者の面めん倒どうを見ることになって二人に新しい装備をプレゼントしようと思ってね」

　エミリさんが声をかけた相手は、瘦やせた女性と背が高い少女、小太りの男性の三人組の生産職だ。

　それぞれが別の生産分野で作ったアイテムを持ち寄って、この露店で売っているようだ。

「素晴らしいネタ武器が一いつ杯ぱいですね」

「だろ！　そっちのお嬢じようさん」

　二十代後半の小太りの男性がサムズアップするのに対して、食べ物の詰まった紙かみ袋ぶくろを片手で抱えて、空いた手で同じように返すレティーア。

　並べられているアイテムには統一感がないようだが、予算と大まかな戦せん闘とうスタイルを伝え、店主の男性プレイヤーとライナ、アル、エミリさんが相談しながら決めていく。

「時間が掛かかるようなら適当に露店を見てるな。先に予算の10万Ｇを渡わたしておくよ」

「ええ、ユンくんには辛つらいかもしれないからね」

　それは、暗に女の子の買い物は長い、と言っているのだろうか。確かに妹のミュウや姉のセイ姉ねぇで味わっているがかなりきついために、その間自由にできるのは有難い。

　そうして、見る露店のアイテムは、個人の趣しゆ味みが半分占しめているようなものだ。

「素晴らしい武器ですね。これは」

「そうなのか？　これはどう見ても……」

　どう見ても、バールのようなものだ。用よう途とは、撲ぼく殺さつ、刺し殺さつ、引っかけて倒たおすなど色々な便利武器と言っているが、微び妙みような長さと曲がり具合から使い辛づらい。また尖せん端たんが赤くペイント付けしてあるので妙みように生々しい。

　他にも黄色いヘルメットなどファンタジーぶち壊こわしのネタ装備などが満まん載さいだ。

　これは男性プレイヤーの趣味であって、瘦せた女性と大おお柄がらな少女の扱っているものは普ふ通つうだ。そして、店の一角には、エミリさんが委い託たく販はん売ばいしている素材が並んでいた。

　そこには、六色の石──属性石があった。

　消費することで対応する属性の魔ま法ほうの威い力りよくを一時的に上げる消費アイテムだが、俺には別の用途がある。

　対応する属性を武器または、防具にエンチャントする【属性付加エレメント・エンチヤント】のスキルだ。まだ不明な点が多く、実じつ践せんで一度使っただけだが。

「すみません。この属性石をそれぞれ20個貰もらえますか？」

　そう言って、購入する。

「あいよ。五等級属性石を各20個ね。まいど」

　前にエミリさんと物ぶつ々ぶつ交こう換かんした時の物は、四等級だったはずだが、五等級はそれよりもかなり安い。

　これは、【錬金】センスの《上位変へん換かん》のスキルで四等級に出来るのか。それとも一度《下位変換》して、元の素材を調べて自分で作ってみるか。悩なやんでいると、果物くだものを食べながら、こちらを見つめるレティーアの視線に気づく。

「「……じぃーっ」」

「……」

「「じじじーっ」」

「……な、なんだ。レティーア」

「いえ、もう二人の装備は決まったみたいですよ」

「えっ？」

　レティーアの指差す方向へと振ふり返れば嬉うれしそうな表情を作るライナと苦笑いを浮かべるアルがいた。

　生産職とのフレンド登録を済ませている。

　二人の装備は、新しい物に替かわっており、大分印象も違ちがう。野や暮ぼったい初心者から一変、一いつ端ぱしの冒ぼう険けん者のような印象を受ける。

「二人とも、大分装備が替わったな。立派に見えるぞ」

「ふふん。そうでしょ！　ユンさんたちにお金を出して貰ったけど、足りない分は、二人でコツコツ貯めたお金で揃そろえたんだから！」

　そう言って、自分の腕うでに着けられたバックラーを嬉しそうに撫なでるライナ。武器は、小回りが利きく短たん槍そうへと替え、防具に関しては、藍あい色いろに染められた革かわ鎧よろいを着ている。デザイン的には、やや無骨だが、機能や能力優先とのことで本人は満足している。

　アルの方は、完全に防具は後回しで、年季の入った色合いの杖つえと首にはＩＮＴインテリジエンスのステータス補正が高い種類のアクセサリーを着けている。

　前衛の軽装槍やり遣つかいにスタンダードな魔ま法ほう使つかいという二人の組み合わせに、互たがいにフォローし合える距きよ離り感かんも考えてのことらしい。

「これで初心者とは言わせないわ」

「ライちゃん、またそうやって調子に乗って」

　さらに苦笑いを浮かべるアル。だが、彼も自身の新しい装備を試してみたいという気持ちがあるようで浮うき足あし立だった様子が見られる。

　そして、二人は、町全体に響ひびく一つの声に目を輝かがやかせる。




『今日のイベントに参加してくれたみんなにシークレット企き画かくだよ！　これから町にＭＯＢを放つのでそれを狩かってね──ハンティングを始めるよ！』




　響くのは、リーリーの声。リーリーが密ひそかに進めていたイベント企画は、これか、と俺は理解した。







　　　二章　秘密企画と緊きん急きゆうクエスト







『イベント初日の目玉企画のＭＯＢの討とう伐ばつは、まず僕らが用意した範はん囲いにＭＯＢを召しよう喚かんします！　それを倒した数が一定以上のパーティーには、入賞としてアクセサリーを一点進しん呈ていします。場所は、東西の城門前で行います！　飛び入り参加自由。このエリアでは、共きよう闘とうペナルティーを解除しました。ただし、第二・第三の町到とう達たつ程度のステータスがあることが条件だから、奮ふるって参加してね！』

　リーリーの言葉からある程度の強さが求められることがわかった。

　先日、【リーリーの木工店】でのＭＯＢの暴発事故を知っているから強さはそれほどでもないようだが、流石さすがに呼び出すＭＯＢの強さを調節できなかったのだろう。

「アクセサリー！　なら、参加しなきゃいけないわね。行くわよ、アル！」

「そうだね！　ライちゃん。装備で強くなったんだから試さないと！」

「おい！　お前ら」

　俺は走り出そうとする二人の襟えり首くびを摑つかみ、引き留める。

「今回は諦あきらめろ。レベルが違うだろ」

「ユンくん？　どうしてわかるの？」

　そりゃ、俺がその一端に関わっているからだ。それが、このような形で現れれば、すぐに全体像が把は握あくできる。

　集まる人の流れに逆らわずに、東西の城門前へと移動する参加プレイヤー。その中で、観戦メインのプレイヤーたちは、上空に表示されるスクリーンを見上げる。

　東西の城門の目の前に用意された空間は、等とう間かん隔かくに『ある物』を配置し、その外側にも何重にもそれを設置して火が付けられている。

　お香こうのような匂においに慣れない者は顔を顰しかめるが、これが何かを知っている俺は、それを口にする。

「──【除じよ虫ちゆう香こう】か。やっぱり、あの虫か」

「【除虫香】って何です？」

　レティーアは、知らない為ためか、首を傾かしげるが、エミリさんは、俺が作っていたことを知っている。だが、まさかこんな風に使われるとは思わなかったんだろう。

「呼び出すＭＯＢを虫系限定にして、こうして虫系ＭＯＢを寄せ付けないアイテムを等間隔に配置すれば、特定の空間にＭＯＢを押し留めることができる。ってことだよ」

　まさか、ＭＯＢとのエンカウントを回かい避ひするアイテムをこんな使い方するなんて、逆転の発想だ。

「それに呼び出されるＭＯＢは、第二・第三の町到達程度の強さ、って言ってただろ。そのアイテムの入手場所は、【迷めい宮きゆう街がい】のダンジョンだ。だから、今の二人には無む謀ぼうだ」

　頼たのむから今回は、見るだけにしてくれ。と付け加えると二人は納なつ得とくして、謝って来る。

「その、また突つっ走ろうとしたのを止めてくれてありがとう。それとごめん」

「僕も浮かれてた。ちゃんとライちゃんを止めないといけないのに。ごめんなさい」

　二人が眉まゆ尻じりを下げて、頭を下げるので、その謝罪を受け入れる。

「今回は、適当にジュースでも買って観戦してよう。俺が奢おごるから」

「そうですか？　では、私には、メガバケツミックスジュースを五つ」

「お前は、遠えん慮りよしろ。レティーア」

　俺と腹ペコエルフのやり取りを見て、クスっと笑うエミリさんに釣つられてライナとアル二人も笑う。

　言った通り、ジュースは俺が奢り、インベントリの中に作り置きしておいたお菓か子しを出して、人の邪じや魔まにならない端はしっこで空中に映し出されるスクリーンを見上げる。

　視界を悪くするほどに焚たかれた【除虫香】の中心には、黒い丸石にしか見えない【黒光りのスフィアー】が山のように積まれている。

　それの傍そばで魔法を発動させると黒い丸石が一いつ斉せいに黒い虫型ＭＯＢに変わる。

　以前、リーリーが町で暴発させた時は、ゆっくりと観察する暇もなかったが、虫型ＭＯＢの姿は、涙なみだ型の頭部の中央には、宝石のような透とう明めい度の高い目立つ色付きの結けつ晶しようがある。また、体の方は、大きな頭部に隠かくれているが、黒い甲こう殻かくで覆おおわれ、関節のある足がついている。尻尾しつぽにはより多くの関節を持ち、尖端では縦にしたハサミを振りかざしている。それらの体を支える六本の強きよう靭じんな手足が地面をしっかりと摑んでギジギジと尻尾のハサミを動かして威い嚇かくしている。

　それが次々と現れて、狭せまい空間をぎゅうぎゅう詰づめにしていく。

「あれだけ集まるとキモイわね。なんか、行かなくて良かったと思ってるわ」

「あれはどうやって相手にするの？　逆に、あれだけ密集していると魔法で一いつ掃そうできない？」

「まだ始まってないだろ。多分、配置されている【除虫香】は、内側の方から順番に効果が切れて、虫型ＭＯＢがどんどん広がっていくんじゃないか？」

　俺が説明役に回ることで二人は楽しめているようだ。

　だが、次の出来事によって町中が静まり返る。





　──緊急クエスト【町強きよう襲しゆう】が町中で発生します。町には複数のボスＭＯＢが配置され、クエスト終しゆう了りようまで共闘ペナルティーが解除されます。適性レベルは、全プレイヤーに適用され、一定数の討伐により入賞とさせて頂きます。また、入賞者には限定アイテムをご用意しております──






　これは、運営からの公式イベントの告知だ。内容は、全プレイヤー参加型の緊急クエスト。これを聞いて、俺が感じたのは、生産職たちのイベントと公式の緊急クエストが併へい発はつしているという漠ばく然ぜんとした不安だ。

　だが、それすらお構いなしに、先のイベントに不参加だったプレイヤーたちが色めき立ち、武器を構えている。

　公式緊急クエストには、レベルの制限がないためだ。

　各おの々おのが武器を持ち、今か今かと緊急クエストの敵ＭＯＢを待つ。

「ねぇ、今度こそ参加してもいいわよね。私たちができることはやるわよ」

「あ、ああ、適性レベル的には問題ないだろう」

　そう言って、今度こそ新しく購こう入にゆうした武器を振るえることに喜ぶ双ふた子ご。だが、本来想定していない事態に参加させて大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。と不安になる。

「一応、パーティーを組んでますがフォローする態勢はどうするんです？」

　アルの疑問に対して、そうだ、俺とエミリさんが可能な限りフォローすればいい。と気づかされた。

「いつも通り、私とユンくんで二人を援えん護ごするわ。あまり手は出さないけど、死なないように支援するわ」

「それじゃあ、レティーアは参加──『一いつ緒しよに戦います』──するのか？」

　こくん、と首を縦に振るレティーア。レティーアの戦い方を知らない俺たちが急に連れん携けいできるのか不安になる。

「レティーアも戦うなら分かったわ。それじゃあ、話を詰つめて行きましょう」

　俺の不安を他よ所そに、レティーアとエミリさんが順番に緊急クエストに対して考えを話し、俺も連携やアイディアに関して補足する。

　ライナとアルへのエンチャントの支援なし。回復アイテムでの回復なし。横から襲おそってくるＭＯＢを倒たおすが、二人が狙ねらった獲え物ものには手を出さない。

　そのことをライナとアルに伝えれば、俄が然ぜんやる気を出している。

「それじゃあ、やるわよ！」

　腕に着けられたバックラーを前面に出すように半身で構えるライナと、杖つえを両手で握にぎり締しめるアル。

　そして、緊急クエストのカウントダウンが始まる中、空中に表示されたスクリーンでは、秘密企画の黒い虫ＭＯＢの集団が徐じよ々じよに広がりを見せている。

「はっ!?　マジか」

　誰だれかの声。同時に二つのイベントが始まるということで秘密企画と緊急クエストが共有できると考えていたのだろう。俺も最初はそう思った。

　しかし、現実は違ちがった。

『３、２、１……』

　カウントダウンが進む中で、スクリーンに映し出される黒い虫ＭＯＢが召喚で数を増やす。決められた範囲で密度を濃こくしている中で、当初感じた漠然とした不安が急速に形を成していく。

（──ヤバい、ヤバい、ヤバい。そもそも、緊急クエストのどこに共有できる根こん拠きよがある）

　スクリーンに映る、イベント実行の生産職プレイヤーたちが大慌あわてしている中で、ついにその時がくる──

「虫が逃にげ出した」

　緊急クエストのボスである中型ＭＯＢが町のどこかに複数匹現れ、続いて、その取り巻きの雑ざ魚こＭＯＢが現れた。

　先に出現していた黒い虫の集団と緊急クエストのボスや雑魚ＭＯＢの出現位置が重なり、大混乱となる。

「戦えないプレイヤーは中央に逃げろ！　戦えるプレイヤーは、前に立て！　ＭＯＢの進行が始まるぞ！」

　誰かの怒ど声せいが響ひびく。

　本来、黒い虫ＭＯＢの大群は、【除虫香】の作り出す領域から出ることはない。また火の点ついた【除虫香】が破は壊かいされないように人員も配置していた。だが、町の緊急クエストで現れた多種多様な種類のＭＯＢが【除虫香】の効果を受けずに、【除虫香】の一部を破壊し、解放された虫と共に町の方へと押し寄せてくる。

　そこからは、強いも弱いも入り乱れる大混戦が始まる。

　イベントということで人が多くいる町中。更さらに、屋台や露ろ店てんがより通路を狭くする一方で、プレイヤーの行動が阻そ害がいされ、それにはお構いなくＭＯＢの大群が襲ってくる。

　適性の相手とは遭そう遇ぐうできず黒い虫ＭＯＢにやられた者は、町の広場で蘇よみがえっては、次々と襲い来るＭＯＢをデス・ペナルティーの状態で対処していく。

「まるで、βベータ版のゾンビアタックね」

「ゾンビアタック？」

「そうよ。β版であった町の防衛イベントで襲ってくるＭＯＢに倒されたプレイヤーは、デス・ペナルティーの状態で突とつ撃げき。復活して、また突撃を繰くり返す。そうして、相手にチクチクとダメージを与あたえていく方法よ」

　エミリさんの説明に、俺もその話の断片を思い出す。確か、矢を失った【弓】センス持ちがそうした行動をしたとか。その話から【弓】センスが不ふ遇ぐうなゴミセンス扱あつかいを受けたのだった。

　そんな状じよう況きようでも局地戦で纏まとまっている場所もある。

『生産職のみんな！　こんなハプニングで私たちのイベントが崩くずされていいの!?　今から私たちも打って出る！』

『『『うおおおっ──！』』』

『全員、突撃！』

「マギさん、クロード……」

　映し出されたスクリーンに偶ぐう然ぜん映り込むのは、このイベントを主しゆ催さいした【生産ギルド】の生産職たち。その中でギルマスの立場にあるマギさんが皆みんなに声を掛かけ、町に溢あふれた敵ＭＯＢを倒していく。

「それでどうします？　守りだけ固めます？」

「レティーア。そうだな……」

　俺は、僅わずかに目を伏ふせる。

　マギさんたちも戦っている。また他のプレイヤーも今この瞬しゆん間かんを戦っている。こんなハプニングでせっかく作り上げたイベントを壊されて堪たまるか。だから俺は──

「──ライナとアルをちゃんとフォローするから出来る範囲でＭＯＢを倒そう。これ以上混乱を広げないために」

「分かったわ。とはいっても、この混戦状態で私の合成ＭＯＢと錬金ＭＯＢは同士討ちの的まとになるから使えないよ」

「そうなると、戦力にならないリゥイとザクロを呼び出したままだとまずいな。──《送そう還かん》！」

「なら、表通りではなく、脇わき道みちに入った場所で迎むかえ撃つのがいいでしょう」

　それなら、いけるか。と思う。

　敵ＭＯＢは、町に広がっているために、一番太い東西南北に走る表通りにＭＯＢの数が集中するが、その分プレイヤーも多い。俺たちは、脇道に入り、見つけ次し第だい撃げき破はを選せん択たくする。

「雑魚は私たちが出来るだけやるわ。行くわよ、アル！」

「わ、分かった！」

　ライナの声にアルが頷うなずき返せば、ライナは気合いの入った声を発しつつ一番近くの雑魚ＭＯＢを新しい短たん槍そうで突つき刺さし、斬きり付ける。

　アルも負けじと、逃げ場の少ない脇道で魔ま法ほうを発動させ、ダメージを与えていく。

「ナツとアキは、敵の索さく敵てきと牽けん制せい。フユは、黒い虫を見つけ次第攻こう撃げき。ハルは、邪じや魔まする敵を止めてください」

　レティーアが四体の使し役えきＭＯＢに指示を送る。

　草そう食しよく獣じゆうのハルは、そのもこもこした弾だん力りよくのある毛で敵を受け止め、衝しよう撃げきを吸収する。止まった隙すきに、壁かべを蹴けり跳とび上がったフェアリーパンサーのフユが妖よう精せいの羽で滑かつ空くうし、敵を上から踏ふみ潰つぶす。

　ミルバードのナツとウィスプのアキが、上空で８の字を描えがき、カマイタチと火で牽制をする。

「よし！　そこだ！」

　俺は、弓矢で狙いをつけて放つ。建物の上を歩く黒い虫の額を貫つらぬくと、黒い虫は脇道へと落ちて光の粒りゆう子しとなって消える。

「また来ます！」

「了りよう解かい！」

　同じように、建物に張り付き、ギジギジと口と尻尾しつぽを鳴らしている黒い虫へと矢を放ち、射い貫ぬいていく。その中の一匹が、取り付いた壁を蹴り、ライナとアルの方へと向かう。

「エミリさん、任せた！」

「分かったわ」

　引き抜いた連接剣けんを弛たるませ、一ひと振ふりすれば、伸のびる金属片と芯しんのワイヤーが黒い虫を絡からめ取り、地面に落とす。

「絞しめ付き、喰くい殺しなさい！」

　伸びた連接剣の持ち手を捻ひねることで、巻き上げるような音が響ひびき、その体の表面を這はうようにワイヤーが締まり、金属片が黒い虫をズタズタに引き裂さいていく。

　締め付けによる継けい続ぞくダメージと金属片の斬撃ダメージによる攻撃は、黒い虫の柔やわらかい部分に特に食い込み、引き裂き、遂ついには光の粒子へと変えてしまう。

「お見事です。エミリさん」

「初めて組むけど、レティーアも中々ね」

「二人で褒ほめ合っているのもいいけど、双子のフォローを怠おこたるなよ」

　レティーアとエミリさんが互たがいの行動を褒め合っている。俺は、矢を射続けながらそれをたしなめ、双子のフォローに回る。

　まだ、周囲を見て戦うということに慣れていない双子だが、レベルなどのステータスでは、十分雑ざ魚こＭＯＢを圧あつ倒とうできるはずだった。しかし、目の前の敵にすぐに襲い掛かってしまい、集まって来た雑魚ＭＯＢに包囲されつつある。

「ライナとアルの二人が倒す分を残しつつ、間引くか」

「まぁ、頑がん張ばりましょうか」

「そうですね」

　俺が、徐々に増えてくる敵ＭＯＢや群れに混じる黒い虫を見て溜ため息いきを吐はき出せば、エミリさんが苦笑いを浮うかべ、レティーアが四匹の使役ＭＯＢに指示を出していく。
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　何体倒したのか、どれくらい時間が経過したのか。町中から少し外れた憩いこいの広場のような空間に辿たどり着つき、足を止める。

　敵を追って脇道の奥へと入り込むライナとアルを追った先の広場の中央には、一体のボスＭＯＢが居た。

「──フォレスト・ベア！」

　ライナの声に、アルは息を吞のんだ。

　以前、ライナを襲った中型ＭＯＢだ。だが、その背せ丈たけは、三メートルを超こえ、鉤かぎ爪づめを持ち、体毛の色が赤い。いうなれば、フォレスト・ベアの亜あ種しゆだろう。

　フォレスト・ベアの強さは、公式緊きん急きゆうクエストのボスであるために難易度はそこまで高くはないが、思い出補正があるのか、一歩が踏み出せない。

　一方、フォローとして、後ろから眺ながめている俺たち三人は、別のことを考えていた。

「こうも敵が多く待ち伏ぶせしていると、俺は、序じよ盤ばんに出てくるボスを思い浮かべるな。どのゲームでもよく出てくる取り巻きがいる大して強くないボスとか」

「私は、体毛の色違いを見て、配色変えるだけで敵の数を増やす手て抜ぬきを思ったわ。確かに……色違いで明確な違いとしてステータス強化や行動パターンを変化させたボスなら、ボスの役割は十分に果たしたことになるのかしら？」

「あれを倒たおしたら熊くま鍋なべの材料になりますかね？」

　三者三様で自由な考えをしている。ちなみに、右から、俺、エミリさん、レティーアの順番での発言だ。

　それほどにこの敵には、脅きよう威いを感じていない。

「なんで、そんなに緊きん張ちよう感ないんですか！」

「いや、アル。だってなぁ」

　さっくり倒せそうなボスに何を怯おびえろというのだ。という視線をアルに向ける俺たち。

　その間にも、先せん陣じんを切るライナが短槍を両手で構え、振ふり回し、黒い虫を何匹か巻き込んで殴なぐりつける。

「敵が動いたわよ。ユンくん」

「フォローに回る！　ライナとアルは、どいつを狙ねらう!?」

「勿もち論ろん、ボスよ！　私たちが倒してみせるわ！」

　やる気を見せるライナと、その後ろで悲鳴を上げるアル。まぁ、姉妹に振り回されるのは、男兄弟の宿命だと思って受け入れろ。俺は、受け入れた。

　内心で、アルにエールを送りながら、壁を越こえて広場に集まって来る黒い虫たちを矢で射貫いていく。

　レティーアは、四体の使役ＭＯＢの連れん携けいと自身での近接も行い、黒い虫たちにライナたちの背後を取らせないように立ち回る。

　エミリさんは、連接剣を自在に操あやつり、ライナとアルを左右から襲おそう敵だけを処理し、また時折見み逃のがして、二人に相手をさせる。

「全く、結構スパルタだよね。エミリさん」

「でも、あんまり甘やかされても駄だ目めでしょ！」

　適度な試練は、大事。とボスの目の前まで突き進むライナとアル。俺とエミリさんは、背中合わせに、構える。

「普ふ通つう、こういう状況ってピンチなはずなのに危機感が全然湧わかない」

　そう言って、俺が、矢を最速で番つがえる早撃ちで瞬またたく間まに数を減らせば──

「どっちかって言うと私は、無む双そうゲームのような感覚ね。ほら、武将を操る」

　エミリさんは、そう言って、連接剣を長ちよう剣けん状態に戻もどして、黒い虫を一刀のもとに斬きり伏せる。

　徐じよ々じよに敵は減っていくが、まだ終わりが見えない。秘密企き画かくと緊急クエストの両方を片付けるためには、黒い虫ＭＯＢと町に配置されたボスＭＯＢを全て倒さなければいけない。

「まぁ、少しペースを速めるか──《連射弓・二式》！」

　俺は、跳びかかって来た二体の敵ＭＯＢに向けて、矢を構える。二本の矢を連続で放つアーツは、レベルの上じよう昇しようによって更さらなる変化が起こる。

　待機時間デイレイ・タイムの短縮化、アーツ自体の短縮化によって、一いつ瞬しゆんの間に二本の矢を放つ。

　アーツによって強化された時間差のない連射によって、一層強力な弾だん幕まくを張り続ける。

　欠点があるとすれば、弓矢が切れれば補ほ充じゆうしなければいけない点と、アーツの連続使用によりＭＰが消費される点。この二つは、消しよう耗もう品の弓矢のプラス補正と普ふ段だん有り余るＭＰを使っているために短い時間なら問題は無い。

　アイテムやレベルでカバーできない欠点としては、アーツの反動で動くことができないために射角が限られる点だろう。だが、今は背後をエミリさんが守ってくれる。

「私もやるわ──《クラッキング》！」

　連接剣が大きく頭上に振り上げられ、大きくしなり、振り下ろされる。

　鞭むちのように石いし畳だたみに叩たたきつけられた剣は、衝しよう撃げき波はを生み出し、打ち付けられた地点から放射状にダメージを与あたえる。

　麻ま痺ひ効果を持つ、音のダメージ。本来、【鞭】センスのアーツだが、【剣】と【鞭】の両方の性質を持つ複合派生武器独特の使い方だ。

　金属片で切り裂き、長剣に戻して、斬り付け、鞭のアーツを使い、と多た彩さいな攻撃方法を見せる。

「エミリ！　頭上！」

　レティーアの声が響く中、俺とエミリさんの頭上には、黒い影かげが差す。

　反射的に見上げれば、飛び込んできた黒い虫だ。六本の脚あしを広げて、こちらを踏み潰しに来る。

　普段なら簡単に避よけるか、射ち抜くのだが、連続使用のアーツの反動で動けず、また制限された射角の範はん囲いで矢で頭上を狙えない。

「私に任せて！　はぁぁっ！」

　エミリさんが連接剣を頭上に振り上げると、ワイヤーと金属片が虫に絡みつく。

　そのまま、剣の柄つかを両手で持ち、縦に振り下ろせば、金属片が黒い虫の体に食い込み、スパイクの役割を果たす。

　引かれるように振り落とされる黒い虫は、石畳に叩きつけられ、大きなダメージを受ける。

　だが、更にその頭上に黒い虫が居た。前脚の尖せん端たんを振り上げる。鉤かぎ爪づめ攻撃は、落下の勢いに合わせて威力を増して迫せまる。

　俺は、アーツの反動でまだ動けない。

　エミリさんは、一体目を叩きつけただけでまだ倒し切れていない。下へ手たに拘こう束そくを解いて、ライナとアルの方へ向かわれても困るために動けない。

　レティーアもライナとアルの邪魔になる敵ＭＯＢを優先して倒しているために、手を回せない。

「全く……まぁ、やられはしないか」

　一いち撃げき貰もらって、体勢を立て直すのに時間が掛かかるのが、面めん倒どうだ。と思いながら、黒い鋏はさみの攻こう撃げきを甘んじて受ける──ことはなかった。

「──《ソル・レイ》！　もう一匹、発見！」

　建物を伝い移動することができる黒い虫とは対たい照しよう的な白い影が頭上から飛び降りてくる。

　指先よりレーザー光線を放ち、黒い虫を横から貫つらぬくと、壁かべを蹴けるようにして方向を変え、壁を移動して逃にげる黒い虫を斬きり伏ふせる。

「ミュウ！」

「ボスは既すでに取られているけど、まだ手付かずのＭＯＢが沢たく山さん。さぁ、あのデカワンコを倒すための糧かてになりなさい！」

「……ミュウさん。屋根上の敵は倒しました。行きます！」

「分かった。もう少し回ったら、ルカちゃんたちと合流しよう！　──《ライト・ウェーブ》！」

　地面に降り立ったミュウは、建物の上に立つトウトビと会話をしている。そこから狭せまい路地へ範囲攻撃魔ま法ほうを発動し、そのまま突とつ撃げきしていく。

「何だったんだ……今の」

「相変わらず、ユンくんの妹ちゃんは元気よね」

　俺とエミリさんは、ミュウの駆かけ抜ぬけていった場所をしばらく眺めていた。

　そして、再び、建物の間からミュウが飛び出すのを見て、【行動制限解除】のセンスによる三次元的な立体動作と壁蹴りで町中を移動しているのだな。と何となく理解した。

　きっと、上から見下ろせば早く、効率的。とかって考えだろう。トウトビも何気に建物の上を跳とんで移動している。

「なんか俺、頭痛くなってきた」

「現実逃とう避ひしないで。まだボスが残っているわよ！」

「そうだ！　ライナとアル！」

　振り返り、ボスのフォレスト・ベア亜種を見れば、ライナが腕うでに着けたバックラーを前面に押し出し、耐たえる。

　守りを重視して、アルが攻撃の要かなめとなり、ボスのＨＰを着実に削けずっている。そして自分たちのＨＰとＭＰの管理に気を付けながら戦っている。

「時間を掛かければ倒せるだろうけど、その前に私たちの周りのＭＯＢが居なくなるわね」

「仕方がない。戦せん闘とう時間短縮のために、支し援えん掛けるか。ライナ！　アル！　サポートを入れるぞ！」

「最低限にしてよね！」

　俺の声に目の前のフォレスト・ベアへのリベンジに燃えるライナの返事を聞き、負けず嫌ぎらいだな。と感じる。できれば、俺たちも直接手を出したいけど、長引かせるわけにもいかない。

　まぁ、双子の戦闘には直接手は出さない。

「いくぞ！　《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　ライナへの物理系のエンチャントを施ほどこし、ステータスの底上げをする。

　そして、待機時間デイレイ・タイムが過ぎた数秒の後にアルに別のエンチャントを施す。

「《付加エンチヤント》──インテリジェンス、スピード！　最後におまけだ。《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　アルには、魔法攻撃上じよう昇しようと攻撃速度上昇のエンチャント。そして、使用する属性に対応した属性石を砕くだき、対応属性を強化する。

「これ──《ファイアー・ボール》！」
















「私も、行くわ！　──《チャージ・ランス》！」

　アルが二回りほど大きくなった火の玉を放ち、ライナがその陰かげに隠かくれるように、短たん槍そうを両手で構えて溜ための姿勢に入る。

　火の玉がフォレスト・ベアに当たり、体を這はうように広がり、ダメージを与える。火を振り払はらうようにフォレスト・ベアが太い腕を振り回すが、身を低くして、火に隠れるように走るライナが正面から槍を突き出す。

「はぁぁぁっ！　貫けぇぇっ！」

　気合いを込めた突撃がフォレスト・ベアの腹を貫き、フォレスト・ベアが姿勢を大きく崩くずす。ライナは駆け抜けた勢いのまま背後に回ると、差し出されるように項垂うなだれるフォレスト・ベアの首筋に短槍を突つき立て、抉えぐるように持ち手を捻ひねる。

　それが決め手となって、フォレスト・ベアが沈しずみ、光の粒りゆう子しへと変わる。

「よし！　ボスを倒たおしたね！」

「まだまだ、町強きよう襲しゆうは終わってないんだ！　次行くわよ」

「その前に休きゆう憩けい。ＨＰとＭＰを回復してからだろ」

　アルの喜びの言葉にライナが喜ぶ間を与えずに、俺は次に目につく敵へと接近しようとするライナとアルを止める。

「ボスを倒しても、熊くまの手が落ちませんでした。亜あ種しゆだから期待しましたが……」

「レティーア。そんな悲しそうな顔するなよ。ほら、この前作ったお菓か子しの詰つめ合わせやるから」

「はい。ユンさん、色々くれるので好きです」

　それに合わせて、鳴き声を上げるレティーアの使役ＭＯＢ。ウィスプは喋しやべれないので、炎ほのおの瞬きや色の変化で伝えてくる。

「ユンくん、完全に餌え付づけしてるわね」

「そんなつもりないけど……」

　美お味いしそうに、パウンドケーキをもぐもぐと食べ始めるレティーア。

　町のどこからでも見み渡わたせる大型スクリーンは、未だ空中に映し出されており、戦せん況きようは、かなり変化している。

　弱めのボスは、町の各所に散っており、黒い虫もそれに混じる形で広がっているために、弱い敵や入り組んだ場所の討とう伐ばつが思うように進んでいない。逆にプレイヤーの戦力過多な主要な東西南北の大通りは、既に敵の掃そう討とうを終えて、屋台の復旧とその後の裏路地の掃討作戦のための割り振りを組織的に行っている。

　その中心がミカヅチとセイ姉ぇのギルド【ヤオヨロズ】。【生産ギルド】では、マギさんを始めとする戦闘の出来る生産職が組織立って動いている。

　タクのような実力派パーティーなどは、そのまま各所に散って、遭そう遇ぐう戦せんを繰くり広げている。

「ねぇ、十分に休めたからもう行きたいんだけど！」

「そうね。なら人の少ない南側に移動しながら敵を見つけ次し第だい倒す。ってのはどう？」

　エミリさんの提案に、他のみんなも異議はなく、頷うなずく。

「さぁ、行くわよ！」

　再び槍を構えて、目に入る敵へと接近するライナに苦笑いを浮うかべつつ、俺たちも後を追う。

　先ほどの多数配置されたボスＭＯＢの一体であるフォレスト・ベア亜種を倒したことで双子のレベルが上がったのか、敵の殲せん滅めつ速度が上がり、戦闘効率が更さらに上がっている。

「これなら、そろそろパーティー組んだらビッグボアやブレードリザードを倒せるかもね」

「そうだな。そうなりゃ、俺たちの手を離はなれるな」

　互たがいに黒い虫を倒しながら、呟つぶやく俺とエミリさん。

　それから三十分後に、緊きん急きゆうクエスト終しゆう了りようの合図が響ひびくまで、俺たちは戦い続けた。




　　　　●




「こいつを喰くらえっ！　はっ！　あっ……」





　──緊急クエスト達成です。お疲つかれ様さまでした。ただいま成績集計していますので、もうしばらくお待ちください






　渾こん身しんの突きを放ったライナだが、搔かき消すように消えたＭＯＢによって、外す体勢で動きを止める。

　そして、今まで集中して戦い続けたために、疲れたのか、肩かたで呼吸を整え、その場に座り込んでしまう。

「ライちゃん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気よ。少し休めば、ね。それよりアル。ステータスを見なさいよ。短時間で最大５レベルも上がってるわよ」

　まだ息が上がっているが、嬉うれしそうに言うライナを俺も微笑ほほえましげに眺ながめる。

　俺も自身のセンスステータスを確認する。
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　自分のレベルと今回相手にした敵ＭＯＢの強さを考えれば、殆ほとんどレベルが上がっていないことが分かり、小さく溜ため息いきを吐つくが、仕方がないな。と苦笑いを浮かべる。

　エミリさんも似たような結果なのか、口くち許もとに微び妙みような笑みを作っている。

「ユンくん、お疲れ様」

「エミリさんもお疲れ様」

　互いに、インベントリに常備している飲み物を取り出し、口を付ける。

　表通りの見える脇わき道みちに座り込むと、町強襲クエストが終わった後も、残った黒い虫の掃討やイベントプログラムの作り直し、屋台の準備など、皆が忙せわしなく動いているのが見えた。

「ユンさーん、エミリさーん。見てくださーい」

「どうした、レティーア。って、はぁっ!?」

　レティーアに呼び止められ、振り返れば、そこには、黒い虫に嚙かみ付かれても平気な顔でいる草そう食しよく獣じゆうのハルと、それを魔法で黒い虫ごと拘こう束そくするミルバードのナツとアキ。また万が一に黒い虫が暴れた時にレティーアを守るフェアリーパンサーのフユがいる。

「何やってるんだよ！　危ないだろ！」

「いえ、なんとなく、仲間に出来そうだと思いまして」

　ライナとアルは、疲れた体で立ち上がり、武器を構えるが、間にレティーアが入り、戦えない。

　その間も無視して、レティーアは黒い虫に近づき、額の結けつ晶しように触ふれる。

「じゃあ、行きます。──《テイミング》」

　ポツリと呟き、レティーアの手から青白い波は紋もんが広がる。

　それが、黒い虫の額に吸い込まれると、草食獣の毛皮に嚙み付いていた黒い虫の口が、徐じよ々じよに緩ゆるむ。赤く光る虫の瞳ひとみが青い色に変わり、黒い虫はのっそりとハルから離れていく。

「成功ですね。ラナー・バグという種類のＭＯＢですか。名前は、キサラギ。なので、愛称は、ラギですね。よろしくです」

　そう言って、ラナー・バグのキサラギの額を撫なでれば、甘えるように口元をギジギジと鳴らし、一つの召しよう喚かん石へと姿を変える。

「今呼び出すと間ま違ちがえて攻こう撃げきされるから、また後で。ラギ」

　手にした召喚石に向かって小さく呟くレティーアは、疲れたのか、草食獣のハルに倒れ込むようにもこもこの毛皮に顔から突っ込む。

「おい、大丈夫か？」

「お腹なか、空すきました」

　お腹の虫を盛大に鳴かせて、こちらに手を伸のばすレティーア。俺は、「全く」と言いながら、近くの復旧した屋台から食べ物を買って来てレティーアに渡わたす。

　それでとりあえず、動く体力だけは確保したのか、自分で積極的に食べ歩きを始める。

　レティーアの方の問題が終わり、改めてライナとアルに目を向ければ、レベルが上がったのに、難しい顔を作り、エミリさんが口元に困ったような苦笑いを浮かべている。

「どうしたんだ？」

「レベル上がったはいいけど、今まで使ってたポーションの回復量が落ちたのよ。ＭＰポーションは、変わらないけど。アルはどうなの？」

「僕？　変わらないよ」

「おめでとう。それは、レベル上昇による回復アイテムの回復量低下ね。今は、初心者ポーションを使っているでしょ？　なら次に使うのはポーションか、ハイポーションね」

「まだ、沢たく山さん残ってるのに。勿もつ体たい無ない。さっき装備揃そろえたばっかりなのにまた出費が……」

　ガクッと頭を下げて、肩を落とすライナをアルが、まぁまぁと宥なだめる。

「なら、ポーションと同等の効果があるブルーポーションにするか？　残っている初心者ポーションを少し調整すれば、ブルポに作り変えられるぞ」

　俺の提案に俯うつむいた顔を上げて首を傾かしげるライナとアル。

　初心者ポーション同士に【合成】スキルを掛かければ、ポーションを作ることができる。そこにブルーポーションの素材であるブルーゼリーを混ぜれば、即そく席せきであるがブルーポーションにすることができる。

　本来は、薬草の煮に出しや濃のう縮しゆくした方が効果の高いポーションになるが、二人に最初からそれを渡すのも過分だろう。

「効果は、ポーションよりちょっぴり高い程度だけど、どうする？」

「それで費用が抑おさえられるならいいかもしれない。ライちゃん、後で狩かりに出る時スライムを狙ねらっていく？」

「そうね、分かったわ」

　二人がそれで納なつ得とくした頃ころには、レティーアが両手からはみ出すほどの食べ物を抱かかえて戻もどって来た。

　それを双ふた子ごと使し役えきＭＯＢたちと分けて食べ始める姿を眺めながら、エミリさんが俺に並んで声を掛けてくる。

「ユンくんとブルーポーションって懐なつかしい単語ね。【謎なぞのブルポ売り】さん」

「自分で名乗ったわけじゃないんだけどな」

　自分でも懐かし過ぎて忘れていた一つの呼ばれ方を思い出して、苦笑いを浮かべる。今の【保母さん】よりも数段マシに思える呼び名だ。

「確かに、基き礎そレシピの効果はポーション程度だけど、ブルーポーションのレシピを極きわめれば、ハイポーションに匹ひつ敵てきする。それに回復量制限のない種類のポーションだから、二人には長く使えるかもしれないわね」

「特にそれは考えてないんだけどね」

　仮面越ごしでも分かるエミリさんからの苦笑いに、同じように苦笑いを返す。

　その時、俺たちのパーティーのメニューにインフォメーションが届き、それを確認する。





【──緊急クエスト【町強襲】入賞おめでとうございます。入賞の記念アイテムは、インベントリに収められます】






「アル！　これって！　ホントに!?　私たちが!?」

「ホントだよ！　夢じゃないよ！」

　緊急クエストの方の集計が終わり、俺たちが入賞した。戦果としては、雑ざ魚こＭＯＢ八十体、ボス一体を倒たおしたための入賞だ。他のプレイヤーの戦果を見る限り、ギリギリ引っかかっているようだが、新人プレイヤーとしては上出来過ぎる結果だ。

「やったわね！　それに、アクセサリーも手に入って私たちは更に強くなったわ！」

「そうだね！」

　二人が腕うでに装備するのは、赤しやく銅どう色に輝かがやく腕輪で一部が欠けて脱だつ着ちやくのしやすい形になっている。その中央に赤い宝石がはめ込まれ、彫金によるレリーフが施ほどこされたユニーク品だ。

　俺とエミリさん、レティーアも同じ装備を手に入れ、アイテムの情報を確かめる。





スクランブル・ヒーロー【アクセサリー】（重量：３）

ＡＴＫ＋３、ＤＥＦデイフエンス＋３、ＩＮＴ＋３、ＭマＩイＮンＤド＋３　追加効果：ＨＰ＋３％






　ステータスを上げる項こう目もくが四つに、ＨＰ上限を３％上げる効果は、ライナとアルには十分過ぎる効果だろう。

　まだ明確な戦せん闘とうスタイルを確立していない二人にとっては、ステータスを底上げするタイプのアクセサリーは重宝する。だが、俺とエミリさん、レティーアには、少し不足するレベルだ。俺たちのようにある程度ゲームを進めていれば、それぞれのセンスや戦闘スタイル、武器に合わせたものを選せん択たくしたくなる。

　そうした意味では、高レベルプレイヤーには、勲章として、低レベルプレイヤーには報ほう酬しゆうとしての価値があるので、ほどよいバランスの報酬と言えるだろう。

　戦績は、緊きん急きゆうクエストだけでなく、ラナー・バグの召喚と迎げい撃げきの秘密企き画かくの結果も出たようだが、俺たちのパーティーは、入り込むことができなかった。

「なによ。沢たく山さん倒たおしたと思ったのに」

「倒したのは、ユンさんやエミリさん、レティーアさんだよ」

「だけど……」

　まぁ、第二・第三の町到とう達たつ程度のステータスが要求されるイベントであるためにそういう人向けのアクセサリーも用意されていたそうで、町の各所から歓かん喜きの声が上がる、この時のために、マギさんが頑がん張ばって用意したのだろう。大おお盤ばん振ぶる舞まいのアクセサリーのようだ。

「でも、活かつ躍やくしたのは、やっぱり、先せん輩ぱいプレイヤーたちよね。私たちなんて助けられてばっかりでさ」

「何を言っているんですか？　イベントの英えい雄ゆうたちはあなたたちですよ」

　ライナとアルを捕つかまえたレティーアは、小首を傾げて、更さらに言葉を重ねる。

「目立ってもいいんですよ」

「いいの？」

「ホントに？」

　双子の返しに頷うなずくレティーア。ライナとアルが俺たちの方を振ふり返るので笑顔で頷いて見せる。

「その腕輪を着けた腕を掲かかげて練り歩きましょう。勝利のパレードです」

　そう言って、レティーアは、大通りの一番広い場所に歩いていく。

　何をするのか、察した俺たちは、周囲の人ひと払ばらいを手伝い、レティーアの動作を見守る。

「行くよ、ムツキ──《召喚》！」

　レティーアが呼び出すのは、巨きよ象ぞうの幼よう獣じゆうであるガネーシャのムツキ。その巨体は、幼獣でありながら、圧あつ倒とう的てき存在感を放つ。

　俺は、二度目であるために慣れたが、隣となりに立つエミリさんは、小さく口を開けて見上げている。

「さぁ、行きましょうか」

　器用に上げたムツキの前まえ脚あしを足場に軽かろやかにその背に登ると、その後に続くようにレティーナがライナに手を伸ばし、アルは、ムツキの長い鼻によって持ち上げられ、背中に乗せられる。

　二人が無事にムツキの背中に乗ったのを確認し、レティーナは今度は俺たちへと声を掛ける。

「ユンさんとエミリはどうしますか？」

「俺はパス。目立つのは好きじゃないんだ」

「そうね。私も遠えん慮りよするわ。ユンくんと話がしたいから」

「そうですか。では、私たちは行きます。ムツ、お願い」

　ムツキの背から指示を出せば、大通りを練り歩くように進むムツキと双子が掲げる赤銅色の腕輪が見え、その周囲をレティーアの四体の使役ＭＯＢであるハル、ナツ、アキ、フユが飛び交い、付き従う。そして入賞を祝う周囲の歓かん声せいが聞こえる。

「さて、この後はどうするか」

「そうね。実は、ユンくんに聞きたいことができたんだけど……」

「聞きたいことって？」

「緊急クエスト中に使ったスキル《属性付加エレメント・エンチヤント》だったかしら？　あれに使ったアイテムは、属性石？」

　俺がアルに対して一度だけ使ったスキルを見ていたのは驚おどろいたが、別に隠かくす内容でもないので肯こう定ていする。

「ああ。物々交こう換かんでもらったときに、スキルが追加されたんだよ」

「最初取り出した時は、ユンくんが攻こう撃げき魔ま法ほうでも使うのかと思ったけど、石の属性は、火。ユンくんが使うのは、土だけだったはずだから、驚いたのよ」

「そこまで驚くことかな？」

「私の知らない使い方が他にもあったのか、ってことよ」

　仮面越しでも分かる楽しげな表情を作るエミリさん。

「提案なんだけど、そのスキルの効果を検証しない？　私も自分の売っている素材の使い道を一つでも多く知りたいの」

「それはいいけど、今すぐ？」

「いいえ。私の方の準備もあるから。そうね。準備が終わったらフレンド通信を飛ばすわ」

「なら、俺は一度ログアウトします。お昼の準備があるので」

　イベントでの混戦やなんだかんだでお昼ご飯の時間が過ぎてしまっている。ミュウたちはまだログイン中だが、準備をしないといけない。

「それじゃあ、また後で」

「はい」

　俺とエミリさんは、休きゆう憩けいのために一度ログアウトした。







　　　三章　《殺さつ刃じん》スキルとＰプレイヤー・Ｋキラー







　台所でお鍋なべのお湯が沸ふつ騰とうする音が聞こえる中、美み羽うが背せ伸のびをしながら二階から降りてくる。時刻は、午後二時過ぎとお昼を食べるには遅おそい時間となっている。

「お兄ちゃん、お腹空すいた」

「今作ってるからお茶飲みながら待ってろ。味はどうする？」

「今日は、塩！」

「了りよう解かい」

　今作っているのは、ラーメンだ。

　茹ゆでた野菜と半分に切った茹で卵たまご、薄うすく切ったチャーシュー、缶かん詰づめのコーンを使ったラーメンだ。時間がなくて、こんな楽をしているが、夕飯も時間が乱れそうなので、先に手軽に食べられる物を用意しておくか。と茹で上がった麵めんを湯切りしながら思案する。

「ほら、出来たぞ」

「やった！　いただきます！」

　嬉うれしそうに俺の作ったラーメンを食べ始める美羽に俺は、昼食に降りてくるのが遅おくれた理由を尋たずねる。

「美羽は、やっぱりイベント後の盛り上がりに混ざってたのか？」

「もちろん！　やっぱり、楽しまなくっちゃ！」

　そう言って、ニコニコしながら、自身の戦績を報告してくる。

「私たちはね！　ダブルで入賞したんだよ！　雑ざ魚こＭＯＢ百体とボスＭＯＢ二体、黒い虫を三十体倒して、大勝利！」

「すげぇ。俺たちよりも倒してる」

　まさか、ダブルで入賞を搔かっ攫さらうとは。建物の上から降りてきて、風のように去っていったが、余程効率のいい倒し方をしていたようだ。あの時、見えなかったルカートたちも別の場所で戦っていたのかもしれない。

「それからね。静しずかお姉ちゃんと巧たくみさんたちのパーティーは、黒い虫をそれぞれ五十体倒して、目玉企画のツートップ飾かざったんだよ！　凄すごいよね」

「静姉ねぇと巧は、強い敵狙ねらいか」

「それでね。終わった後にパレード始めた所があったから私たちも混ざったら抜ぬけ出せなくて。新人プレイヤーも入賞できたんだから、期待の新人だよね！　私たちも負けてられないよ！」

　やる気になっているところ悪いが、美羽や巧、静姉ぇが頑張ったら余計に新人たちの目標とするトップレベルのプレイヤーというものが遠のく。少しは手を抜いて欲しいが言えない。

「それじゃあ、イベント全体は無事に復旧できていたのか？」

「うーん。一部の屋台は、売り出すアイテムが無くなって早々に撤てつ収しゆうしてたよ。代わりに、ステージの復旧の手伝いとか、明日あした店で出す食材の仕入れのための狩かりに出て行った。だから、これ以降の秘密企画はない。って言われている」

「そうなると、明日は、ステージ系の企画とＰプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤー大会がメインか」

　なら、今日の残りの時間は、遠えん藤どうさんと《属性付加エレメント・エンチヤント》の検証作業だな。

　頭の中で予定を組み立てていれば、美羽は、既すでに食べ終わり、満足げな表情でいる。

「はぁ、食べた食べた。さて、再度ゲームを」

「消化に悪いから横になるまでに三十分以上時間を空けろよ」

「むぅ、なら、巧さんとお話しするよ。イベント終わった後で、あのレイドクエストのデカワンコを倒たおすための作戦立てをするよ！」

　いや、レイドクエストのボスは、巨きよ狼ろうであって犬ではないぞ。と言いたいが、その前に二階の自室に戻っていってしまう美羽。

　仕方がない、と溜ため息いきを吐つきながら、俺も遅いお昼を食べ終え、軽い夕飯の準備をする。

　砂糖と酢すを炊たき上がったご飯に混ぜ込み、酢す飯めしを作り、白ごまを適量加えて均等に混ぜる。それを油あぶら揚あげの中に詰つめて、形を整えれば、稲荷いなり寿ず司しができあがる。手て際ぎわよく作れば、短い時間で大皿一皿分の量が出来上がり、それを冷蔵庫に入れておく。

　あとで、味み噌そ汁しるや野菜の御お浸ひたしを付ければ、栄養バランス的にいいだろう。と思い、時刻を確かめる。

　三時を少し過ぎたあたりであり、一度家の中のチェックをしてから自室に戻もどりＶＲギアを手に取る。

　それを頭に装着し、ベッドに横になり、再びＯＳＯにログインする。




「エミリさん、待たせた？」

『私もさっきログインしたところよ。ユンくんは休憩できた？』

「はい」

　エミリさんとフレンド通信で互たがいにログインしたことを確認して、合流する。

　合流後は、エミリさんに《属性付加エレメント・エンチヤント》のスキルの検証場所に案内される。

　左右の建物が迫せまるような狭せまい裏路地にある小さな工こう房ぼう。そこに【素材屋】のシンプルなプレートが張り付けられているだけで看板すらないお店があった。

　常に薄うす暗ぐらい場所であるために、いかにも研究している、といった雰ふん囲い気きであり、その暗く落ち着いた工房の雰囲気が【アトリエール】の工房部と似ていて少し落ち着く。

「ここが、エミリさんのお店……」

「とは言っても、人は来ないけどね。大体は、私が作った素材を必要な生産職に直接売ったり、素材の要望を聞いてからの販売がメイン。だから研究室が正しいかしら」

　そう言って、室内であるために仮面や帽ぼう子し、偽ぎ装そうのアクセサリーを外しながら、俺と向かい合わせに座る。

「そうね。まずは互いの現状認識度を確かめましょうか」

「確かめる。って属性石の使い方と《属性付加エレメント・エンチヤント》？」

「そうね。まずは、私からがいいかしら」

　そう言って、エミリさんは幾いくつかのアイテムを説明するためのサンプルとして取り出す。

「まずは、私としては、属性石を合成素材として使っているわ。まぁ、組み合わせに関しては省くけど、無属性の素材に後天的に属性を付け加えるって感じかしら？」

　エミリさんが取り出したアイテムのステータスを確認するために、俺は目を凝こらす。





地の鉄インゴット（極ごく小）【素材】

地属性を帯びた鉄のインゴット。




地の鉄てつ剣けん【武器】

ＡＴＫ＋13　追加効果：ＡＴＫボーナス、地属性ボーナス（極小）




地の手てつ甲こう【防具】

ＤＥＦ＋７、ＭＩＮＤ＋３　追加効果：ＤＥＦボーナス、地属性耐たい性せい（極小）




地の首くび飾かざり【装そう飾しよく品】

ＤＥＦ＋３、ＩＮＴ＋１、ＭＩＮＤ＋３　追加効果：地属性向上（極小）






　提示されたアクセサリーは、どれも地属性の属性石を合成したアイテムらしく、合成した後に作り上げる装備によって、追加効果に違ちがいが生まれている。




「これは、五等級の属性石を合成した追加効果で、四等級、三等級と上げていけば、追加効果も強化されるわ」

「宝石の大きさと同じ数え方か。得られる効果は、どんな感じなんだ？」

「武器だと、攻撃に属性ボーナスが追加されるわ。防具だとその属性に対する耐性。装飾品だとダメージボーナスとダメージカット効果がそれぞれ数％分ってところ」

　まぁ、これは五等級の結果であって、等級が上がれば、追加効果も馬ば鹿かには出来ない。とエミリさんは言う。

「これは、合成した素材を加工して作るか、出来た武器に【合成】もしくは【鍛か冶じ】や【細工】の強化素材として使用すれば出来上がる。ただ、その武器を鋳い潰つぶしてインゴットにすると属性石の効果は消えるわ」

「なるほど。なら、後付けの方が無む駄だはないんだな」

　ところが、それは少し違うわ。と言うエミリさん。

「先に素材に合成しておけば、高い等級のまま効果が適用できるけど、後付けだと一段階下がるのよ」

　その話は、どこかで……そうだ。矢に状態異常バツドステータス薬を合成した時にポーションの毒性が二段階下がった。それと同じか。

「その辺の違いがあるくらいかしら。後は、魔ま法ほうの威い力りよく強化も大体同じくらいの補正があるわ」

　エミリさんに分かっている情報を聞き、俺は頭の中で整理する。

　これらの武器や防具、アクセサリーの追加効果と俺の《属性付加エレメント・エンチヤント》は重ちよう複ふくできるのか、できるなら瞬しゆん間かん的な爆ばく発はつ力が生まれるだろうと考察する。

「それじゃあ、ユンくんの番ね」

「そうだな。俺の《属性付加エレメント・エンチヤント》は、属性石を消費して、武器か防具に一時的に属性のエンチャントを行うんだ」

「今試してくれる？」

　エミリさんから火と地の属性石を受け取り、サンプルに出された鉄剣と手甲にエンチャントを掛かける。

「《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン、アーマー」

　それぞれ、鉄剣には火属性が、手甲には、地属性が宿り、淡あわい光を放つ。改めて落ち着いた場所で検証しているために、ＭＰの消費量と次の魔法までの待機時間デイレイ・タイムが通常のエンチャントよりも長い。

「なるほどね。《属性付加エレメント・エンチヤント》による効果は一時的だけど、消費する属性石の等級と同じ効果が得られるみたいね」

「仮定はどうあれ、結果は同じか。それだと一時的な方が効率悪いな」

　それなら、半永久的な追加効果による属性ボーナスの方が有効に感じる。

「そうでもないわよ。追加効果と違って、【付加】の場合は、二つの属性を保持できる。それに、防具に掛けられた地属性の効果は重複して、一時的に一段階追加効果を引き上げているわ」

　つまり、同じ属性の重複や異なる属性の使用も可能になる、というのか。場面ごとに装備を用意するよりも簡単ではある。

「あとは、もう一つ試したいことがあるわ。私の剣にエンチャントしてくれる？」

「うん？　わかった。《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン」

　エミリさんに渡わたされた四等級属性石を使い、連接剣に水属性のエンチャントを籠こめる。それを真しん剣けんな目で見つめるエミリさん。その視線は、連接剣のアイテムステータスを見ている。

「なるほどね。互いに長所があるようね」

「長所？　効果の重複以外にも」

「ユンくんは【彫ちよう金きん】センスを持っているなら知っているわよね。装備アイテムに付けられる追加効果の上限ってやつ」

　俺は、エミリさんの言葉に頷うなずく。一つの隠かくしステータスのような情報だ。装備の限界以上に追加効果を付けると装備が自じ壊かいしてしまう。だから、オーバーしない範はん囲いないで自身のセンスや装備、戦せん闘とうスタイルと相談してアイテムの追加効果を選んでいる。

　俺の場合は、本来自壊するはずのアクセサリーに【付加術】の《物質付加アイテム・エンチヤント》による呪加カースド系の追加効果でプラスとマイナスのバランスを取っている。

　一つ余談であるが、夏のキャンプイベントで入手した魔ま改造素材である長ちよう弓きゆうは、武器の基き礎そステータスは低い代わりに、最大十五個の追加効果が付けられ、ユニークアイテムとしての不ふ壊え効果がある。

「この連接剣には、限界まで追加効果を織り込んでいるわ」

「へぇ……って、ええっ!?　いくら実験でも自分のメインウェポンは使わないでよ！　自壊したらどうするの！」

「そしたら、修理ね。まぁ、それは置いておいて──成功よ」

　慌あわてる俺の言葉を止めて、その一言を告げてくる。

「武器に正常に属性がエンチャントされている。結論から言うと、一時的に武器の上限以上の力を出すことができることがわかった」

「そっか。よかった、壊こわれなくて」

「もう、そこは新しいエンチャントの可能性に喜ぶところよ」

　苦笑いを浮うかべるエミリさんだが、俺としては、戦闘中に敵の弱点属性をエンチャントしたら、武器が崩ほう壊かいして素手ピンチになる。なんて状じよう況きようがないと分かり、ほっとしている。

「今調べられる情報は一通り検証できたかしら？」

「また気がついたことがあれば調べればいいんじゃないか？　そうだ。少しここでレイドクエストの準備をしてもいいかな？　属性石も必要になるだろうから」

「いいわよ。何か必要な物はある？　一応【素材屋】を名乗っているからそれなりの素材は揃そろえられるわよ」

「そう？　じゃあ──」

　俺が注文した素材を即そく座ざに揃えてくれたので、すぐに一いつ括かつで購こう入にゆうした。四等級の各種属性石の購入と、とあるアイテムの交こう換かんだ。

　エミリさんの持っていた銀のインゴットと俺の持っている銀鉱石を交換し、加工の手間賃を支し払はらった。

「ユンくんは、なんで銀インゴットが必要なの？　確か【彫金】センスで加工が出来たよね」

「レベルと生産する炉ろがまだ低級なんだよ。だから、自分じゃ作れないんだ」

　すぐに鉄インゴット以外を作る必要が無かったために【彫金】センスのレベルがそれほど上がっていない弊へい害がいがここにきて生まれた。

　できれば、今後このようなことが無いように【彫金】センスのインゴット精製技術を上げておこうと心に誓ちかう。

　控ひかえるレイドクエストのボス戦での切り札の一つとして用意した銀インゴットを使い、俺は、あるアイテムを合成していく。

　銀インゴット、木の枝、鳥の羽の三種類を合成し、銀の矢を作る。





銀の矢【消しよう耗もう品】

ＡＴＫ＋５






　今回の銀の矢は、複数本を合成して自動帰き還かん用の補正値を付けない文字通りの使い捨てだ。かなりコストパフォーマンスが悪く、銀インゴットが勿もつ体たいなかったかもと若じやつ干かん、後こう悔かいしている。

　だが、アンデッド系のボスやＭＯＢを相手にするためには、銀を素材に使った武器が必要だ。

　銀系の素材には、対アンデッドへの特とつ効こうダメージが入る。また、必要になるかどうか分からないが、他に複数の状態異常バツドステータス薬と弓矢を合成し、準備を整えていく。

「これでラスト──《合成》」

「沢たく山さん作ったのね。でも、よくそれだけの状態異常バツドステータス薬を確保できるわね」

「まぁ、日々の努力かな。畑で素材を増やしてここぞという時に使うから」

　そう返事をしながら、首を左右に動かして、体を伸のばす。エミリさんは、俺に気を遣つかったのか一つの提案をしてくる。

「休きゆう憩けいついでに屋台で何かを買いましょう。まだ残っている屋台もあるかもしれないから」

「そうですね。行きますか」

　エミリさんは、仮面と帽ぼう子しを再度付け、一いつ緒しよに裏路地へと出る。

　そこから見上げる空は赤く、路地は建物の陰かげでかなり暗くなっている。そんな迷宮にでも迷い込んだ気持ちになるこの場所に、まだ町の中に自分の知らない場所があると思いながら、エミリさんと共に大通りの方へと歩いていった。
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　大通りでは、まだ疎まばらながら屋台やプレイヤーたちが忙せわしなく移動している。だが、その様子がどこか影があり、不ふ穏おんな気配を帯びており、俺とエミリさんはその雰ふん囲い気きを訝いぶかしげに眺ながめている。

「何か、変ね」

「ああ、何かあったのかも。ちょっと聞いてみよう」

　俺が近くの屋台で二人分の飲み物を注文しつつ、目の前の女性プレイヤーに何が起こったのか尋たずねる。

「騒さわがしいけど、何かあった？」

「それが町の近きん郊こうエリアにＰＫが大量に出現しているんだよ」

「ＰＫ!?」

「そう──【フォッシュ・ハウンド】と【獄ごく炎えん隊】の二つのＰＫギルドも絡からんでてね。それで明日あしたの屋台の食材確保でビッグボア狩がりをしていた仲間が多数やられて、一部帰って来てないんだ」

「ユンくん……」

「エミリさん、何か嫌いやな予感が」

　ＰＫギルドの【フォッシュ・ハウンド】のＰＫとは何度も遭そう遇ぐうしている。エミリさんも悪質なギルド勧かん誘ゆうの話を知っているだろう。

「エミリさん、フレンドリストを確認しよう」

　俺もフレンドリストをチェックして、誰だれがログインしているかを確認する。戦闘中、エリア、町中などの分け方がされている中で、戦闘中継けい続ぞくが続いている名前が二つあった。

「ライナとアルだけずっと戦闘中。レティーアと一緒じゃなかったのか」

　一度ログアウトして別れたために、その後の様子は知らないが、俺はすぐにレティーアにフレンド通信を繫つなげる。

「レティーア。一つ聞きたい。ライナとアルはどうした」

『いきなりなんですか？　二人なら、あの後、同レベル帯のプレイヤーと一緒に臨時パーティーを組んで近くのエリアに足を延ばしているはずです。ブルーポーションの素材集めとか、ビッグボア狩りに行きましたよ』

　どんどんと嫌な情報が入り込んでくる。今まさにＰＫたちがいるエリアじゃないか。

「そうか……すまん」

『ユンさん、どうしました？　何があったのですか？』

「推測でしかないが……」

　レティーアに町の様子を聞いた内容。隣となりに居るエミリさんからＰＫ出現と無差別に行われる襲撃ポイントの確定情報を伝えてもらい、それをレティーアに伝える。

『……わかりました。私もすぐにそちらに向かいます』

「こっちもライナとアルを探すつもりだ。なら、待ち合わせは、【生産ギルド】のギルド会館にしよう。先に情報を集めておく」

「行きましょう。ユンくん」

　あとから向かうと言うレティーアの声を聞きつつ、フレンド通信を切り、大通りの交差地点を目指す。

　そこに建つ一ひと際きわ目立つ建物である【生産ギルド】のギルド会館へと足を踏ふみ入れる。

　外観の数倍の広さのある亜空間拡張されたホールには、今は情報を求めるプレイヤーの往来が激しく、知り合いを探すのに苦労する。

「ユンっち!?」

「見つけた！　リーリー！　町の周辺の情報って集まってるか！」

　偶ぐう然ぜん、向こうから見つけてくれたリーリーに近づき、用件を捲まくし立てる。

　するとリーリーは俺と一緒に居るエミリさんを見て、大きな瞳ひとみを零こぼしそうなほど見開き、表情を引き締しめる。

「わかった。ここだと落ち着かないから二階の方に案内するよ」

　リーリーの案内で二階の会議室のような空間に通されると、クロードが同室に座るプレイヤーたちに指示を出しているところだった。

「最低でも三人以上で行動してくれ！　状況確認と奇き襲しゆう対策の斥せつ候こうを組み込む編制だ。パーティーを組み次第、出しゆつ撃げき。後は、深追いしないことと無茶をしないことだ。プレイヤーが倒たおされれば、相手の経験値になる。それだけは気を付けろ！　──各所に通達だ！」

　クロードの声に、連れん絡らく役のプレイヤーたちが一いつ斉せいに動き情報を伝えると共に、伝えられてくる情報を整理する。

「……クロード」

「ユンか。急なことで情報が錯さく綜そうしている。これから夜になれば、余計に不確定情報が出てくる。すまんが情報の整理を手伝ってくれ」

　俺はライナとアルの安否を知りたいが、こちらに目を向けずに話すクロードに、今は無理を押し通す時ではないと感じる。それに、まだＰＫたちのいるエリアに残されていると決まったわけではない。

「わかった、情報を回してくれ。エミリさんは、レティーアが来るからそっちの方を頼たのむ」

「任せて」

　俺とエミリさんの短いやり取りに気がついたクロードは、僅わずかに顔を上げて、リーリーと同じように驚おどろいた様子を見せるが、すぐにメニューの情報整理に戻もどる。

　俺もクロードから送られた情報の整理に回ることにする。

　情報の内容は、ＰＫのパーティー構成、使用スキル、客観的な行動パターン、被ひ害がいに遭あったパーティーの報告、そして未帰還プレイヤーのリストだ。

　それらを虚こ空くうに浮かぶ複数の半はん透とう明めいなメニューのタッチパネルとキーボードを操作して、振ふり分けていく。

　森に残されているプレイヤーと対するＰＫ、それぞれのリストと大まかな目撃地点をインプットしマップ上で同期させていく。

　それをベースに新規情報による修正と更こう新しんを続けていけば、情報の整理ができる。俺は出来上がった同期マップと整理した情報をクロードに送り返す。

「整理が終わったぞ、クロード」

「早いな」

「俺も知りたい情報を確認できるからな。真しん剣けんなんだよ」

　森に残されたプレイヤーのリストを整理中に確認したが、ライナとアルの名前は無かった。後から追加される情報にあることを期待して、情報の整理を続ける。

「次は、ＰＫに撃げき退たいされたプレイヤーとＰＫたちが陣じん取どる位置。あとは、先行してＰＫ排はい除じよに向かったプレイヤーのＰＫ迎げい撃げきポイントの情報をマップに出してくれ」

「もうできてる」

「流石さすがだ。いい美人秘書になれるぞ」

　クロードの軽口に付き合う余よ裕ゆうはない。この場は、緊きん張ちように支配され、誰もが事態を把は握あくしようと躍やつ起きになっている。それだけ、このゲームが、ＯＳＯの世界が好きだ。という証しよう拠こだろう。

　俺も、自分が好きなこの世界と友人のために、自分の出来ることを全まつとうする。

　目は情報を追い、手は新たな情報を振り分け、頭では複数の事こと柄がらを並列的に処理していく。

　その中でとある情報が目に留まり、一いつ瞬しゆんだけ思考が停止する。

『──逃にげ遅おくれ、二名追加。プレイヤー名：ライナード、アルファード。最終目撃地点、東北東の森林エリア』

　それを見た瞬しゆん間かん、背中に冷水をかけられたような錯さつ覚かくを覚える。

「──『……見つけた』──ＰＫに対たい抗こうするために森に突とつ入にゆうしたプレイヤーがそのまま一般プレイヤーの味方の振りをしてＰＫ行こう為いをする。まるでトロイの木馬のようなことを……どうした？」

「知り合いが逃げ遅れたんだ。ちょっと行ってくる」

「おい、落ち着け。少し──『ユンくん、二人は、東側の森に向かったわ』──はぁ……」

　俺を引き留めようとするクロードの声にかぶせるように情報を伝えながら、エミリさんがレティーアとともにこの場に突入してくる。

「レティーアが二人とパーティーを組んでいたプレイヤーに聞いたから確かよ」

「こっちも情報が今、上がって来た。場所もマップに転送済みだ！」

「なら、行きましょう」

「だから、落ち着けと言っている！」

　レティーアの言葉に三人で会議室から飛び出そうとするが、それをクロードが止める。

「たった三人で突つっ込こむのは、なしだ。逃げ遅れに偽ぎ装そうしたＰＫや味方に偽装したＰＫもいる。敵味方の判別が難しいんだぞ」

「……分かってる。けど──」

　別にあの双子とは付き合いが長いわけでもないし、特別な仲でもない。俺の気まぐれで仲間になった二人だけど、やっぱり知り合いが面めん倒どう事の渦か中ちゆうに巻き込まれているのなら、そこから助けたい。

　おかしいな、ゲームなのに何を本気になってるんだ俺。と冷静に考えるために自じ嘲ちよう的な考えを巡めぐらせるが、どうしても無理だ。リアルでもゲームでも関係ない。

「知り合いを迎むかえに行くだけですよ。私たちは」

「そうね。だから、邪じや魔まする奴は退どいて貰もらうわ。あの子たちはユンくんと私たちの知り合いなんだもの」

「レティーア、エミリさん……」

　俯うつむき黙だまる俺の肩かたに手を載のせるエミリさんと俺の手を握にぎるレティーアを見て、じんわりとその言葉が胸に染しみ渡わたる。

「……既すでに日は沈しずんだ。暗く、不意打ちを受けやすい夜の森でそいつらを見つけられると思うか？　もっと大人数でＰＫの掃そう討とうを始めるべきだ」

「残念だけど、それを待てるほど俺は、冷静な人間じゃない！」

「そこまで言うなら俺を倒してから──『クロード。あなたの負けよ』──くっ、マギ。止めるな！」

　杖つえを取り出したクロードと睨にらみ合う俺たちの間に、いつの間にか入り込むマギさん。

「ユンの情報整理能力があれば、早い段階でＰＫに対抗するチームを組織できる。それは、ユンたちの目的にも繫がる。それはマギも分かっているだろ」

「だからって、なにを可愛い女の子三人を虐いじめているのよ」

「あの……俺、男なんだけ──『虐めてなどいない！』──言わせてくれよ」

　肩を落とす俺に、その肩をぽんぽんと軽く叩たたくエミリさん。どこか不ふ憫びんに思っていそうなその視線が痛い。

「あんた。周りから向けられる目に気がついているでしょ。悪役ヒールになりたくないなら引きなさいよ」

　マギさんが周囲を指差すと、通信役を務めるプレイヤーたちがクロードを心配そうな目で見つめている。

「……はぁ、分かった。まさか【素材屋】までユンに肩かた入いれしているなんてな。誰とも連絡がつかないって話だったが、何い時つの間に親しくなったんだ」

　どこか疲つかれたような溜ため息いきを吐はき出すクロードだったが、顔を引き締めて俺たちを真っ直ぐ見つめる。

「絶対に、無事で戻って来い！　ＰＫたちの経験値になるなど俺が許さんからな！」

「クロード、ありがとう！」

　俺たちは、そう言って会議室を飛び出す。

　双子が臨時のパーティーメンバーとはぐれたポイントは分かっている。また、昼間の戦せん闘とうである程度戦えることも知っている。俺たちは、移動しながら作戦会議をする。

「相手に見つかる可能性もある。光源はなるべく使わない方向ね」

「なら、俺が誘ゆう導どうする。俺の【鷹たかの目】なら暗い中でも動けるから」
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　そうして、【鷹の目】の暗視性能を頼たよりに森の中を進んでいく。

　空には、ミルバードのナツを放ち、極力ＭＯＢやプレイヤーと遭そう遇ぐうしないように突き進んでいく。

　アーツやスキルのエフェクトの光も発見されやすい。そのために、回かい避ひできないＭＯＢとの戦闘は、全て通常攻こう撃げきのみで挑いどむ。

　以前は、あれほど手間のかかったビッグボアですら、発見と同時に弓の一いち撃げきを急所に当てることで、大きくＨＰを削けずり、続くエミリさんの攻撃で倒し切る。

　俺は内心、二つのことが気がかりだった。

　一つは、逃げ遅れたライナとアルの二人がずっと戦闘中らしいが詳しい状況がわからないこと。

　もう一つは、あのＰＫの存在だ。

【迷宮街】のダンジョンで出会った格の違ちがうＰＫ・フレイン。そして、そのフレインの使っていた謎なぞのスキル──《殺さつ刃じん》。あの時、効果は分からなかったが、ミカヅチの武器を両断していた。相当にヤバい類たぐいのスキルだ。

　それを持つプレイヤーが居た場合、どうやれば、相手にそれを使わせないで済むか。初撃でどれだけダメージを与えることができるのか。

　その方法を考えるが、考えが纏まとまる前に探し人を発見する。

「見つけた」

　樹きの陰かげから窺うかがうように状じよう況きようを確認する。

　ライナとアル、そして気絶させられている男性プレイヤーを囲むＰＫたちの配置を確認して、エミリさんとレティーアに目で一度引くことを伝える。

　ＰＫたちは、時折、ライナとアルに軽い攻撃を当てては、回復役ヒーラーがＨＰを回復させている。その間、双子たちは、目を閉じたまま動かない。

「【眠ねむり】状態なのか？　どうする？　ライナとアルを連れ出すのが目的だが、あの寝かされているプレイヤーを放置するのも寝ね覚ざめが悪い」

「そうね。ＰＫを一人ずつ倒すには、密集し過ぎてますね」

「だからって一人一殺の心で、なんて必要ないわ。物量による奇襲とそれを囮おとりとした救出作戦。これじゃない？」

　エミリさんが、こちらに何種類かの石を見せる。

【調教】センスの召しよう喚かん石……ではないな。合成ＭＯＢのための核かく石だろうか。

「作戦は、二つですね。私のＭＯＢとエミリさんのＭＯＢによる混成部隊が正面からぶつかる。その隙すきに、背後からユンさんとエミリさんが突入ですね」

「それなら、私の貸し出すＭＯＢは、使い捨てだから使い潰つぶすつもりで指示を出して」

　三人で作戦を詰つめていく。エミリさんが使い潰すつもりというのなら、と俺が作戦を補強するために、更さらに別のアイディアを重ねる。

「じゃあ、正面でレティーアとＭＯＢの混成部隊が引き付け、俺とエミリさんが、回復役潰しと双子の救出を優先。目的完かん了りようと同時に撤てつ収しゆう。でいいな」

　三人が互いに頷うなずき、俺たちは、行動に移る。
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　森の中に開かれた小さな空き地。そこにランタンの明かりを点つけて、周囲を警けい戒かいしているＰＫたち。

　彼らを挟きよう撃げきする配置につき、息を潜ひそめる俺とエミリさんは、レティーアの動きを待つ。

　そして、ほどなくして、ＰＫたちの視線が俺たちとは反対側の闇やみの中へと向いた。

「そこから出てこい！　やっぱり来やがったか」

「そこに寝ている人たちを返してくれますか？　私の知り合いなんですよ」

　どこか、のんびりした口調のレティーアが、森の闇の境界線に立つ。肩付近には、光源代わりと思われるウィスプが付かず離はなれずの距きよ離りを保っている。

「ふざけたことを！　それにたった一人！　鴨かもが葱ねぎ背し負よって来たようなもんじゃねぇか！　俺たちの経験値になりやがれ！」

　一人のＰＫが跳とびかかるようにレティーアへと接近する。

　それに対して、何の気負いも無く、ただ右手を上げて、前に倒たおすレティーア。その瞬間、森の闇の中から幾いくつもの影が飛び出す。

　草そう食しよく獣じゆうがレティーアに近づくＰＫに体当たりを行い、喉のど元もとにはフェアリーパンサーが食らいつく。

　その後ろから、ぞろぞろと姿を現したのは──等身大の球体関節人形ウッド・ドールの一団。頭は豹ひようのようであり、体はごわごわとした犬の毛に覆おおわれ、手は鋭するどい鱗うろこと鉤かぎ爪づめが目立ち、尻尾しつぽの先は蜂はちのように鋭い針を持つ──合キ成メ獣ラ。

　最後に現れたのは、木々の隙すき間まから射し込む月光が滑なめらかな表面に鈍にぶく反射して、ＰＫ側にその巨きよ軀くを知らしめる──青銅製の巨人ブロンズ・ゴーレム。

　それらが、最初に逸はしったＰＫに殺さつ到とうし、動けなくなるまで攻撃を加える。

「では、返してくださいね」

「は、反はん撃げきだぁ！　アイツがＭＯＢを操あやつってるんだ。だからアイツ一人を狙ねらえっ！」

　突とつ然ぜんの不意打ちに逃にげ腰ごしの他のメンバーを奮い立たせて、ＰＫの別の一人が向かっていく。

「ウッド・ドール隊。前へ──」

　荒あら削けずりの球体関節人形たちが緩かん慢まんな動作で抱だき付くようにＰＫたちに迫せまる。それをＰＫたちはそれぞれの武器で倒すが、何も恐おそれず進む死兵の軍団に等しいウッド・ドールたちの突撃によって、三人のＰＫがすぐに捕つかまってしまう。それでも本来弱小と呼べるウッド・ドール程度では、大したダメージは与あたえられずに、ＰＫが我が武む者しや羅らに武器を振ふるうだけで倒されていく。

「第二陣じん、突撃」

　待機していた一部のウッド・ドールが可動域の狭せまい手のひらに何かを握り、突撃していく。

　そして、それらがＰＫたちに抱き付いた瞬間に、レティーアがキーワードを唱える。

「──【ボム】」

　迸ほとばしる閃せん光こう、響ひびく爆ばく発はつ音。

　マジックジェムに籠こめられたボムの魔ま法ほうがウッド・ドールの手のひらの中で発動し、ＰＫたちの至し近きん距きよ離りで爆はぜる。

　ＰＫたちは勿もち論ろんのこと、巻き込まれたウッド・ドールすら消し飛ばすマジックジェムによるボムの多重爆ばく撃げき。俺が常じよう套とう手段として使う連鎖チエーンダメージによる撃げき破はを狙った方法をエミリさんの使い捨ての合成ＭＯＢと組み合わせた結果だ。

　その結果、ＰＫたちに多大なダメージを与えるも、僅わずかにＨＰが残る。

「ヒーラー！　回復だ！」

「わ、わかった──《ラウンド・ヒー……」

　その瞬しゆん間かんを狙い、俺は、矢を放つ。

「……えっ!?」

　最後まで唱えられない回復魔法のスキル。それは発動せず、背後からの衝しよう撃げきと己おのれの胸から生える矢を理解できない。と言った様子で眺ながめているヒーラーのＰＫ。

　そして、俺はエミリさんと共に背後より回復役に襲おそい掛かかる。

「──《スネーク・バイト》！」

「──《食材の心得》！」

　エミリさんは、連接剣けんの切っ先をアーツの発動で先行させ、ヒーラーの体を縛しばる。

　そして、俺は、補助系スキルを発動して、武器を弓矢から包丁に切り替かえて、人間の急所である延えん髄ずいに向けて突つき立てる。

「かはっ……」

「しぶとい！」

　首筋に突き立てた包丁の一撃では倒し切れず、それを引き抜ぬき、今度は、背中の弱点マーカーへと突き立て、最優先で倒すべきヒーラーを倒し切る。

「レティーア！　倒したぞ！」

「それじゃあ、全軍、掃そう討とう」

　緩ゆるい口調の命令に、咆ほう哮こうを上げて応こたえる合成獣とレティーアの使し役えきＭＯＢたち、そして、体の軋きしみで了解と表現するブロンズ・ゴーレム。

　後は一方的な蹂じゆう躙りん劇だ。

　ウッド・ドールとマジックジェムを利用した自じ爆ばく攻こう撃げきで大きなダメージを受けた四名のＰＫたち。頼たのみの回復役であるヒーラーが強きよう襲しゆうにより倒されたことでじりじりとダメージを蓄ちく積せきしていく。

「くそっ！　またてめぇか！　【アトリエール】のユン！」

「お前は……誰だれだっけ？」

「忘れたとは言わせねぇぞ！　【フォッシュ・ハウンド】の──『あー、ミカヅチにボロ負けしたＰＫたちだったのか』──最後まで言わせろ！」

　ＭＯＢたちを挟はさんでの会話だ。

　目の前のＰＫたちは、どうでもいい。フレインの使っていたあの《殺さつ刃じん》というスキルの届かない範はん囲いだし、既すでにライナとアル、そして倒れているプレイヤーは確保した。

「何度俺たちの邪じや魔まをすれば気が済むんだよ！」

「いや、知らねぇよ。俺の穏おだやかなゲームライフぶち壊こわしたのは、お前らだろ。脅きよう迫はく紛まがいのギルド勧かん誘ゆうしやがって」

　俺の反論に、仮面をつけたエミリさんとレティーアがＰＫたちにジト目を向けるが、当の本人たちは攻撃を捌さばくのに必死で気がついていない。

「これ以上、デス・ペナルティーを貰もらうとヤバい！　覚えてやがれ！　撤収だ！」

　そうして、二人のＰＫが倒れたところで撤収の合図を出す。

　レティーアとは、最初敵が逃げるようなら深追いする必要はないことを決めていた。思わぬ反撃を受けたくないという理由だ。

　そして、俺たちは、ライナとアルの様子を確かめる。

「複数の状態異常か。動きを止める為ために、【眠り】【麻ま痺ひ】【魅み了りよう】を使ったんだな」

　どの状態異常バツドステータスに掛かっているのかを確認し、すぐさま、二人に回復のためのポーションを振り掛ける。

　効果がすぐに現れ、閉じていた目をゆっくりと開ける二人。

「迎むかえに来たぞ。ライナ、アル」

「……ユ、ユンさん？　それにエミリさんにレティーアさん？　何で？」

「それより、この状況は何ですか？」

　何な故ぜ、俺たちがここに居るのか理解できていないアルと疲つかれたような表情で頭を振っているライナ。

「まぁ、話は後だな。それじゃあ、倒れている人も助けるか」

　するとライナたちから遅おくれて自分で立ち上がるプレイヤー。ＰＫたちが離れたことで状態異常バツドステータスの継けい続ぞく時間が切れたのか？　俺はそちらを振り向き、声を掛ける。

「大だい丈じよう夫ぶか？　一応ＰＫたちは追おい払はらったぞ」

「……えっと、ありがとうございます」

「そっちはどうしてこうなった？」

「俺っすか？　ギルドに加入するように強く勧すすめられて、断ったらこの様ざまっす」

　体育会系のようなしゃべり方で、ニコニコと緊張感のない笑みを浮うかべている。

「一度、ログアウトしてから町に戻もどった方がいいな。その方が安全だから。まだＰＫは沢たく山さんいるはずだ」

「分かりました。忠告ありがとうっす。あっ、そう言えば、気になることをあいつら言ってました。確かＰＫに関係するセンスについて……」

「何!?　本当なのか！」

　まさかの降って湧わいた情報。フレイン対策としては、是ぜ非ひともその情報が欲しかった。

　ＰＫで得られるものは、ゲーム内通貨のＧ以外にあるのか、その特性は？　またＰＫたちがデス・ペナルティーを嫌いやがる理由、あのスキルの詳しよう細さいなど。詳くわしい情報は一つでも欲しい。

「えっと、確か、ＰＫ関連で取得できる特別なスキルがあるとかで、今回の騒そう動どうは、一人でも多くその条件を満たすためのものらしいっすよ。スキルは、そう、こんな感じね！　──《殺さつ刃じん》！」

　無警戒に近づいた俺の目の前で男の態度が豹ひよう変へんした。

　一いつ瞬しゆん俯うつむいた男は、ゆったりした語調から、一瞬にしてスキルを唱え斬きりかかって来る。

　逆さか手てに持った短刀が赤黒いエフェクトを発しながら、俺の首元に吸い込まれるように振るわれる。

　咄とつ嗟さの出来事に回かい避ひができず崩くずれる体と、目にする振り抜かれた短刀の剣筋と血ち飛沫しぶきのような赤いエフェクトの燐りん光こう。

「……これでも防げるんだな。そのスキルは」

「なっ!?」

　受けたのは、スキル攻こう撃げきの衝撃だけだ。崩れる体を踏ふん張ばって持ち直す。

　遅れて響くガラスが砕くだけるような硬こう質しつな音に、男の表情が強こわ張ばる。俺は反撃に包丁を振るうが、呆あつ気けなく回避される。

　バックステップで距離を取る男の足元を這はうように連接剣を伸のばし敵を捉とらえようとするエミリさんと、合成ＭＯＢを前進させるレティーアだが、二人の追つい撃げきは投げナイフと短たん剣けんで、あっさりと防がれた。

「おーおー、凄すごいっすね。連れん携けいバッチリ。それにどうやってあの確殺スキルを防いだのか、気になるっすよ」

　一対三の不利的状じよう況きようにも拘かかわらず、飄ひよう々ひようとしている男に俺たちは目を細める。

「その不快な語ご尾びはやめろ」

「あっ、なら普ふ通つうに話すな。相手を油断させる小物のロールなんだけど、似合わなかった？」

　一人で語る男に対して、一挙手一投足を見み逃のがさないように警けい戒かいを募つのらせる俺たち三人。

「何かは知らないけど、使い捨ての特とつ攻こう要員での自爆攻撃。ヒーラーをピンポイントで狙う、って弱点突くのが上う手まいよな。だけど、助けたプレイヤーがＰＫだと想定してないようだから一人は倒たおせると思ってたら、防がれたんだもんな。どうやったの？　というか、何で《殺刃》を知ってるの？」

「一度見たことがあるんだよ。フレインって奴やつが使ったところを」

「フレインさん……ってことは君が、ユンって子かぁ！　フレインさんが気に入るわけだ！　なんか【フォッシュ・ハウンド】が一人でも多くのＰＫにスキルを覚えさせるための茶番だったから、ハズレ引かされたと思ったけど。面おも白しろい出会いもあるもんだ」

　目の前の男は、こちらが警戒しているにも拘わらず、ペラペラと喋しやべる。一部、聞き捨てならない内容もあった。

「……それって話して良い内容なのか？」

「うーん？　どうだろうな？　俺たち【獄ごく炎えん隊】と【フォッシュ・ハウンド】は一枚岩ってわけじゃないし、あいつら負けて逃げたでしょ？　別に助ける義理もないし」

　どこか冷めた言葉で言い放つ男に、俺は【獄炎隊】と【フォッシュ・ハウンド】の関係の希き薄はくさを感じる。

「それじゃあ、さっきの続きと行きますか。今度こそ俺の餌えさになってくれよ」

「ねぇ、相談なんだけど、二人は先にログアウトさせていい？」

　エミリさんの提案に、レティーアと並ぶように後方に下がるライナとアルを一いち瞥べつするＰＫ。

「うーん、そうだな。折せつ角かく助けたんだからな。そのまま弱点になって貰うか──《殺さつ刃じん》！」

　赤黒いエフェクトを発する投げナイフを左手の指に挟み、ライナとアルの方へと投とう擲てきする。

　エミリさんと俺は、双子を庇かばうように動き、ナイフを撃うち落とすが、その内の一本は俺の腹に刺ささり、確殺スキルの効果が発動する。

「ユンさん……今、庇って……」

　ライナとアル。どっちが口にしたんだろうか。今度こそ倒れる俺はしかし、大丈夫だ、と唇くちびるを小さく動かす。

「おーおー、今度は倒れたか。うし！　ユンって子は、一回までは防げると。なら……そっちのヘンテコ武器の子を次に倒すとするか」

「できるならやってみなさい。ゴーレム！　マスター権限を行使する！　倒しなさい！」

　レティーアに委い譲じようしていたＭＯＢたちの管理権を戻し、ＰＫへの対処を任せるエミリさん。

　だが、足止めしておいたウッド・ドールは先ほどの戦せん闘とうで数を減らしており、合キ成メ獣ラたちはＰＫが軽く薙ないだ短刀によって切り裂さかれる。

　重じゆう鈍どんなゴーレムを躱かわして、エミリさんの前までやってきたＰＫ。

　振ふるわれる短刀を連接剣で受け止め、二人は切り結ぶ。

「ほらほら！　しっかり守ってないと後ろの後こう輩はいちゃんたちに行くぞ！」

「嫌な人ね！　気を逸そらすためにそんなことを言って！」

　武器では、短刀の方が不利なはずなのに、奴の一いち撃げきは重い。

「仮面のあんた。十分に強いな。けど、なんか物足りないな」

「それはそうよ。私とユンくんは、生産職よ。戦闘は本分じゃないわ」

　鍔つば迫ぜり合いのような力と力の押し合いをしながら話し合う二人。

「そうかい」

　そして、度たび重なる切り合いで手が痺しびれて、握にぎりが甘くなったところを強く叩たたかれ、剣けんを取り落とすエミリさん。

「あっ……」

　目の前で深い溜ためを作るＰＫ男。近接戦闘でＭＯＢたちを効率よく動かせず、なおかつ自身が被こうむる被ひ害がいを考こう慮りよしたエミリさんは、有効な攻撃が出来ずに今の状況に至る。

「それじゃあ、終わりだ。──《殺さつ刃じん》！」

「……っ!?　ごめん、なさい」

　スキルを受けて、ＨＰを一気に失うエミリさん。防具へのダメージを一部肩かた代がわりする【痛み受けの仮面】に罅ひびが入り、光の粒りゆう子しとなって消え、素顔を晒さらす。

　倒れるエミリさんに合わせて、周囲に展開された配下のＭＯＢたちが消えていく。

「あーあー、これで今日の分のスキルは使いきっちまった。まぁ、残りはなんとでもなるか」

「へぇ、つまり、一日の回数制限があるってことだ」

「ユンさん！」

「あんた、さっき確かに《殺さつ刃じん》で倒したはずだろ」

　振り返り、驚きよう愕がくの光景に目を見開くＰＫ。きっと、この男の中では、俺には二度にわたりスキルを防がれたことになっているが事実は違ちがう。

　一度目は、俺の装備していたユニークアクセサリー【身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪】の効果で攻撃を無効化した。如い何かなる攻撃であっても、嵌はめた宝石のランクに応じた回数の攻撃を耐えられる装備。中サイズの宝石は、二回分耐えられるはずだが、ヒーラーを仕留める時に杖つえの尖せん端たんが掠かすった程度でもダメージ判定があり消費してしまったために、宝玉の効果は一回分しか残っていない。『如何なる攻撃も』は逆を返せば、弱い攻撃でも無む駄だに消費してしまう悪い例だ。

　そして、二度目は──

「レティーア。これをエミリさんに使え！」

「……！　わかりました」

　俺は、レティーアにポーション瓶びんを投げ渡し、それを躊躇ためらいなくエミリさんに使わせる。

「……ごほごほ、ありがとう。あと少しで私だけ、町に死に戻りするところだったわ」
















「では、完全に回復できるようにポーションも使いますね」

　レティーアが更さらにハイポーションを使ってエミリさんのＨＰを完全に回復させる光景を見て、ＰＫが呟つぶやくように口にする。

「……蘇そ生せい薬か。はぁ、俺たちの天敵のような相手だよ。あんたは」

　二番目の方法。正確には、俺が戦線に戻った方法が蘇生薬だ。

　貴重なアイテムだが、こういう時に使わなきゃ意味のないものだ。惜おしまずに、使わせて貰もらった。

「さぁ、これで三対一に戻ったな」

「あーあー、こりゃ面めん倒どうだ。けど、もう少し相手してもいいか、な！」

　掛かけ声と共にナイフ投げから一気に接近してくる。《殺さつ刃じん》スキルのない投げナイフなど恐おそれる必要などない。

　俺がライナとアルの前に立ち、急所への攻撃は弾はじき、残りは体で受け止める。

　俺一人がダメージを受けたところでＰＫの男が俺にターゲットを切り替かえ、突つきのモーションに入る。

「はっ!?」

　突きに対して俺はとっさに更に前に出た。そのまま男の突きを体で受ける。俺の腹に突き刺さる短刀を見たのか、後ろで悲鳴が聞こえる。

「ユンくん！」

「エミリさん！　今のうち」

「無茶しないでよ！」

　突き刺さる短刀にじりじりとＨＰが削けずられる中、俺は短刀を体に埋うめ込んだまま、短刀の柄つかを摑つかみ、離さない。

「やべっ！　ちっ」

　短刀を手放し、俺を蹴けりつけて距きよ離りを取るＰＫ。

　最後の蹴りが決め手となり、再び俺のＨＰを削り切るが、俺は目の前に表示される選せん択たく肢し『蘇生？』に『ＹＥＳ』の選択肢を選ぶ。

「全く、これで二度目だよ」

　突き刺さったままの武器を引き抜ぬき、ポーションで回復する俺。

　体に刃は物ものが刺さっていたはずなのに、その感かん触しよくや気持ち悪さはない。ただただ、がらんどうの体に突き刺されたような感覚に、やっぱりゲームだと感じる。

「はぁ～、まさか捨身での武器の強ごう奪だつかぁ」

「ユンくん、無茶しないでよ」

「そうですよ。一人だけ体を張る必要ないんですから」

　エミリさんとレティーアに心配されるが、俺は大丈夫だ。

「さて、スキルは使い切って、武器は奪だつ取しゆされた。どうする？　まだやるか？」

「はぁ、こりゃ詰つみかな。なら、これで終わりにすればいいか──」

　まだ、《殺さつ刃じん》スキル以外にも奥の手があるのか、俺は、エンチャントを矢や継つぎ早ばやに掛け、クレイシールドのマジックジェムを準備する。

「──《サクリファイス・カウンター》」

　ＰＫの男が自身に何らかのスキルを使用する。黒い靄もやが周囲に漂ただよい、急速に男のＨＰを減らし続けている。僅わずかに苦しそうな呻うめき声が聞こえるが、何でもないようにこちらに話を続ける。

「一つ教えてやるよ。ＰＫたちのデス・ペナルティーは他人にヤラれた場合にのみ発生する。つまり、自分で自じ滅めつすれば、通常のデス・ペナルティーなのさ！　じゃあ、な」

　そして、黒い靄にＨＰを与あたえ続けた男は、一人静かに倒れた。







　　　四章　Ｐプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤー大会とバトルロイヤル







「今のは、どういうこと？」

　ライナの疑問に光の粒子となって消えたＰプレイヤー・Ｋキラーの体を見ながら、エミリさんが答える。

「たしか、闇やみ属性の魔ま法ほうだったはずよ。詳くわしくは覚えていないけど、《サクリファイス・カウンター》は、自じ滅めつ技わざじゃないはずよ」

　小さく呟つぶやくエミリさんの声。

　エミリさんが一人考え込んでいると、ライナとアルが大きな声を上げる。

「ユ、ユンさん!?」

「ど、どうした？」

「どうしたじゃないわよ！　その服！　おへそが丸見えじゃない！」

「ユンさん、体に変化は？　大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「お腹？　あー、ヤバっ……」

　ＰＫの攻こう撃げきを何度も受けて、最後には、腹で短刀の突きを受け止めたために防具が縦に切り裂かれるように破損してしまった。普ふ段だんは、追加効果の【自動修復】があるために余り気にしていないが、その効果ですら回復できないほどの大穴が開いてしまっている。

「はぁ、とにかく帰るか。二人とも一度ログアウトして今日はもう休んだ方がいい」

「人の心配する前に自分の心配しなさいよ」

「おへそ、チラリズム」

　ライナの溜ため息いきと、何な故ぜかレティーアがサムズアップしてくる。

　まだ、興奮気味のライナとアルは、中々ログアウトしようとせず、仕方なく徒歩で町に戻もどることにする。その間、今まで森の中にいたＰＫたちが退ひいているらしく、森の中でＰＫ探しをしているパーティーに心配されつつ無事に町に戻ることができた。

「俺とエミリさんは、少し寄る所があるから、おまえたちは落ち着いたらログアウトするんだぞ」

「ユンさん。大丈夫です。私が様子を見て、落ち着かせますから」

　レティーアが二人の面倒を見る役を買って出てくれた。すまない、ありがとう。と礼を言う。

「その……ユンさん、エミリさん。今日は、すみませんでした」

「気にするな。俺が勝手にやったことだ」

「けど、私たちのためになんか、蘇生薬とかの貴重なアイテムを色々と使ったようで……ごめんなさい」

　全く、ライナもアルも謝ってばかりで顔を俯うつむかせている。

　ちょうどいい位置に下げられた双子の頭を軽く撫なでて落ち着かせる。

　最初は、慌あわてていた二人も、次第に恥はずかしそうにされるがままになっている姿を見て、エミリさんがくすくすと笑えば、ライナが赤らめた顔で睨にらみつけている。

「ユンくん、そろそろ行きましょう」

「ああ、分かった。それじゃあ、また明日あしたな」

　イベントは二日ある。今日が最悪でも明日が良ければ、最終的にはいい感じで終わる。

　そのために、俺は、ギルド会館の会議室を訪れて、報告をしないといけない。

「ユンくん！　帰って来たんだね！　大丈夫？　無茶してない？」

「うわっ!?　マ、マギさん!?　いきなり何を」

　戻って来た会議室では、扉とびらを開けると同時にマギさんが心配して抱だき付いてきた。

　特に、胸を押し付けられて、背筋が伸のびるが、隣となりでエミリさんから冷ややかな視線を送られ、今度は冷たい汗あせが流れる。

「それだけ心配させたってことだ。あと、マギは離はなれろ。話が進まない」

　クロードの声にマギさんが渋しぶ々しぶと俺を放してくれた。俺を送り出すのに協力してくれたし、心配してくれたことにも、感謝しないと。

「ただいま。そっちもお疲つかれ様さま」

　クロードとマギ。そして、リーリーも揃そろい、改めて帰って来た俺たちを見て、渋しぶい表情を作る面々。

「色々とツッコミを入れたいが、隣に居るのは【素材屋】だな」

「こんにちは。まぁ、エミリオ状態の方がイメージ強いかな。ちょっと待って、変装を解くから」

　仮面は壊こわれてしまったが、ボイスチェンジャーとキャラ名の偽ぎ装そうアイテムの効果が適用されているエミリさんは、それらを外して改めて声を出す。

「錬金と合成をメインに扱あつかう【素材屋】のエミリよ。まぁ、少し私の素材を買ってくれているから、何度かエミリオ状態では会ったわね」

「ユンが雲くも隠がくれして何をしていたのかと思えば、【素材屋】と一いつ緒しよに出てくるなんて、どういうことだ」

　ジト目を向けてくるクロードだが、まぁ、色々と誤ご魔ま化かす。

　あまりこんな話を続けていては話が進まないと、クロードは俺とエミリさんに着席を勧すすめて、何から話そうか、と前置きしてから語り始める。
















「うーん。今回の騒そう動どうは、ＰＫギルドの【フォッシュ・ハウンド】と【獄ごく炎えん隊】が中心だけど、後は、【グリーン・フォール】と【相そう互ご互ご助じよ兵団】って中ちゆう堅けんギルド。他は、無所属のソロプレイヤーとか。詳しい人数は分からないけど、今回の騒動で最低二百人くらいはいたかもしれない」

「結構な人数ですね」

　俺の言葉に同意しつつ、マギさんがクロードの説明を引き継つぐ。

「理由は幾いくつかあるようだけど、一つは私たち生産職の悪質なギルド勧かん誘ゆうに対する締しめ付けへの反発がここに来て爆ばく発はつ。ってのがあるでしょうね。中堅ギルドは、それが理由で便乗した一種の抗こう議ぎ活動かも。けど本命は別にあるようね」

「本命？　そう言えば、戻って来る時、ＰＫたちが綺き麗れいにいなくなっていたけど」

「そうね。そうなると……囮おとりとか？」

　俺の言葉に反応して、エミリさんが呟く。

「正解だ。ＰＫたちがあるエリアを占せん拠きよするために、その目くらましで一見無関係に思える目立つ行動をとったようだ。とは言ってもそれを実行しているのは、二つのＰＫギルドだけで他は利用された形だな」

　クロードが淡たん々たんと答え、リーリーが言葉を継つぐ。

「独占エリアは、ＰＫたちが時間単位の持ち回りで守っているらしいよ。結構な人数が常じよう駐ちゆうしているし、対人戦せん闘とうに強いから下へ手たに突とつ入にゆうしても負けちゃうかも」

「それに、新規参入プレイヤーにはまだ手が届かないエリアだけど、重要度の高い場所を抑おさえられたんだから痛いよね」

　うんざり顔のマギさんの言葉に相当重要なエリアだと感じる。

「それで、そのエリアはどこなんですか？」

　俺も知りたいことをエミリさんが先に尋たずねる。

「占拠したエリアは──桃とう藤とう花かの樹き周辺よ。蘇そ生せい薬の素材採取だけじゃなくて、レイドクエストの発生ポイント。まだ、攻こう略りやくされていないクエストだから重要度は高いわ」

　今だと、蘇生薬の代だい替たい素材や代替レシピがないために、新たに蘇生薬が作れない。

　更さらに、エリアを長期的に占せん領りようされたり、レイドクエストが独占されてしまった場合、ゲーム内経済の様々な部分に食い込んで、悪あく影えい響きようを与える可能性がある。

「あまりに酷ひどければ、運営によるアカウント削さく除じよなどの措そ置ちがあるが、受け身的な方法でもある。一番の理想は、あのエリアに固こ執しゆうする理由をなくすことなんだろうな」

　一ひと先まずクロードたちの報告が終わり、今度は俺たちが報告する番だ。

　森であった出来事で話すことは多々あるが、主おもにあのＰＫの男が使っていた《殺さつ刃じん》スキルの客観的な内容と最後に使った《サクリファイス・カウンター》という魔法のことだ。

「回数制限のある確殺スキルか」

「一応、身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪で一度は防げたこと。あと【蘇生薬】での復帰ができた。ってのは伝えとくよ」

「それにしても《サクリファイス・カウンター》か」

「クロードは知っているのか？」

「一応、闇属性の魔法使いだからな。その魔法は、いわば、自分のＨＰをコストに、捧ささげた分だけ、対象に反射ダメージの効果を持たせる魔法だ」

「つまりどういうこと？」

　魔法にはあまり詳しくない俺とリーリーが首を傾かしげると、クロードが丁てい寧ねいに《サクリファイス・カウンター》の主な使い方を教えてくれる。

「そうだな。例えば、この魔法を掛かけられたプレイヤーは、相手からの攻撃に対して、反射ダメージを与あたえるんだ」

「それってダメージを防いでいるの？」

「防御魔法のようにダメージは防げないが、相手にもダメージを与える。まぁ、痛み分け、という状じよう況きようだ。地味に有効なパーティー向けの魔法だな」

　似た効果では、ブレードリザードのレアドロップである剣けん鱗りん石による追加効果がある。打だ撃げき攻撃の場合ダメージを反射する効果があるなど、色々とためになる。

「これは、ＰＶＰの場合だが、ＨＰを消費して、自分自身に発動することで、戦闘中に相手が躊躇ためらう状況を作る。という方法もある」

　例えば、自分が《サクリファイス・カウンター》を纏まとうと短期的には、ＨＰ残量で相手が有利になるが、長期的には攻撃を仕し掛かけると徐じよ々じよに不利になる。そうした心理的な駆かけ引きで戦闘を有利に進める対人技術があるとか……

「まぁ、今回の場合は、ＰＫの持つセンスのデメリットを回かい避ひする自滅技ということになるな。それに《サクリファイス・カウンター》を使って相手が手出しし辛づらい状況を作ることで安全に自滅する。対人戦のスペシャリストだ」

　クロードが感心したように呟つぶやき、俺も同意する。何とか退しりぞけたが、あのＰＫの男には明確なダメージを与えた覚えはない。

「それにしても、ユンっちは無茶し過ぎだよ。それで防具が壊れちゃったんだから。僕たちは、本当に心配したんだから」

「そうよ、ユンくんとエミリちゃん。お姉さんは、心配したんだから」

　マギさんとリーリーの言葉に素直に、すみません、と謝り、三人に武器と防具のチェックを頼たのんだ。その結果、エミリさんの分も含ふくめて、装備は、一度メンテナンスに出す必要があると診しん断だんされた。

「私は、知り合いの生産職に頼むわ。ユンくんはどうする？」

「忙いそがしいだろうから修復はいつでもいいよ」

　明日もイベントがあって、忙しいだろうから。と内心呟く。

「それで、今日の出来事は、明日のイベントには何か影えい響きようはあるのか？」

「まぁ、今すぐＰＫをどうこう出来るわけでもないし、イベントだって中止にする程のことでもない。だが、屋台の食材調達が進まなかったからな。一部のイベントは縮小して、ＰＶＰ大会の成功を最優先に考えるとしよう」

　クロードの言葉に、俺は、安あん堵どの吐と息いきを吐はき出す。俺やエミリさんは、観客側でのんびりとさせてもらうつもりだ。

「そうだ。ＰＶＰで思い出したが、ユンが無茶した罰ばつを与えないとな。とりあえず、明日のＰＶＰイベントのオープニングショーに出て貰もらうか」

「はぁ!?　何でだよ！」

　何かを閃ひらめいたようで悪わる巧だくみする顔を作るクロードの提案に咄とつ嗟さに反論するが、誰だれも俺を援えん護ごしてくれない。

「残念だけど、今回はクロードに賛成ね。心配かけたことを反省するなら、行動で示してよね。そうだ！　可愛い格好で明日のＰＶＰのオープニングを飾かざってよ！　ほら、レースクイーンみたいに！」

「それなら、ユンの性格に合わせたものの方がいいんじゃないか？　露ろ出しゆつは控ひかえめの」

　マギさんは無情にもクロード側につき、俺はリーリーへと目を向けるが……

「ユンっち、ガンバ！」

「くっ、だけど……」

　どうやって拒きよ否ひするか、と考えを巡らせる一方で、どのような条件でクロードに防具の修復を頼むかを考えている俺が居た。

「それでは、追加でリーリーも参加させよう。今回の目玉企き画かくの失敗の償つぐないをさせないとな」

　そして、俺の考えが一いつ瞬しゆんでステージに立つ方向へと傾かたむく。

「まぁ、俺一人じゃないなら」

「まさかの僕まで強制参加!?　クロっち！　それ僕が原因じゃないよ！」

　涙なみだ目めで訴うつたえるリーリーだが、俺はフォローに回らない。リーリーには悪いがここは道連れになって貰おう。

「何と言うか。ユンくん、結構チョロいんだね」

「エミリさん!?　俺、チョロくないから！」

　俺が抗議の声を上げるが、その前にクロードの手によってリーリーと共に奥の部屋へと連行される。

　エミリさんは、先にログアウトして明日に備えるらしく、俺とリーリーはクロードにあれこれと着き替がえさせられて、へとへとのままログアウトした。




　　　　●




　イベント二日目の目玉企画であるＰＶＰ大会は、町中ではなく、町の外周部に臨時に設置された闘とう技ぎ場で行われる。

　普ふ段だん、ＰＶＰの訓練が行われる西門近くに組み上げられた闘技場。そのステージ脇わきから、俺はＰＶＰの観戦のためにぽつりぽつりと集まるプレイヤーを見ている。

「ユンっち、落ち着いてよ」

「ううっ……開始までまだだいぶあるのに……もう緊きん張ちようが……」

　ＰＶＰ大会のオープニングショーの司会を急きゆう遽きよ務めることになった俺とリーリーが、ステージ脇の控えスペースでステージ衣装に着替えて待っていると、エミリさんが開始前に俺たちの様子を見に来た。

「こんにちは、ユンくん」

「エミリさん、来てくれたんだ」

「こんにちは、エミリっち！」

　俺は、オープニング前に知り合いと話せたために緊張していた心が少し解ほぐれるが、エミリさんの次の言葉で緊張全てがどこかに飛んでしまう。

「やっぱりユンくん、変身願望が……」

「いや、ないから。やっぱりって何。これは、ステージショー用の衣装だよ」

　仮面をつけたエミリさんが誤解を招くようなことを口にするので否定する。

「エミリっち、今日は楽しんでね！」

「ええ、楽しませてもらうわ。その衣装も可愛いわね」

　エミリさんが、リーリーの衣装を褒ほめれば、照れたように顔をほんのりと赤らめて笑うリーリー。

「ユンっち、どうしたの？」

「いや、衣装に関して考えてた」

　あの後、クロードが選んだ衣装は、俺たちの戦闘スタイルを完全に無視したデザインの物だった。




「さぁ、これを代わりの装備に……「却きやつ下かだ！」では、これだ！」

　最初に突つき出した衣装は、桜色のセーラー服。次に取り出したのは、スリットが大だい胆たんに入った水色の法衣、次に真っ白のゆったりとしたロングドレスと純白の羽がついた天使の衣装。果ては、体のラインが分かってしまうようなボディースーツ系の衣装まで。

　リーリーには別のものが提示されては却下を繰くり返し、最終的に俺とリーリーが妥だ協きよう点を探す感じで今の衣装を選んだ。

　俺が選んだ衣装は、改造法衣だ。

　真っ黒に染色された上下一体の貫かん頭とう衣いは、タートルネックであり、首筋や鎖さ骨こつを露出していない。

　服全体の細やかな装そう飾しよくとして、胸むな元もとに銀糸の十じゆう字じ架かの刺し繡しゆうが施ほどこされ、上下一体でゆったりした作りになっている。しかし、腰こしを紐ひもで締しめているために、着き心ごこ地ちには余よ裕ゆうがありながら体のラインが際きわ立だって見えてしまう。

　胴体の露出は少ない反面、ノースリーブな貫頭衣は、腕うでが剝むき出しのために肘ひじまでくる手て袋ぶくろを嵌はめている。露出度は圧あつ倒とう的てきに低く、どっからどう見ても女の子である。




「と、苦肉の策で選んだんだが……」

「それでユンくんが着ているのは、シスター服にしか見えないわね。なんかエロい」

「何でそうなるんだよ」

「しょうがないよ。会場受けのいい衣装を着ないと」

　落らく胆たんする俺を励はげますリーリーだが、お前の衣装だって大たい概がいだよ、と思いながら、自分の体に寄せるように即席メイスを体の前で握り締める。

「リーリーだって大して変わらないだろ！　いや、むしろ悪乗りし過ぎ！　男だろ！」

「まぁ、こういう時しかできないからねー」

　茶色のフードに白と緑の植物をイメージした村むら娘むすめ的な洋服。ズボンは、カボチャデザインの丸みを帯びたデザインにシースルーの黒い生地がスカートのようにひらひらとしている。

　男の子の衣装と言うよりは、ハロウィン系の魔ま法ほう少女的な衣装だ。なにより、くすだまのような大カボチャの付いた長ちよう杖じようがそれを物語っている。

　それを微び妙みような表情で見つめるエミリさん。

「ユンくんの腰の細さや流れるようなヒップラインが露出が少ない分を曲線で表現している。リーリーくんの方は、まだ第二次性せい徴ちようが始まっていないから中性的な可愛さがある。どちらも全体的に丸みを帯びたシルエットが原因。と簡単な分ぶん析せきをしてみる」

「くっ、俺は男なのに」

「まぁまぁ、ここまで来たら諦あきらめようよ。それにもうステージが始まるよ」

「えっ!?　ウソ！」

「それじゃあ、私は観客席から様子を見ているわ」

　エミリさんは、ひらひらと手を振ふり、去っていく。残された俺は、仕方がないと気持ちを切り替かえる。

「仕方がない。準備は大だい丈じよう夫ぶか？」

「ばっちり！　行こう、ユンっち」

　リーリーに手を取られ、ステージの脇を駆け上がる。

　ＰＶＰの会場に設けられたステージ上では、今まさにオープニングショーの始まりに臨のぞむプレイヤーたちが待っていた。

『みんなー、元気ー？』
















　アイドル張りに笑顔を振りまくリーリーに対して俺もできる限りの愛想笑いを浮うかべて、周囲に手を振る。

「おい、魔ま女じよっ娘こ。いや、男の娘？」「それと保母さん」「いや、シスターだ！」「じゃあ、聖母。聖女？」「聖保母さんで」「それだぁ！」

　俺は苦笑いを浮かべながらも、周囲に手を振りながら、アピールする。

　リーリーが次に進むようにと目配せしてきたので、俺が声を上げる。広域チャット状態で声を上げる。

『イベント二日目の目玉企画。みんなが待ち望んだ最強決定戦！　ＰＶＰ大会、開幕だ！』

『このＰＶＰは、予選と決勝戦の二段階のバトルロイヤル方式で行われる』

『予選のルールは、回復魔法と回復アイテムの使用禁止。ＭＰ回復のためのＭＰポーションの使用は十個まで。また便利な消しよう耗もう品などのバトルアイテムは全部解禁。知ち恵えと勇気と自身の武器とセンスを信じて戦おう！』

『第一段階目は参加者を篩ふるいに掛かけるために、勝者が一定数以下になるまで戦って貰もらう』

『勝ち残ったプレイヤーによるバトルロイヤル第二段階目の決勝戦は、回復アイテムの使用制限を一部解除。ここで真の王者を決定する！』

　ここで俺がリーリーと声を揃える合図をする。

『『──さぁ、戦いに集つどいし、強つわ者ものたちよ！　皆みんなの期待を受けて、全力で戦いを演じるがいい！』』

　クロードが考え、リーリーと共に一いち夜や漬づけで練習した決めポーズ。

　互たがいの杖とメイスを交差するように下の方でぶつけて背中合わせになって片足を前に出す。

『『──さぁ、戦いの開幕だ！』』

　ここまで来ると逆に楽しくなってきた。俺とリーリーは交差させた武器を勢いよく振り上げ、そのタイミングに合わせて、幾いくつもの魔法が頭上に打ち上げられる手て筈はずだ。

　ふわっ──

　魔法が打ち上がり、武器を掲かかげた俺とリーリーに対して、会場全体に歓かん声せいが上がる。

　そのとき俺の上下一体の貫頭衣が打ち上げの魔法の余波と勢いよく振り上げた武器の風圧、正確に言えばリーリーの大きなカボチャステッキが生み出す風圧に巻き上げられた。

　貫頭衣の下は、スパッツを穿はいているが、だからと言って見られて恥はずかしくないわけじゃない。

　足は丸見え、腰こしやお腹まで露あらわわになってから、ふわりと真っ黒な布地が降りてくる。

『み、みみ……』

　俺は、恥ずかしさから顔が熱くなり、メイスを持った手で降りてきた服を遅まきながら押さえる。

　何かを言おうとする俺に耳を傾かたむける会場全体。広域チャットモードで拾われる俺の声がそこに響ひびく。

『──見るなぁぁっ！』

　そのまま、逃げるようにステージの脇へと逃げる。

『あっ、ユンっち待ってよ！』

　リーリーが慌あわてて後を追ってくるが、ドタバタとした幕引きに後を継ついだクロードが困こん惑わく気味な声で説明を続ける。

『バトルロイヤルは、この後すぐ行われる。飛び入り・乱入の参加ありだ。急遽参加するプレイヤーは、専用受付の方に行ってくれ。乱入はその都度ペナルティーを決める。また、優勝者にはもちろん、優勝賞品が用意してある』

　クロードが言葉を締めて、第一段階の準備に取り掛かっている頃ころ、俺は、ステージ裏でリゥイとザクロを呼び出し、リゥイの体に顔を埋うずめている。

「……もうやだ」

「ユンっち、ごめんね」

「もういいよ。それに練習の時は捲めくれなかったんだから別のことが原因だって」

　目め尻じりに溜めた涙なみだを拭ぬぐい、微妙な笑顔をリーリーに向けるが、罪悪感がリーリーの普ふ段だんの明るい表情を曇くもらせてしまう、いつまでもいじけちゃ駄目だ。という気持ちを奮ふるい立たせる。

「あー、もう！　考えるの、止やめだ、止め！」

「ユンっち？」

「今回は、全部クロードが悪い！　オープニングステージに立たせるとか、うん！　クロードが悪い」

「クロっちが悪い？」

「そう、クロードが悪い」

「そうだね。クロっちが悪い！」

　何度も言い合い、何がおかしいのか俺自身も分からないがリーリーと一いつ緒しよに笑い出してしまう。

「はぁ、それじゃあ、観客席の方に俺は移動するな」

「あっ、僕も行くよ。観客席で飛び入り参加の人を募ぼ集しゆうするから」

　リーリーと共に観客席側に入れば、近くにいるプレイヤーがこちらを見てくる。

「さっきのは、神風だな」「ああ、スパッツなのが残念だが、あの初うい々ういしい反応を見れただけでよし」「貧ひん乳にゆうシスターの恥じらいだけで十分だよ」「逆に痴ち女じよスタイルに何の魅み力りよくも見み出いだせなくなっている我ら変態紳しん士し」「「「激しく同意」」」

　俺がジト目を向ければ、何事もないように視線を逸そらして、わざとらしい口笛を吹ふいて誤ご魔ま化かすという古典的な方法を取っている。あれで誤魔化されると思ってるのか、と思いつつ、エミリさんのいる観客席に向かう。

「ユンくん、お疲つかれ様さま。それと……災難だったわね」

「ええ、全くです。それでライナとアルたちは？」

「まだ来てないみたいね」

　エミリさんの隣となりに座る俺と、俺の膝ひざの上に乗るザクロと後ろに座るリゥイ。これだけでかなりのスペースを取っているが、何な故ぜか周囲には人が少ない。

「じゃあ、ユンっち、僕は飛び入り参加者を探して来るね」

　そう言って、プラカードをインベントリから取り出し、観客席を練り歩くリーリー。

　そのリーリーとすれ違ちがうようにライナとアル。そして、その後ろには、バケツポップコーンを抱かかえるレティーアが立っていた。

「……ユンさん！　エミリさん！」

「こんにちは」

　昨夜は、双子をレティーアに任せっきりで、挨あい拶さつもそこそこに別れたが、二人はちゃんと気持ちを落ち着かせることができたようだ。

「昨日は大丈夫だったか？」

「大丈夫ですよ。ほら、ライちゃんも」

「えっと、その。改めて、昨日はありがとうございました」

　少し硬かたさが残るライナだが、アルに背中を押されて、続く言葉を口にする。

「もう、あんなことに巻き込まれないように、もっとアルと一緒に強くなるわ！」

「いや、別に気にする必要はないと思うぞ」

「あと！　ユンさんとエミリさんみたいな、カッコ良くて、可愛い女性を目指します！」

　ピシッ、と俺の中の空気が凍こおり付く。

　──俺は、男だ。

　妙みような沈ちん黙もくに、ライナが困惑し、レティーアのぽりぽりというポップコーンの咀そ嚼しやく音が響く。

「あのな、ライナ。俺は、おと──『お姉ちゃーん』──どわっ！　ミュウ!?」

　いきなり背後から抱き付いてきたミュウに俺は前のめりになりながらも堪たえる。

　振り向けば、ミュウのパーティーメンバーであるルカート、トウトビ、ヒノ、コハク、リレイ。

　更さらに、タクのパーティーメンバーであるミニッツとマミがいる。

「お前ら、どうしてここに……」

「いや、みんなで座れる観客席探しと戦う前の英気を養うために──」

「だから飛びついて来たのか？」

　えへへへっ、と笑って誤魔化すミュウを、全く、と言いながら引き剝はがす。

「リゥイもザクロも私を応おう援えんしてねぇ！」

　ぐぅっ、と首筋に引き寄せるように二匹ひきを抱だきしめるミュウの後ろには、ルカートが困り顔で立っている。

「ユンさん、すぐに始まりますよ。すみません。騒さわがしくしてしまって」

「俺はいいんだけど、他の面子メンツは……」

　そっとエミリさんたちに目を向ければ、別に構わない。と言われる。

「一緒の方が楽しめるでしょう？　それにスペースを空あけとくのも勿もつ体たいないわよ」

「エミリさん、ありがとう」

　ぞろぞろと前後二列に並ぶ俺たちだけで今まで空いていたスペースの半分近くが埋うまる。
















「それで、ミュウたちはＰＶＰには参加するのか？　それにケイやガンツは？」

　後ろでレティーアと気軽にお菓か子し交こう換かんを始めるミュウに尋たずねると、スティック状のお菓子をもぐもぐと食べ終わってから答えが返って来る。

「参加は、私とルカちゃん、トビちゃんの三人だけだよ。それでタクさん、ケイさん、ガンツさんも参加するからミニッツさんとマミさんを誘ったの。後知り合いの参加者はセイお姉ちゃんとミカヅチさんも参加予定」

　ルカートとトウトビに頑がん張ばれよ。と応援していると、たった今、参加プレイヤーが会場入りを開始した。

「あっ、セイお姉ちゃんだ！　お姉ちゃん！」

「こらっ！　観客席から飛び降りるな！」

　一人、観客席の手て摺すりに足を掛けて、そのままジャンプで飛び出し、対戦フィールドに降り立つミュウ。ルカートとトウトビは、慌てて正規の入場口へと走り、ミュウを追う。

「おねぇーちゃーん！　がんばるよー！」

　剣けんを抜き、ぶんぶんと振ふり回すミュウ。危ないし、周囲の迷めい惑わくになるからやめなさい。

「全く、騒さわがしい妹ですまんな」

　残った面々に頭を下げるが、気にしてないという心温まる言葉を頂いた。

　当の本人は、セイ姉ぇに抱だきついている。

　遅おくれて現れたルカートとトウトビに俺が観客席の上から応援すると、手を振り返してくれる。

　観客席にいる俺たちは、初対面同士が多いために互いに軽い自己紹しよう介かいをしてから、集まりつつある参加者の中から知り合いを探す。

「他の知り合いはどこに居るんだろうな」

「あっ、ケイが居た」

「そうね。タクやガンツも居るわ」

　目め敏ざとく知り合いを見つけたマミさんとミニッツが指差す先では、寡か黙もくな鉛なまり色の戦士であるケイと格かく闘とう家かのガンツ、そして親友のタクを見つける。三人は、軽く試合前の打ち合わせをして、距きよ離りを取り始める。

「ほら、今応援しないと試合始まっちゃうよ」

　応援を恥ずかしがっているマミさんだが、ミニッツの後押しで合成ＭＯＢのウィンド・ジェルを抱きしめる腕うでに力を込めて応援する。

「ケイ！　が、頑張って──！」

　声が届いたのか、観客席のマミさんに向かって、手を振るケイ。その様子に嬉うれしそうに微笑ほほえむマミさんの、なんだかほっこりする光景に俺も微笑ましく感じる一方。

「けっ、こいつリア充じゆうだぜ」「ああ、俺たちの敵だな」「一番に潰つぶしちまうか」「こんなモテ野や郎ろうを目立たせるなんて許せねぇ。絶対に潰す」「撲ぼく滅めつじゃぁぁ！」

　ケイの周囲が一いつ瞬しゆんにして殺気立ち、戦せん闘とう前にも拘かかわらず、かなり殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きを醸かもし出す。

「あ、あれ？」

『カウントダウンを始める。３、２、１──バトルスタート！』

　可愛らしく小首を傾かしげて、頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべそうなマミさんだが、無情にも戦いが始まる。

「「「リア充なんて、死に晒さらせぇ！」」」

　地じ獄ごくの底から響きそうな怨えん嗟さの声を上げ爪つめが食い込みそうなほどに武器を硬く握にぎりしめた男性プレイヤーたちが一いつ斉せいにケイに襲おそい掛かり、袋ふくろ叩だたきにしてしまう。

　それを見たミニッツは、あちゃー、応援のタイミング失敗したかも。と額に手を当てて、固まっているマミを揺ゆすり、正気に戻もどす。

　こうして、ＰＶＰ大会の戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされたのだった。




　　　　●




「ああっ!?　ケイが男性集団に飲み込まれて消えた!?」

「彼は、嫉しつ妬との波に抗あらがえなかった。他にも、ゲームで恋こい人びとを作ったって噂うわさの人がやられています」

「世の中、無情ね」

　そんな感想を口にするミニッツとレティーアの二人。マミさんは開始早々リタイアさせられたケイを慰なぐさめに駆かけ出していき、この場には居ない。

　嫉妬による集中攻撃も次第に収まり、まともなバトルロイヤルの様式を見せ始める。

『予選は、勝者が一定数に減るまでのバトルロイヤルだ！　回復アイテムに制限があり、生き残ることができれば、王者決定の決勝戦バトルロイヤルを行う！』

　クロードの解説を聞きながら、知り合いの活かつ躍やくを目で追う。

「うわっ、凄すごい。あの人魔ま法ほうの使い方が上手だ」

「あの魔法の弾だん幕まくを張っているのが【水すい静せいの魔ま女じよ】──セイさんってプレイヤー。ユンくんのお姉さんや。魔法職ダメージ・デイーラーの理想を体現した戦い方をしとるな」

「いや、あれに対処とか無理ですよ。あの連続魔法による時間稼かせぎと上級魔法の猛もう攻こうを──」

　アルが、自分ではあれを突とつ破ぱしたり同じようなことをするのは無理、と言う水魔法の弾幕。その魔法の弾幕を潜くぐり抜ぬけた一人がセイ姉ぇに近づくが。

「──《グラム・ソード》」

　そのプレイヤーに突つき出された杖つえの尖せん端たんから水の刃やいばが生まれ、斬り裂かれた。

「──今みたいに、棒術も結構上手やから突破しようとしても、棒で突かれて、魔法で凍らされる」

　セイ姉ぇを注意深く観察するアルに対して、解説役に回るコハク。その横のリレイは、わきわきとした動きで後ろの席から俺の方ににじり寄って来る。

「その丸みのあるお尻しりと控ひかえめな胸。シスター服の中には、全世界の妄もう想そうという信しん仰こう心を集めている。そんな可愛らしさと凜り々りしさの同居する乙女おとめが目の前で無防備に──『リレイ、今は応援に集中せなあかんからな！』──まぁ次の機会に、頑張ってください！」

　視線を合わせずにリレイの襟えり首くびを摑つかむコハクのいつもの対処に、こちらも慣れはじめてきた。

「あっ、ミカヅチさんですよ」

　続いて、ヒノとライナが並んでミカヅチの解説をしている。

　ヒノとライナの二人は、年ねん齢れいの差やプレイヤー歴、レベルの違ちがいなど関係なく、気安い友人関係を築いている。

「ミカヅチさんの基本は、棒術だけど、武器の形状が長物だから、結構参考になるところが多いんだよね。棒と槍やりの違いだから、僕もＰＶＰの時はじっくり見させて貰もらっているよ」

　ヒノは、大おお槌づちと長槍の二種類を使い分けるパワータイプ。ライナは、短槍と盾たてを使うために違いは大きいだろうが、見る分には参考になるはずだ。

　ミカヅチは、バトルロイヤルにも拘わらず、三人のプレイヤーに囲まれている状じよう況きようだった。少しでも自分が勝つために、目と目が合ったプレイヤーが即そつ興きようで連れん携けいを取り、強者を討うち取る。

「すげぇ。こんなこともあるんだな」

　即興の連携ながら、並のプレイヤーなら避よけることも出来ない攻こう撃げきを繰くり出すプレイヤーもそうだが、それを捌さばきながら、反はん撃げきを加えるミカヅチの技量の高さに感かん嘆たんの声が漏もれる。

　体幹がブレず、繰り出される鋭するどい突きが防具の継つぎ目を的確に打ち付けられる。

　ただ、前にフレインとやった一いつ騎き打うちの時よりも少し遅く感じるために余力を残しているのは明らかだ。

「ほら、ユンくん。あなたの妹さんも頑張ってるわよ」

「ああ、本当だ。っていうか。なんであんな状況になっているんだ？」

　最初にバラバラの位置でスタートしたはずなのに、いつの間にか、ミュウとルカートが合流して、背中合わせに剣を構えている。

　その周囲を囲むように共きよう闘とうするプレイヤーたち。

　有力なプレイヤーを先に潰そうとしているのだろうが、手を組んだあの二人に斬きりかかれば、すぐに反撃を受ける膠こう着ちやく状態。

「すげぇな。流石さすが、普ふ段だんからパーティーを組んでるだけのことはある。息がピッタリだ」

「そうね。でも、あんまり、知り合い同士が示し合わせたように戦うのは、よろしくないと思うわ」

　それは、俺も思った。

　バトルロイヤル方式のＰＶＰでは、即そく席せきの連携などの要素も一つの面おも白しろみだ。そのために、互いに見知らぬプレイヤー同士が手を組み、苦手な相手や強い相手に複数で当たり、戦闘を有利に進める。

　そんな中で、普段からパーティーを組んでレベルの高い連携を取る二人が現れると、ワンサイドゲームになってしまう可能性がある。それは、イベントとしては、非常にマズい。

　だが、二人の周囲が斬りかかる手を止めて、じりじりと距離を取り始めると──

「いくよ。ルカちゃん」

「はい、ミュウさん。手加減無用で」

　そんな短いやり取りの後で、背中合わせの二人が急に向かい合って、互たがいに斬り結び始めた。

　今まで素晴らしい連携を見せていたのに、どうして突とつ然ぜんと、会場を大いに驚おどろかせる。

　また、これを逆に好機と見て、弛ゆるめた包ほう囲い網もうを狭せばめ、二人に斬りかかれば、先ほどと同じように二人が互いの死角をカバーするように連携を始める。

「釣つり出し？」「演技か」「でも、あの斬り合いは本気っぽい」

　ＰＶＰの参加者からそんなざわめきが聞こえる中で、俺の近くでは、ヒノとコハクがやっぱりと言いながら溜ため息いきを吐ついている。

「どうした？　ヒノ。それにコハク」

「いや……元々二人は、こうなることを楽しみにしてたんやろうな。と思っただけや」

「何い時つも一緒のパーティーメンバーだから、こういう場面で本気でやり合いたいんじゃないかな？」

　そんなヒノとコハクの解かい釈しやくを聞いている間にも二人の戦いは激しさを増す。

　ミュウとルカートの打ち合いは、十、二十と数を重ね、速度を上げ続ける。

　互いに技量を出し切る激しい攻こう防ぼう。ミュウの得意な多角的な魔法と斬ざん撃げきを、ルカートは発動を見切り、剣けんの出で鼻ばなを挫くじいていく。

　ルカートは、ミュウとの斬り合いに不向きなバスタードではなく、通常の長剣を両手で持ち、相手の踏み出しを阻そ止しして、動どう揺ようしたところに一いち撃げきを放つ。

　ミュウも激しく攻め立てる。行動のキャンセルやフェイントで、逆に戦いの主導権を持っていく。

　ミュウの魔法の発動を察知して、それを阻止するルカート。だが、魔法の発動を囮おとりに剣での応おう酬しゆうを仕し掛かけるミュウ。

　激しい剣けん戟げきの裏で短くも濃のう密みつな心理戦を繰り広げる二人。そして、その結末は──

「──あっ！」

「そこだぁっ！　──《フィフス・ブレイ……」

　ミュウの長剣がルカートの長剣を巻き込む形で弾はじき飛ばし、ルカートが無手になる。ここが決め手と渾こん身しんの一撃を放とうと大上段に構えるミュウ。

「まだです！　──《グランド・スラッシュ》！」
















　背に負うバスタードを引き抜き、ミュウのアーツに合わせるルカート。勝利を確信したミュウの初撃を力で押し止めて、アーツの硬直時間を狙ねらうために、そのまま力押しでミュウを吹ふき飛ばす。

　ほんの一瞬、まだ動揺が抜けきっていないミュウが剣を引き戻すのが遅く、その隙すきを狙った最後の一撃。斬り付けられＨＰを失うミュウは、フィールド外に強制排はい出しゆつされた。

　二人の戦いは、見ている方も手に汗あせ握にぎる一進一退の攻防だった。それが終わるまでに二人に注がれた熱い視線は、勝負の決着と共に歓かん声せいへと変化した。

　まだ、ＰＶＰは続いているが、ルカートはどこかやり切った表情でいる。

　その少し長いとも思える息いき継つぎの間に、リタイアしたミュウが観客席の最前列へと飛び出していくのが見える。

「──ルカちゃん！」

　観客席の、丁度出入り口の場所。そこに、先ほどまでフィールドの中央で戦いを繰り広げていたミュウが現れた。

「私に勝ったんだから！　勝ち進んでよ！」

「はい！　見ていてください！」

　そう言って、ミュウの方へと剣を掲かかげるルカート。対するミュウもピースを作り笑顔で返す。

　この一連のやり取りに水を差す無ぶ粋すいな奴やつが周りの奴らに潰つぶされるなどという場面はなかったことにして、戦いは推移していく。

　ガンツは一人善戦するが、格かく闘とう家かのリーチの短さで苦戦を強しいられている。

　トウトビは、速さと急所狙いの特技を生かし、離れた敵に音もなく斬り付け、走り抜ける。斬られた相手は、隣となりのプレイヤーからの攻撃だと誤認し、それが連鎖して混戦、乱戦へと発展していく。

「トウトビは、上う手まいなぁ。バトルロイヤルでかなりＨＰを温存している」

　多くのプレイヤーが互いに削けずり合い、ＨＰに余よ裕ゆうがある者が少ない中でトウトビの戦い方は、効率的だ。また、混乱の誘ゆう発はつ以外にも、ＨＰの残り少ないプレイヤーを積極的に狙ってもいる。

「それに比べて、タクくんは」

　隣に座るエミリさんの視線の先にはタクが居た。

　タクは、最初のケイの時と同じように集団から攻撃を向けられ……現在、逃にげ回っている。

「おーい！　ユン！　ミュウちゃん！」

「あいつ、わざと挑ちよう発はつしてるのか？　それとも本気で逃げてるのか？」

「タクさーん！　頑がん張ばってー！」

　後ろから怒いかりの表情で追い掛かけてくるプレイヤーの攻撃や魔ま法ほうを華か麗れいに避けながら、こちらに手を振ふって来るタク。

　それが嫉しつ妬との炎ほのおに狂くるったモテないプレイヤーの心に更さらなる燃料を投下する結果になる。

「ぜってぇ潰すぅぅっ！」「幼おさな馴な染じみが美人三姉妹とか、消えちまえぇぇぇっ！」「無ぶ様ざまに負けろ！　醜みにくく負けろ！　命いのち乞ごいしろぉぉぉっ！」「命乞いなど許さん。圧あつ倒とう的てきな敗北を与あたえてやる！」

　自分がＰＶＰを勝ち抜けなくてもいい。だけど、こいつだけは許さない。そんな鬼き気き迫せまるプレイヤーの中を飄ひよう々ひようと逃げ続けるタク。時折、戦せん闘とうをしている集団のところに擦こすり付けるように自分を追うプレイヤーを押し付けて全体を消しよう耗もうさせる。

「せ、せこい！　回かい避ひ能力と攻撃の受け流しの能力は高いけど、戦闘方法が全体的にせこい……」

「まぁ、不毛な戦いになりそうだしね」

　同じように嫉妬に狂ったプレイヤーを相手にしたケイは既すでに圧殺済み、ガンツは普通に負けようとしている。あ、負けた。

　戦いは中ちゆう盤ばん戦せんから後半戦に差し掛かり、多くのプレイヤーが消耗しながらも戦い続けている。

　知り合いの中で残っているのは、タク、セイ姉ぇ、ルカート、トウトビ、ミカヅチ、となる。

　そんな猛も者さたちが残る予選。にわかに観客席の一部が騒そう然ぜんとし始める中、その中心にいる一人のプレイヤーが、悠ゆう然ぜんと佇たたずみ、獰どう猛もうな笑みをＰＶＰの参加者に向けている。

「──【獄ごく炎えん隊】のフレインだ」

　誰だれかがそれを口にした瞬しゆん間かん、今まで観客席から対戦フィールドを見下ろしていたフレインが、前列の手て摺すりに足を掛けて、フィールドに飛び降りていく。

　水面にできる波は紋もんのように広がるざわめきを本人は自覚しつつ、武器である黒い細さい剣けんを抜ぬいて、ＰＶＰのプレイヤーたちに近づく。

　伝でん聞ぶんでしか知らない極ごく悪あくＰＫギルドの首領という彼のイメージが先行して、恐きよう怖ふ心しんだけが場に伝でん播ぱする。

「飛び入り参加希望だ！」

　俺は、観客席から乗り出すように司会を務めるクロードを見る。

『面白い、特例で許可しよう。ＰＫもＰＶＰも広域的な意味では同じ対人戦闘。ただし！　ペナルティーでステータスの七割カットと消費アイテムの使用不可、ＨＰの五割制限だ！』

「はっ、五割の実力で十分だ」

　それだけ呟つぶやき、一番近くのプレイヤーに斬りかかるフレイン。ペナルティーを掛けられてるにも拘かかわらず、その速さに反応できずに、細剣の連撃で一人が沈しずめられる。

「ちったぁやる気出せや！　何だったら、もっとハンデ掛けられてやってもいいぜ！」

　プレイヤーを挑発するような物言いに、参加プレイヤーが湧わき立つ。また、昨日のＰＫ騒そう動どうを受けて悪感情を抱いだいている観客が、ＰＫなんて許せない、と罵ば声せいを送り始める。

「ああ！　俺は、ＰＫだ。好き勝手にやらせてもらうのが俺のやり方だ！」

　本人は心ここ地ち良さそうに剣を振り、挑発を繰くり返す。どう見ても悪役ヒールである。

　だが、その態度に違い和わ感かんを感じる。

　フレインは、戦闘狂の悪役で間違いないが、本人は邪じや悪あくな性格をしているとは思えなかった。

　その中でフレインに向かうプレイヤーが一人現れた。

「タ、タクさん!?」

　ライナとアルが目を輝かがやかせて、フレインへと立ち向かうタクを見る。今まで逃げ回っているようにしか見えなかったが、いや、今も背後に他のプレイヤーを引き連れて、フレインへと向かうタク。

「向かってくる奴がいるとはな！　いいぜ！　相手してやる！」

「それじゃあ、お言葉に甘えて──」

　タクがフレインの黒い細剣の攻撃範はん囲いに入った瞬間、振り抜かれる細剣の一撃を長剣で右に受け流し、タクはそのままフレインの脇わきを走り抜ける。

「──俺の後ろの奴らの処理、任せるわー！」

「うわっ、徹てつ底てい的てきにブレないな。あいつ」

　ＯＳＯの討とう伐ばつ動画を見て、タクに憧あこがれを抱いているライナとアルは、ぽかん、という表情を作る。また、二人の隣に座るヒノ、コハク、リレイは気の毒そうな目を向けている。

　押し付けられたフレインは、逃げていくタクよりも殺気立つプレイヤー集団に両手を広げて歓かん迎げいするように細剣を振るい、斬り捨てていく。

　フレインを中心とする乱戦に向けて、大声を放つプレイヤーに視線が集中する。

「フレイィィィィン！」

　咆ほう哮こうを上げ、フレインへと向かうミカヅチがいた。

　道を開けるプレイヤーは無視し、邪じや魔まなプレイヤーは殴なぐり飛ばし、反はん撃げきを受ければ傷付いてもそのまま突き進む。

　そして、フレインの目の前に来たところで彼を囲むプレイヤーの壁かべが立ちふさがるが──

「と、跳とんだ!?」

　ミカヅチは地面に突き立てた棒ぼうを使い、棒高跳とびの要領で人の背丈の倍以上高くを跳び、棒を大上段の構えに持っていく。

「これでも、喰らえぇぇっ！」

「はっ！　上等だぁ！」

　ミカヅチの全体重と落下の勢いを合わせた打だ撃げきを細身の剣で受け止めるフレイン。その衝しよう撃げきで地面に数センチ足が沈み、周囲に亀き裂れつが走る。

「あんたとは二度目だな。ミカヅチ！　前は、引き分けたが、今度はお前の土俵で圧倒的に勝ってやるぜぇ！」

「はっ！　態わざ々わざヤラレに来たんじゃねぇのか！　それに前は引き分けじゃねぇよ。フレイン。あんたが逃げて決着が付かなかったんだ！　今度こそ決める！」

　互たがいに、武器を押し付け、至し近きん距きよ離りから睨にらみつける二人。

「おめえら！　フレインは私の獲え物ものだ！　手を出すな！」

「姐ねえさん！」「姐あね御ご！」「それだと姐御一人に！」

　ミカヅチを慕したうプレイヤーだろうか。彼らはフレインと相対するミカヅチを心配げに見ているが、手を出せないでいる。

「くそっ！　姐さんの決けつ闘とうに邪魔を入れさせるな！　周囲の奴らを排はい除じよするぞ！」

「「おう！」」

「すげーな。色々な意味で」

　更に、ミカヅチの邪魔をさせないために、ミカヅチの知り合いが周囲のプレイヤーの排除に走るなど、バトルロイヤルの終しゆう盤ばんの白熱した状じよう況きようが繰り広げられる。

　フレインとミカヅチの一いつ騎き打うちは、互いにハンデを背負った状態だが、以前のように直接的な打ち合いは、ミカヅチの最初の全体重を乗せた一いち撃げき以外はない。

　静かに、それでいて激しいフェイントと回避の応おう酬しゆうだ。両者の攻こう撃げきの風切り音が響ひびく中、フレインの細剣がミカヅチの前まえ髪がみを掠かすめ、ミカヅチの棒がフレインの服に引っかかる。

　互いの技量を知り、自分の残りＨＰから一撃貰もらったら終わりだと知っている二人だから行われる戦い。

　武器を合わせない二人の戦いに観客のボルテージが高まっていく。

「フレイン、とっとと倒たおれろよ！」「負けろ！　負けちまえ！」

　フレインに対する野次、罵ば倒とうは、聞いてる方にはあまり心地の良いものじゃないが、本人は、そよ風でも受けるように自然と受け止めている。

　それに対して、逆にミカヅチが反応してしまう。僅わずかな瞬間、声に反応して動きを止めてしまった。それを見み逃のがさないフレインは、その瞬間、最速の突きをミカヅチに放つ。

　静かな戦いは、静かな終わりを迎むかえる。




『──予選終しゆう了りようだ！　既き定ていの人数のプレイヤーまで数が減ったために仕切り直しをする！　一時間後にＰＶＰの決勝戦を行う！』




　司会を務めるクロードの声が響く。

　ミカヅチの額に寸止めで突き付けられた黒い細剣に、誰が見てもミカヅチの敗北という判断を下すことができる。

「ちっ、命拾いしたな」

「うるさい。これは引き分けだ」

　悔しそうにするミカヅチにフレインは肩かたを竦すくめて、ツカツカとフィールドの中心へと移動する。

『おめぇら！　よく聞け！　俺は【獄炎隊】のフレインだ！　てめぇら負け犬が不満を抱いているのは、よく知ってるぞ！』

　ＰＶＰ予選が終わった直後の言葉に、多くのプレイヤーがぎょっと目を見開く。

『俺たちは、【桃藤花の樹】周辺を占せん拠きよした。俺たちＰＫに負けた奴やつらがいくら喚わめこうが、負けは事実だ！　俺に勝ちたければ、そこを取り返してみろ！　単体で来るも良し！　集団で来るも良し！　ＰＫを一人キルすれば、ＰＫのレベルは下がる！　反対に、ＰＫが返り討うちすれば、俺たちはより強くなる！　さぁ、文句があるなら白黒つけようぜ！　まぁ、そこまでたどり着ければ……の話だがな』

　一度、言葉を区切るフレイン。きっちり挑発的な言動を残して場を去っていく。

　フレインにはＰＶＰの勝利に価値はなく、ただの宣伝に過ぎなかったようだ。

　去り際ぎわに観客席にいた俺を見つけて、不敵な笑みを向けて来たのは、気のせいだと思いたい。







　　　五章　決勝と空の目







　仕切り直しをしてから行われるＰプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤー決勝戦。突とつ然ぜんのフレインの乱入、エリア占拠宣言。そして、全プレイヤーに向けての挑ちよう発はつをして去って行った。

　フレイン本人には、ＰＶＰの勝利には何の価値もなく、占領したエリアを餌えさとしてプレイヤーを集めるのが目的なんだろう。と今まで会ったＰプレイヤー・Ｋキラーたちの価値観からそう判断する。だが、【フォッシュ・ハウンド】と【獄炎隊】のＰＫでは雰ふん囲い気きというか、纏まとっている空気が違ちがうために、【獄炎隊】もしくは、フレイン単独での宣言だったのかも、と思考する。

「ねぇ、そっちのお菓か子しも食べてみたいからくれる？」

「じゃあ、それと交こう換かんで……」

「うーん。やっぱり狙ねらいは、大穴かな？　それとも安定したオッズをそれぞれ１万Ｇ賭かけるのにしようか？」

「最大七千倍の倍率ってどうなんやろな」

　決勝戦開始を待っている間、皆みんな好き勝手にやっている。露ろ店てんへ買いものに走り、お菓子や食べ物、ジュースを交換したり、バトルロイヤルの予選では人数が多すぎて出来なかったが、決勝進出者のトトカルチョが【生産ギルド】公認で行われている。

　今現在も、巨きよ大だいスクリーンに誰だれに幾いくら賭けたのか、倍率などが決勝進出者の名前と一いつ緒しよに表示されている。

　タク、セイ姉ぇ、ルカート、トウトビ、ミカヅチ。この五人が知り合いの中で残り、前衛のタク、ルカート、ミカヅチが、優勝候補とされている。後衛や遊ゆう撃げきのセイ姉ぇとトウトビは、防ぼう御ぎよ力不足や攻撃力不足と思われて、優勝候補から外れている。

「ユンさんやエミリさんは、暗い顔しない！」

「そうですよ。僕らと一緒に予想しましょうよ」

　既すでにこの空間に、ライナとアルは完全に馴な染じんでいる。俺とエミリさんを賭けに引き込む。

　俺たち、現実逃とう避ひしてたんだけどな……

「仕方がないわね。けど、私は、あんまり賭けをするつもりはないわよ」

「俺も興味ないんだけど……」

「じゃあ！　じゃあ、予想だけ！　予想は!?」

　二人がずい、と向けてくるのは、トトカルチョのメニュー画面である。

　トトカルチョには、複数の賭け方があり、一位を予想するスタンダードな賭け方から、選んだプレイヤーが三位までに入る、五位までに入ると緩ゆるく設定されていたりするものまで様々だ。

　前評判や下げ馬ば評ひようなんかでもオッズが左右されるが、安定性を求めて倍率の低いプレイヤーを選ぶ人や、身内や知り合いに投資やご祝しゆう儀ぎ、応おう援えんといった意味で少額を賭ける遊び方もされている。

　もしくは、全額賭けたり、複数のプレイヤーに賭けてリスク分散など。俺は……

「セイ姉ぇに一口賭けるよ。それと大穴狙いで全員敗北」

「身内賭けね。まぁ、妥だ当とうな方法かしら？　でも大穴の全員敗北って、ネタで用意された最大倍率、七千の奴じゃない」

　まぁ、身内はご祝儀だけど、大穴の全員敗北はあながちあり得ないとは思えない。魔ま法ほう使つかいは全体的に少ないが、魔法使いが広域殲せん滅めつの魔法を使用した場合、クロスカウンターや巻まき添ぞえのようになって全ぜん滅めつもあり得ると思う。

「おやおや、幼おさな馴な染じみのタクくんには、ご祝儀賭けしないの？」

「うっ、ミニッツ。それにヒノ、コハク。はあ、仕方がないな。じゃあ、ルカートとトウトビ、ミカヅチ、タクにもご祝儀な」

「むふふっ、素直やないなー。ユンさんは」

「そうやって全員に賭けて、タクさんへの応援を誤ご魔ま化かそうとする。でも僕の目は誤魔化せないよ」

　いや、節穴だよな。とコハクとヒノの言葉にジト目を向ける。

　あはははっ、と視線に耐えられずに乾かわいた笑みを浮うかべる三人からそっと視線を外し、溜ため息いきを吐く。

『さぁ、決勝戦の司会は、クロードからバトンタッチで私、マギがお送りします！』

　ＰＶＰの決勝戦の準備が終わったのか、マギさんがステージの上に立ち、会場に人が集まっていく中で、決勝戦のルールが改めて説明される。




『ルールは、予選ではグダグダするために回復アイテムの使用禁止を行っていましたが、ここからは回復アイテムの一部解除です！　だからと言って、安心はできない！　プレイヤーが回復アイテムを使うことが分かる以上、それを阻そ止しするのは当然！　使用できる回復アイテムは、種類問わず、10個。ＭＰポーションは別べつ枠わく！　回復量の高いポーションを選ぶか、経けい口こう摂せつ取しゆで阻止されにくい丸がん薬やくを利用するかは、個人の自由！』




　マギさんは、簡易的な説明を終え、カウントダウンに入る。

『カウントダウン、３、２、１──バトルスタート！』

　手を振ふり上げると同時に、決勝まで勝ち進んだプレイヤーたちが一いつ斉せいに駆かけ出す。

　決勝に残ったプレイヤー三十人は、互いに武器を掲げて戦いを始める。

　セイ姉ぇは、炎ほのお系の魔法使いと魔法合がつ戦せんを始め、その周囲に魔法の余波を生み出し、人を近づけさせない状況を作る。

　タクとトウトビは二人の一騎打ちに持ち込む。会場を駆け回り、速度と手て数かずで押し崩くずそうとするトウトビの攻撃に、守りつつもカウンターを放つタク。

　高速戦せん闘とうのトウトビと比べても、速度の遅おそいタクは、技ぎ巧こうと戦闘センスでそれを躱かわし、しぶとく生き残る。

　自身の急所のみを守り、微び細さいなダメージを蓄ちく積せきしていくタクと、低い防御力を回避でカバーするトウトビのバトルを、ミュウたちが両方とも応援している。

　両者の戦闘は、デッドヒートを繰くり広げる。

　トウトビは、忍にん者じやのような横走りでタクを視界に入れながら移動する。打って出ないトウトビに対して、タクが右の長剣で鋭するどい突つきを放てば、体を捻ひねるようにそれを躱し、タクの懐ふところに入り込み反はん撃げきの機会をもぎ取ろうとするトウトビ。

「甘い！」

　タクは、斬きり掛かかるトウトビの一いち撃げきを左の長ちよう剣けんで防ぎ、力で押し返す。

　右の長剣が攻こう撃げき、左の長剣が防御と役割を分担し、トウトビの短たん剣けんとのリーチ差で反撃を防ぐ。

　時折、二人の戦いに入り込もうとするプレイヤーは、すぐにその高度な攻防についていけなくなる。彼らも上位のプレイヤーなのだが、二人は、それより数段強い。

「……では、更さらに速度を上げましょう。──【アタック】【スピード】」

「なら、こっちも借り物の力でも使って勝つか。──【アタック】【スピード】」

　トウトビとタクが何かを握にぎり締しめて、使用する。使用直後に粒りゆう子しに変わるアイテムには覚えがある。

「二人ともエンチャント・ストーンを使うのか」

「ユンくんの知り合いでも使っている人は居るわね」

【アトリエール】で売り出しているエンチャントのスキルを込めた石──エンチャント・ストーン。エンチャント状態の二人は、更に力と速さを引き上げる。

　膠こう着ちやく状態だった戦いに、僅かなステータスの差で変化が生まれ始める。

「はぁぁぁっ！」

「やぁぁぁっ！」

　掛かけ声と共に、二人は走り出す。

　一か所に留とどまらず、速さを重視するトウトビを捉とらえるのは、困難になり、タクは、力を増強し、一撃で粉ふん砕さいする気でいる。

　タクも防御を続けるが、タクの体を刃やいばの切っ先が掠かすめることが多くなり、ダメージが蓄積していく。

　タクとトウトビは、目まぐるしく攻防を入れ替えて戦闘を続けていく。とある地点で二人は鍔つば競ぜり合いになり、動きが止まる。

「トビちゃん！　その場所は！」

　ミュウの声が届くより早くタクとトウトビの居た場所は、炎と氷がぶつかり合い、二人は飲み込まれる。

「ぐ、ぐわぁぁっ──」

「がぁぁっ！」

　上級の攻撃魔法の余波がタクとトウトビだけでなく、他のプレイヤー数人を巻き込む結果となる。

「いつの間にか、魔法使い同士の打ち合いの場所に入り込んじゃったのね。残念」

　タクとトウトビの同時敗因は、魔法使い同士の攻こう撃げき範はん囲いに入り込むほど熱中していたことだろう。二人の戦いには、残念に思いつつも、セイ姉ぇと炎の魔法使い同士の戦いに目を向ける。

「今日こそ！　最強の魔法使いの座を掛けて勝負よ！」

「私は、最強の座とか、あんまり興味ないんだけどなぁ」

　困ったような表情を浮かべるセイ姉ぇは杖つえを掲かかげて、複数の水すい弾だんと氷ひよう槍そうを生み出し待機させる。

　相手は、手に大判の本を持ち、同じように魔法を発動させている。

　互たがいの周囲では、人が退たい避ひしたのを皮切りに、激しい炎と氷の弾だん幕まくが繰り広げられている。

　空中で相そう殺さいする互いの魔法が、余波として会場に吹ふき荒あれる。目くらましの防ぼう御ぎよ魔法や妨ぼう害がい、フェイント。両者とも発動の場所とタイミングを熟知し、ＭＰの許す限りで高度な魔法戦を繰り広げている。

　だが、セイ姉ぇの方が徐じよ々じよに有利になっていく。

　ＭＰ保有量の差と待機させた魔法の数、エンチャントなどの外部ソースによる魔法の威い力りよく、上級魔法の発動数などの差。

　それら一つ一つは、小さな差であるが、積み重なり、無視できない大きさに変わる。

　そして、二人の魔法勝負に終わりがやって来る。セイ姉ぇの魔法が一つ通れば、残りの魔法が殺さつ到とうし、広こう範はん囲いに連鎖チエーンダメージが入る。

　元々、防御の薄うすい魔法使いには、オーバーキルな火力。上位の魔法使い同士の魔法戦の代だい償しようは、大きかった。

　ＭＰの枯こ渇かつと魔法スキル発動までの待機時間。上位の魔法使いの火力を見せつけられた周囲のプレイヤーたちは、アイテムによる回復を阻止するために動く。一気に苦戦を強しいられるセイ姉ぇ。

「……ただいま、戻もどりました」

「お帰り、トビちゃん！　惜おしかったね！　けど、あんなに声出すほど熱中したんだね！」

　楽しそうに迎むかえ入れるミュウに対して、自分が声を出してタクに向かっていったことを思い出して、恥はずかしさで俯うつむくトウトビ。

　みんなが、労ねぎらいの言葉と共に迎えるのだが、一緒に負けたはずのタクの姿が見当たらない。
















「タクは？」

「……一緒ではないです。けど、同時にやられました」

　一いつ瞬しゆん、悔くやしそうな表情を見せるトウトビは、一度言葉を区切り、語る。

「……決定打がなく、あの場所に誘ゆう導どうするように動き、道連れを狙ねらいました。最後の方は、タクさんは、私の速度に対応できていたので……」

　そう呟つぶやいたトウトビは、目を見開く。確かに同時に倒たおれたタクが巨大スクリーンに映し出されているのだ。

　スクリーンからはタクとルカートの会話が聞こえる。

「トビさんと一いつ緒しよに魔法の爆ばく心しん地ちに居ましたよね」

「ああ、居たな。けど、今日のためにちょっとした回復アイテムを用意して、戦闘を継けい続ぞくしたんだ」

「はぁ、ズルいですよ。ユンさんを味方につけて【蘇そ生せい薬】ですか」

　ルカートとタクが互いに武器を構える中で、漏もらした言葉に会場が湧わき立つ。

　そして、何故かスクリーンにアップされる観客席に座る俺たち。って──ええっ!?

『ちょ、ちょっと！　何でスクリーンに映すんだよ！　俺は関係ないだろ！』

『ここで蘇生薬の新たな制作者としてオープニングを飾かざったユンくんが登場だぁ！』

　二重に響ひびく俺の声に、マギさんが声を重ねる。

　注目されたくないために、顔を俯かせるが、スクリーンに映るミュウやミニッツたちが手を振ってアピールしている。

「もう、止やめてくれ」

　しばらくして、それも終わり、再び、タクとルカートの場面に切り替かわる。

　特に話し合うこともなくなった二人は、一瞬にして距きよ離りを詰つめる。

　タクとルカートの打ち合いは、激しさを増している。だが、トウトビの速さに慣れたタクは、ルカートの攻撃を容た易やすく受け流し、ダメージを与あたえていく。

　二本の長剣を持つタクとバスタードソードを振るうルカート。今のところルカートが優勢のように見えるが、攻撃のインパクトのタイミングがズレて、ほぼ差はない。スピードはタクが優勢。互いに、アーツを放たないために技量の差がありありと見える中で、ミュウは、ニンマリとした笑顔で何かを待っている。

「ミュウ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。ルカちゃんは、強いから」

　その直後に勝負を掛けに出たタクが最速の一撃を振るう。クロスに構えて振るわれる長剣の連撃をルカートが紙かみ一ひと重えで躱し、同じく最速の一撃をタクに放つ。

「よし！　ルカちゃんのカウンターが決まっ──!?」

　ミュウと同じく俺もカウンターが決まったと思ったが、タクは、その上を行く。

　剣を手放し、空中でその柄つかを逆手で受け止める。曲芸のような芸当と逆手に持った長剣でルカートの攻撃を受け流し、そのまま肩かたからタックルするように逆手の長剣で突きを放つ。

　その一撃がルカートの敗退を決め。残る戦いは、ＭＰ枯渇と待機時間のピンチな状態を耐えて反撃したセイ姉ぇと、余力を残したミカヅチとのギルド【ヤオヨロズ】のメンバー同士対決だ。

　セイ姉ぇは、残り少ないＭＰ全てを放出する勢いで水と氷の弾幕を生み出し、迫せまるミカヅチへと放つ。

「セイ！　随ずい分ぶん苦しそうだな！　──《気き道どう棍こん》！」

　対するミカヅチは、アーツを発動させて待ち構え、必要最小限の魔ま法ほうを打ち返す。

　だが、アーツによって打ち返された魔法を制せい御ぎよして、二人の決着が付くまで休きゆう憩けいをしているタクの方へと誘導する。

「うわっ、危なっ!?」

「いいぞ！　セイ姉ぇ！　タクなんてやっつけろ！」

「なぁ、セイ。嬢じようちゃん、お前を応おう援えんしてるのか？　タク少年に私し怨えんでもあるのか？」

「あれは、照てれ隠かくしだよ」

　二人が短い会話を行い、再び戦いに集中する。

　セイ姉ぇは、魔法の弾幕でミカヅチを近づかせなければ、勝ち。逆にミカヅチは、セイ姉ぇの懐に入れば、勝ち。そんな状じよう況きようだ。

　魔法の弾幕を放つセイ姉ぇとアーツによってそれを打ち返すミカヅチ。

　対たい抗こう手段のアーツの発動直後の隙すきや打ち返しで軽減できない僅わずかなダメージの蓄積がミカヅチには見られるが、セイ姉ぇはＭＰ消費が激しい。

　二人の戦いの決着は、アーツ発動後の硬直時間とも思えない一呼吸の半分程度の停止。それをセイ姉ぇは見み逃のがさずに、待機させ続けた弾はじき返せない上級魔法を使う。




　残るのは、セイ姉ぇとタクの二人。

　他の参加プレイヤーは、全員リタイアしている。




　　　　●




「ねぇ、タクくん。もう、私に勝ちを譲ゆずってもよくない？」

「何を言ってるんですか、折せつ角かくここまで色々と温存してきたんですよ」

　相変わらず逃げ回っているように見えるタクの台詞せりふに、今までの回かい避ひ行動全てが勝利のための揺ゆるぎない作戦だと理解する。

　そして、ＰＶＰとしての戦せん闘とうを見たい観客としては、野次を飛ばす理由として十分だ。

　会場の各所から「汚きたねぇぞ！　正々堂々と戦え！」と笑いを抑おさえた声で野次が飛ぶ中、タクはそれに対して──

「勝てば良いんだよ。勝てば」

　観客と同じく笑いを抑えながら、答える。いや、笑いそうになるなら言わなければ良いのに。色々と場の雰ふん囲い気きが台無しだ。

　他にも、「リア充じゆう爆ばく発はつしろ！」「美人三姉妹が幼おさな馴な染じみとかマジで負けろ！」という嫉しつ妬とを含ふくんだ野次も飛び出す。ちょっと待て、俺は男だ。

　嫉妬と笑いを含んだ野次を笑顔で受け止めるタク。それに対して、セイ姉ぇへと投げかけられる声せい援えんは、主おもに好意的なものが多い。

「頑がん張ばってー！」「不利な魔ま法ほう使つかいなんだから、優勝狙っちゃって！」「俺たちの希望になってくれ！」

　という心温まる声援が広がる中で──

「結けつ婚こんしてくれー！」「是ぜ非ひ、俺の嫁よめに！」「愛しています！」

「えっと、勘かん弁べんしてください！」

「「「──ありがとうございました！」」」

　そんな発言をした奴らは、周囲のプレイヤーに即そく座ざにタコ殴なぐりにあっている、ついでに、ミュウも肩を回して、ウォーミングアップ中。

　ちょっと行ってくるね、って何しに行く!?　と俺が手を摑つかみ止める。ヒノやコハクたちにも宥なだめられていた。

　結局、その手の声援が消えるまでに少しの時間を要した。

　この間、セイ姉ぇは回復アイテムでフルにＨＰとＭＰを回復し、タクも装備を切り替えて相対する。

「タクくん、私が回復する瞬しゆん間かんを狙って攻こう撃げきすることもできたんじゃないの？」

「それじゃ観客が満足しないだろ？　今まで俺は逃にげ回ってたんだ。ここいらでカッコつけないとな。そう言うセイさんだって、二秒あれば、下級魔法の弾幕を作れるだろ」

　そう言って、不敵に笑うタク。

「やっぱり、勝負は、正々堂々と打ち勝つほうがいいよね」

　と微笑ほほえむセイ姉ぇ。

　タクは、普ふ段だん使いの長ちよう剣けんではなく、鉄色をした二本のロングソードだ。

　先に仕し掛かけたのは、タクの方だ。大きく一歩を踏ふみ出し、距離を縮めるための行動。だが、それに即座に反応し、魔法を打ち込むセイ姉ぇ。

　セイ姉ぇは、魔法職ダメージ・デイーラーであるためにミカヅチと同じく接近戦では戦うつもりはない。

　タクもミカヅチと同じように、スキルによる打ち返しや弾はじきを狙っている。先ほどの場面の焼き直しに思われたが──

「……魔法を斬きりやがった」

　放たれた氷槍を右手の剣で切り裂さき、続く水弾を左手の剣で霧む散さんさせるタク。

　俺には、何が行われたか分からないが、ミュウやその他魔法職の知り合いは、苦々しい表情で見つめている。

「タクさん、えげつないな。【蘇生薬】だけじゃなくて、あんなメタ装備で来るなんて」

「め、めた？　って何だ？」
















　俺の疑問にタクから目を離はなさないミュウが説明してくれる。

　それを真しん剣けんに聞く俺とライナとアル。

　メタ──特定のタイプや構成の相手を仮想敵として、有利に戦えるように選せん択たくすること。簡単に言ってしまえば、火属性が弱点の敵には、火属性の武器。風属性の攻撃を使う敵には、風属性に耐たい性せいのある防具。

　また、ＭＯＢの場合には、決まったルーチンワークが存在し、それに対する行動や思考、戦略的な対策などを総じて、メタな対策などと呼んでいる。

　最近だったら、ＰＫギルド【獄ごく炎えん隊】ギルドマスターのフレインの《殺さつ刃じん》スキルは、対人メタと言えよう。

　つまり、現在のタクは、魔法使い、特に、水属性の魔法使いに対してのメタ装備を用意してきているのだ。

「タクさんが使っているのは、多分だけど【封ふう魔ま（水）】とその上位の【封魔（氷）】の追加効果の武器だね。それに斬られると対応する魔法の効果が無効化されるって奴だけど……」

「だけど？」

「恐おそろしく入手が難しい。それに、付けた装備の耐たい久きゆう度が大おお幅はばに落ちるし、一つの属性にしか対応しないから長く使えない。文字通りのメタ装備」

　それを二本も用意するなんて、他に何を用意しているの。と呆あきれるように呟つぶやくミュウ。

　もしかしたら、俺からの【蘇生薬】の他にも今回使わなかったメタ装備やアイテムを用意しているかもしれない。

　そんな相手への対策を講じなければならないセイ姉ぇは、一いつ瞬しゆん驚おどろくがすぐに下級魔法での牽けん制せいは無む駄だと知り、取りやめる。

「驚いた。そんな対策をピンポイントでしてくるなんて」

「それだけセイさんを評価している。ってことだよ。俺も参加者全員の対策はできないからな」

「まぁ、そういうことにしておくわ。──《アクア・ウォール》！」

　タクの周囲を三角形に囲う三枚の水の壁かべ。それは、防ぼう御ぎよ魔法だが、敵の視界を狭せばめるために使われ、その陰かげに上級魔法を用意するなどの使い道を見せていた。

「それは、無駄っ！　でも、そうかよ！」

　左のロングソードで水の壁を斬り裂けば、その後ろに控ひかえる氷の壁にぶつかり弾はじかれる。

　ダミーの水壁へきで隠した氷ひよう壁へきに斬り付けさせることで武器が弾かれる。タクが慌あわてて左手のロングソードを引いて、右のロングソードで正面の氷壁を貫つらぬけば、小さな破片となって砕くだけ散ちる。

「……違ちがうんだよ。それもフェイクだ」

　観客席から見下ろす俺たちにはすべてが見えていた。

　セイ姉ぇは、水壁の包囲を生み出し、更さらに外側には氷壁、その更に外側に五本の氷柱つららを生み出していた。

　その他に、大小多数の氷槍そうが空中を旋せん回かいし、タクを狙ねらっていた。

　セイ姉ぇは、水と氷の二つの属性を扱あつかう。基本、水と氷は同じ系統だが、メタ装備の追加効果【封魔】は、派生を含めた一つ。

　そのため、セイ姉ぇは氷一つに絞しぼることでタクの左手のロングソードを無意味にした。また、水よりも質量のある氷を斬り付ければただでさえ耐久度の低い武器を破は壊かいできる可能性もある。そういう打算も働いたのだろう。

「それじゃあ、行くね！」

「っ!?　──《ショック・インパクト》！」

　ミカヅチと同じように魔法に対するスキルを武器に纏まとわせ、襲おそい来る多数の魔法を斬り裂いていくタク。

　回避の難しい氷柱つららは、右のロングソードで確実に破壊し、左のロングソードで最低限の魔法をセイ姉ぇへと打ち返す。

　打ち返され迫る氷ひよう塊かいの軌き道どうを魔法で逸そらすセイ姉ぇだが、逸らすことに集中力を割さき、タクを狙う魔法のコントロールに甘さが生まれる。

　タクは攻撃の手が弱まった氷の弾幕を捌さばき、最小限のダメージに留とどめるが、セイ姉ぇの攻撃は終わらない。

「ごめんね。いくらタクくんでも手加減はできないし、対策は想定済みなんだよね」

　そう言って、今度は杖つえを横に振ふるう。その動作に合わせて待機させていた氷柱の一本が砕けて、拳こぶし大の氷が多数タクに殺さつ到とうする。

　一度に幾いく十と砕けて飛んでいく氷の散さん弾だんがタクに殺到し、体の各所にぶつかり動きを止める。そこを狙って、残りの氷が一いつ斉せいに集まる。

「やべっ──【マインド】！」

　インベントリから引っ摑んだ魔法防御のエンチャント・ストーンを使い、回避や迎げい撃げきを諦あきらめ、武器を交差させて防御するタク。

「噓うそっ!?　これを耐たえるの!?」

「うおおおおおっ！」

　魔法防御力を上げたタクは、右のロングソードで氷の追つい撃げきを壊して凌しのぎ、声を上げてセイ姉ぇに突とつ撃げきする。

　あと少しでセイ姉ぇの所に辿たどり着つくというところで。

「でも、一歩遅おそかった。──《メイルシュトローム》！」

　タクは、足元から発生した渦うずの中に巻き込まれた。大型の洗せん濯たく機きも真っ青な錐きり揉もみ回転によってタクは、洗い流されている。

　あれは、酔よいそうだ。と言うよりもあれだけ回転すればタクの汚よごれがよく落ちそうだな。と場ば違ちがいな考えが俺の頭を過よぎる。

　これで勝負が決まった。そう思っていた。

　渦の中で力なく回るタクは、一いつ瞬しゆんだけ力を取り戻もどし、水の中で剣けんを構えた。

　錐揉みから体勢を立て直したタクが、左のロングソードを振り抜ぬき、渦を切り裂き、飛び出す。

「はぁぁぁっ！　──《パワー・バスター》！」

　咄とつ嗟さに、下がって魔法で迎撃しようとするセイ姉ぇだが、その前にタクの二本のロングソードが振るわれる。タクは空中からの落下の勢いと腰こしの捻ひねりで左に体を回し、右のロングソードを振り抜き、セイ姉ぇを袈け裟さ斬ぎりにした。

「セイ姉ぇの負け？」

　だが、両者共に動かず。そして──




『ドロー！　ドローだ！　プレイヤー全ぜん滅めつによる、勝者なしのドローだ！』




　マギさんの実じつ況きようが会場に響ひびき、タクとセイ姉ぇが同時にフィールド外に排はい出しゆつされる。

　実況解説の役目も忘れて見入っていたマギさんの声が呼び水となって会場が沸わき立つ。まさかの全滅。何が起こったのか分からない観客に対して、すぐに編集された動画による解説が入る。

『どうやら、タク選手は、あの渦の中を耐え続けて、最後に渾こん身しんの一いち撃げきであるアーツ《パワー・バスター》を放ったようです。一方、セイ選手は、今まで滞たい空くうさせていた氷塊をタク選手の背中から当てての挟きよう撃げきに出た。それによる同時ノックダウン。実に素晴らしい戦いでした』

　これでイベントの大きなプランの殆ほとんどは消化され、会場は余よ韻いんに満ちている。

　先ほどの戦い。様々な感想が場を満たし、多くの感動を与あたえた。

　タクの、特定の防御に特化させ、捨身も加味した対応策。そして、多た彩さいな魔法を使って相手を追おい詰つめたセイ姉ぇ。二人の凄すごさがジワジワと押し寄せてくる。

　ＰＶＰが終わり選手たちが思い思いの場所に移っていく。先ほど激しい戦いを最後に繰くり広ひろげた二人が来る場所は、自然と注目が集まっている。

「まさか、あそこで渦の中から抜けて来るなんて思わなかった。タクくんには、驚かされたわね。渦で拘こう束そく中に、氷塊で押しつぶしておけばよかった」

「俺としては、抜け出した後に、直接攻撃じゃなくて、武器の投とう擲てきを選んでおけばよかったと後こう悔かいしているよ。いや、反省だ」

　和なごやかムードのセイ姉ぇと幼おさな馴な染じみのタクの会話内容が容よう赦しやない互たがいの仕留め方であることに戦せん慄りつしつつも俺は、二人を迎むかえる。

「セイお姉ちゃん、タクさん。お疲つかれー！　こっちにお菓か子し用意しているよ！」

　ミュウが呼び寄せる観客席の一部でそのままセイ姉ぇとタクを加えて、参加者一同による大反省会が始まる。

　ライトなゲームユーザーの俺とライナとアルは、話についていけないので早々に意識をお菓子に逸らす。タクと関わりたくないエミリさんや無関心なレティーアもお菓子のほうに集まっている。そして、タクはエミリさんの正体に気がついていない。

「ああ、何か謎なぞ言語で話されている」

「まぁ、私たちは私たちで別の話をしましょう。そういえば、ユンくんは忘れていないよね？」

「忘れている。って何を？」

「ユンさん、トトカルチョで『全滅』に賭かけていたでしょ」

　ライナがジト目で、忘れてたの？　という冷たい視線を送って来るので、あっ、と情けない声を上げて思い出す。

「最低掛かけ金きん、１００Ｇで確か七千倍だから……70万Ｇ」

　ぽつりと呟く金額にライナとアルは、目を輝かがやかせるが、俺としては、まぁ、臨時収入ラッキー程度だ。特に何か感かん慨がい深ぶかいものがあるわけでもないし。強しいて言えば──

「貯金だよなぁ。やっぱり」

　俺のポツリと呟いた一言に、夢がない、とでも言わんばかりの白い目を向けてくるライナとアルに俺は狼狽うろたえる。

「な、なんだよ、その目は──」

「いや、ユンくんらしいと言うか。なんと言うか」

　そう言葉を濁にごすエミリさん。はっきり言ってくれよ！　と抗こう議ぎの声を上げようとしたが、観客席に近づいてくる一人のプレイヤーに目が向く。

「あっ……ミカヅチだ」

「ＰＶＰお疲れさん。一応、イベントの目玉企き画かくは終わったな」

　近づいて、軽い挨あい拶さつをしてくるミカヅチをセイ姉ぇたちが迎える。

「ミカヅチ。今までどこに行ってたの？」

「いや、みんなに声を掛けてたんだよ。やっぱり、あのフレインの挑ちよう発はつを真っ向から買う奴やつらが多くて時間の調節に手間取った」

　みんなには伝わったのか、意味深な笑みを深めるミカヅチ。

「よし！　イベントの後夜祭！　ＰＫ狩がりとレイドクエストの攻こう略りやくに行くから準備しろよ！」

「ちょっと、待て！」

「ちなみに、嬢じようちゃんは、強制参加な！」

「既すでに俺の意志は無視して計画されてる!?」

　そんなに急いでやるものか、と思うが、ミカヅチは俺のために説明してくれる。

「今は、【フォッシュ・ハウンド】と【獄ごく炎えん隊】がエリア占せん拠きよしている状態だ。すんなり通してはくれない。だから、それに対たい抗こうできる人数を集めなきゃいけない。あのフレインの宣言の直後が一番集まったんだ」

　ここまでが前提条件と一度言葉を区切る。

「次に、あまり長くエリアを占拠されるデメリットは、クロの字から聞いてると思うが」

「ああ、確か、【蘇そ生せい薬】の素材独どく占せんの可能性やレイドクエストの独占って……長期的にはデメリットになるって」

「だから、人が集まっていて、短期で決着をつけられる今夜がベストなタイミングなんだ」

「理由は分かった。けど、俺が参加する理由にはなっていないだろ」

　不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせれば、忘れたのか。と溜ため息いきを吐つかれる。

「嬢ちゃんは、レイドクエスト発動の鍵かぎになる【言語学】のセンスを持っているだろ？　クエストの条件を満たせるプレイヤーがいないと計画自体始まらないんだ。同じセンス習得者のクロの字は、イベントの事後処理で忙いそがしい。なにより、クエスト発見者の一人がいないと締しまらないだろ」

　そう言って、俺の参加決定を告げてくるミカヅチ。一応、いつかは受けるつもりでいたために準備は進めていたが、いきなりだと少し戸と惑まどう。

　俺が、助けを求めるようにエミリさんに視線を向けると、少し悩なやむような素そ振ぶりを見せて頷うなずいてくれる。

　時間も残り少ない。早く準備を進めないと。




　　　　●




「エミリさん、クエスト手伝って。タクと一いつ緒しよだと嫌いやかもしれないけど、お願いします」

「本当に私でいいの？」

　仮面の下の表情は分からないが、きっと眉まゆ尻じりを下げているだろう。

　そして、なんで女の子よりもか弱い感じで頼たのむのよ。これじゃ断れないじゃない、という小さな文句は、頼んでいる俺の耳には届かない。

「戦力的には、レティーアも連れて行けるでしょ？」

「いや、本人興味なさそうだから。それに双ふた子ごを……」

　レイドクエストにライナとアルは連れて行けないということは、本人たちが重々承知しており、参加したいなどということは口に出さない。そんな彼らをレティーアが連れて、残りのイベントを楽しむぞ、と表情を余り変えずに高々と拳を振り上げて去って行った。

　あれはレティーアなりの気き遣づかいなのだと思うと、申し訳なく感じる。

「タクと一緒だと嫌かもしれないけど、お願いできる？」

「一応、興味があるから引き受けるわ。知り合いがいると私も心情的に安心できるから。ただ、戦力はあまり期待しないでね」

「大だい丈じよう夫ぶ。俺なんて戦力として数えられてないから」

「その考え方はどうなのよ」

　俺の自己評価にエミリさんがジトっとした視線を向けてくるが、すぐにそれを止やめて、互いに頑がん張ばりましょう。と言ってくれる。

　エミリさんが引き受けてくれたことで、ほっと胸を撫なで下おろす。

「それで、時間がないんでしょ？　準備はどうするの？」

「装備は、クロードとリーリーが間に合わせてくれるはず。後は、消しよう耗もう品も【アトリエール】から持ち出せばいいけど──」

　俺は、自身のセンスを確認して、戦闘用に組み替かえる。
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【弓Ｌｖ38】【長弓Ｌｖ11】【鷹たかの目Ｌｖ50】【速度上じよう昇しようＬｖ28】【看破Ｌｖ13】【魔法才能Ｌｖ44】【魔ま力りよくＬｖ48】【付加術Ｌｖ22】【調薬Ｌｖ28】【言語学Ｌｖ18】

控ひかえ

【錬金Ｌｖ32】【合成Ｌｖ33】【彫ちよう金きんＬｖ２】【泳ぎＬｖ13】【生産の心得Ｌｖ34】【調教Ｌｖ８】【地属性才能Ｌｖ19】【料理Ｌｖ26】








　どうやら、昨日の夜間強行とＰＫとの戦闘でレベルが上がったのか、【鷹の目】が成長に必要なレベルに達し、成長先が生まれている。

　ターゲット能力と暗視能力に特化した【鷹の目】のセンス。その成長先の【空の目】が選択可能だ。

　自分の所持センスの中で一番レベルが高く、レベルによるステータス上昇があるが、ここで成長させると、【空の目】レベルが１になってレベルのステータス上昇がなくなる。

　ステータスを重視するなら、そのままで挑いどむ方がいいだろう。

　センスのスキルや自動能力を期待するなら、成長させればいい。

「うーん」

「どうしたの？　急に唸うなり出して」

「いや、その……成長できるセンスがあったからどうしようかと」

　エミリさんに相談したが、何か難しい質問をしたのか、黙だまってしまう。

　これが、派生センスならば、迷わず取得して、【弓】と【長弓】のように、二重で装備する。などの方法も取れるのに。

「それでユンくん。成長先のセンスには、どんな説明があるの？　基本、成長センスは、成長前のセンスの上位互ご換かんだから、新しい能力やスキルの扱あつかいにも因よるわ」

「えっと、【鷹の目】の成長先は、【空の目】ってやつかな」

　消費ＳＰ３で取得できる【空の目】は、視認範はん囲いの拡大とターゲット能力の兼在だ。

　ただ一点、新たに【空間ゾーン】という特とく殊しゆスキルが追加された。

　単独では発動せず、他のスキルと組み合わせることで効果を発揮するスキル。

　説明文には、発動する単一効果スキル・魔ま法ほうの対象拡大スキルとある。

「だけど、使い勝手がいいかどうか、実際に使ってみないとわからないんだよな」

　説明文には使い勝手がよさそうに書いてあっても、実はハズレなどというのは沢たく山さんある。

「ううっ！　こうなれば、男は度ど胸きようだ！」

　俺は、ＳＰを消費して、【鷹の目】を【空の目】へと成長させた。

「【空の目】のセンスは聞かない情報よね。今まで未到とう達たつセンスもしくは、センスの情報を公開していないのかもしれないから、誰だれかに聞くこともできない。どうするの？」

「エミリさん、時間までセンスの検証手伝って……」

　男は度胸は、どこ行った。と弱々しく助けを求める俺に呆あきれたように溜息を吐き出すエミリさん。

「まずは、基本的な使い方や思いつくやり方をやってみて」

「わ、分かった。《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック！」

　俺は、エミリさんを視認した状態で、攻こう撃げき力上じよう昇しようのゾーン・エンチャントを使用する。

　同時に施ほどこされるエンチャントは、通常のエンチャントと同じであり効果も、同等だ。

　問題点として、スキルの待機時間デイレイ・タイムがエンチャントよりも長くなる点とＳＰの消費量が跳はね上がる点がある。

　何度か繰くり返し分かったことを、エミリさんに伝える。

「えっと、俺一人でもエミリさんと一緒でもＳＰの消費量は変わらないかな？　かなり増えたけど」

「そうなるとパーティーメンバー個々にエンチャントを使う方が消費量は少なくて楽？」

「そうだな。後は、短い時間に一度に使えないから実質一種類しか使えないかも。もう少し調べたいかな。エミリさん」

「分かったわ。的ならこの子たちで良いわね。──《召しよう喚かん》」

　そう言って、投げる核かく石せきは、昨晩も見たエミリさんの合成ＭＯＢであるウッド・ドールが十五体。それからスライム系ＭＯＢ十五体が呼び出される。

　ＭＰを消費せずに使い潰つぶせる合成ＭＯＢの正しい使い方だと思いながら、エミリさんの用意してくれた的に向かってエンチャントを使う。

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──ディフェンス！」

　俺とエミリさん、呼び出された合成ＭＯＢたちへのエンチャント。ターゲットに指定した数は、レイドクエストとほぼ同数の約六パーティー分だ。

　だが、何も起こらない？

「──あ、あれ？」

　ＭＰだけ全て吸い取られ、エンチャントが不発に終わる。

「一回のエンチャントが不発でＭＰ切れって……」

「なら、詳くわしく調べましょう」

　一度、エンチャントの効果が切れるのを確認して、再度エンチャントを使う。

　その結果、いくつかのことが分かった。

「消費ＭＰは、六人以上で加速度的に増える」

「けど、スキル再使用のための待機時間デイレイ・タイムが、人数によって変わらないのは利点ね」

　それは、慰なぐさめなのだろうか？　と首を捻ひねる。

　基本となるスキルの10倍が消費基準であり、ある一定を超こえると加速度的に消費量が上がる。エンチャントの場合、ＭＰ満タンの状態で十人同時が限界だ。

　それ以上を求めると不発に終わる。

　また、それは攻こう撃げき魔ま法ほうでも同じことだった。

　最下級の《ボム》でも八発が限界であり、同時爆ばく破はしたとしても、所しよ詮せんは最下級魔法だ。

　スライムはギリギリだが、ウッド・ドールは生き残り、連鎖ボーナスによりダメージを多く受けている個体でも倒たおれるまでに至っていない。

「一度に相手に出来る数としては、十分だけど、セイさんの弾だん幕まくを見ると見み劣おとりするわね」

「だよな。やっぱり」

　ＭＰ消費効率で考えると非常に悪い。ボムの場合は再使用により待機時間デイレイ・タイムが長いためにＭＰポーションを湯水のように使うのも一つの手だが効率が悪い。

　対象ごとにボム一発ずつ。これなら、セイ姉ぇのように【遅ち延えん】センスによる複数の魔法をストックしてからの一いつ斉せい掃そう射しやのほうがまだ効率が良いし攻こう撃げき力が高い。なにより【遅延】で保持し続けるかぎりＭＰは消費するが、それに比べても効率が悪い。

　相当密集した状態なら同じタイミングで発動し、連鎖ダメージを稼かせぐ使い方もできるが、限定的過ぎる。

「こうなると、レイドクエストでは【空の目】との複数エンチャントって使い方だけを運用した方がいいかもな」

「あとは、エンチャントが切れる時間よりも待機時間デイレイ・タイムの方が短いから、その間に二、三回くらい通常のエンチャントを掛かけることはできそう」

「確かに。エンチャントの単体使用ならかなり短い待機時間デイレイ・タイムで済むね」

　今はまだ【空の目】のレベルが低いが、レベルが上がれば、多少は改善され、余よ裕ゆうが生まれる可能性もある。

「結局、俺には、攻撃性はないのか。まぁ、残りの時間でできる限り【空の目】のレベルを上げよう」

「分かった。なら、私は、スリープ状態にして、一度休きゆう憩けいを取るわね。その間、合成ＭＯＢたちを相手にしていればいいわ」

「ありがとう、エミリさん」

　そう言うと、エミリさんの体から意識が抜ぬけ落ちる。無事、ログアウトできたようだ。

　それを守るように配置されたウッド・ドールと、俺の目の前に並ぶスライムたち。

　一度、ログアウトしたエミリさんを待っている時間は、ＰＶＰの観戦や連日のごたごたで構えなかったリゥイとザクロを呼び出して、構い倒す。

　二体の召喚でＭＰの最大値を取られて、《空間付加ゾーン・エンチヤント》の最大同時人数が八人にまで減るが構わない。スキル使用の長い待機時間デイレイ・タイムを待つ間に二体を構いつつ、エンチャントを繰り返す。

　低レベルであるためにレベルが上がりやすく、エンチャントの効率が僅わずかばかり上昇した。具体的に言えば、消費ＭＰと待機時間デイレイ・タイムの微び減げんといったところだ。ないよりマシ程度の効果を感じつつ、エミリさんが戻ってくるのを待つ。

　俺を含ふくめて一部のＭＯＢたちが、赤、青、黄色などとエンチャントのオーラを同時に纏まとう不思議な光景が見られるだろう。なんか、デジャブを感じるが気のせいだと思う。

　しばらく、頭の中を空っぽにしているとふと言葉が漏もれる。

「なぁ、リゥイ、ザクロ。俺ってレイドクエストやれるかな？」

　俺の膝ひざに頭を載のせて目を閉じているリゥイと不思議そうに首を傾かしげるザクロ。まぁ、誰かに聞かれているわけではないのだから、好きに言葉に出そう。

「ミカヅチには、ベストなタイミングだって言われるし、きっとみんなには、俺が必要って言われるだろうけど、多分【言語学】要員としてなんだよな」

　きゅー、と可愛らしい鳴き声をあげるザクロの喉のどをくすぐるように撫でれば、身を捩よじるようにしてころころと転がる。その姿に、くすっと自然な笑みが零こぼれる。

「ミュウもリベンジのために自分のレベルアップを図はかっていた。タクだって色々な対策を考えている」

　ミュウや、タクだけではない。セイ姉ぇやルカート、トウトビ、ミカヅチも、自分のレベルアップを図り、ＰＶＰでプレイヤースキルを磨みがいている。

　また、同時に起きたＰＫ騒そう動どうをマギさんやクロード、リーリーも鎮しずめようと動いている。

「【付加術】や【言語学】以外にも、何かもっと役に立ちたいよ」

　はぁ、と溜ため息いきを吐つく。全く、上を見たらきりがない。と呟つぶやく。俺がふと目を伏ふせると膝枕まくらで寝ていたリゥイとザクロがさっと俺から離はなれる。どうしたと言うのか？　そして、俺の周りに影かげが差し込み……

「ユンお姉ちゃん。いや、お兄ちゃん。しっかりしないと！」

「ぐえっ！　ミュ、ミュウ!?」

　背中を思いっきり叩たたかれて、変な声を出してしまう。

　慌あわてて後ろを振ふり返り膝を立てると、ミュウが俺の顔を両手で挟はさむようにして捕つかまえ、額が付くかと思うほどの近くで真っ直ぐに見つめてくる。

「何か面白いことやってる！　って聞いて来てみれば、一人で弱気になってどうするの！」

「いや、面白いことやってるつもりないんだけど……」

　あれ？　俺の【空の目】のレベル上げのための《空間付加ゾーン・エンチヤント》の反復使用って奇き行こう扱あつかいなのか。

「私のお兄ちゃんは、確かに一人だと弱い！　弱よわ腰ごし、逃にげ腰だけど！」

「なぁ、泣いていいか？　それとも怒おこるべきか？」

「私たちが無茶する時は、助けてくれる！　何時でも待ってくれる、背中を押してくれる！　助けてくれる！　だから──」

　笑顔を向けられる。自信満々なミュウの笑顔。

「背中を預けて、前だけ向いて戦える。だから、私は、ユンお兄ちゃんが絶対に私たちの背中を支えてくれるって信じてる」

「……ミュウ」

　背中を守るのは戦う奴やつら同士が互たがいにやる。でも背中を支えるのは、俺の役目か。

　全く、サポートメインのキャラクターが弱気になってどうする！

　攻撃力などないことは、分かり切っている。

　だから、俺だけができることをしよう。

「ありがとう、ミュウ。俺ができることをやってみるよ」

「それに、ミカヅチさんが言ってた！　レイドクエストが終わった後にユンお姉ちゃんが居ないと宴えん会かいの肴さかなが足りなくなる、って」

「台無しだよ！」

「ぷっ、くくくっ……。ユンくん、押されているね」

「え、ええっ!?　何い時つからそこに!?」

　がばっとミュウから距きよ離りを取れば、今までスリープ状態だったエミリさんがいつの間にか戻もどっていた。

「ログインしたら、ユンくんが弱よわ音ねを吐いているから黙だまっていた。珍めずらしいものを見れたよ」

　仮面とボイスチェンジャーを着けたエミリさんを睨にらみつけるが、ごめんね、と軽く謝られて怒るに怒れない。

「それじゃあ　私は、ユンお姉ちゃんを連れて休憩するんで、また後のクエストで会いましょう！」

「そうだね。十分英気を養ってくるといいよ」

　ミュウに引っ張られるようにして、エミリさんのいる場所から連れ出され、ログアウトさせられる俺。

　クエスト参加のための集合時刻まで心を落ち着けながら、時間を過ごしていく。







　　　六章　亡ぼう霊れい狼おおかみとＲレイドクエスト







　待ち合わせ場所は、町中央のポータルの設置されている広場。そこに、俺が一いつ緒しよにログインしたミュウと共に現れた時、既すでにレイドクエストの参加予定のプレイヤーの殆ほとんどが集まっていた。

　見知ったプレイヤーや知り合いと話している見知らぬプレイヤー。互いに接点の少ないプレイヤーは、連れん携けい方法やアイテムの最終確認を行っている。

　俺もセンス確認するが、変へん更こうしたばかりの【空の目】は、微び々びたる練習で１しかレベルが上がっていないことに溜ため息いきを吐つく。

「ユンお姉ちゃん、なに溜息吐いてるの！　これからだよ！　これから」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ」

「それじゃあ、私は、みんなに挨あい拶さつしてくるね！」

　そう言って、俺の許もとからプレイヤーたちの集まる中に飛び込んでいくミュウ。そのアクティブさが、正直羨うらやましいと感じる一方で、どこかから遠巻きに見られているような気がする。

　レイドクエストに参加するプレイヤーは──

　ミュウ、ルカート、トウトビ、ヒノ、リレイ、コハクの六人パーティー。

　タク、ガンツ、ケイ、ミニッツ、マミの五人パーティー。

　セイ姉ぇとミカヅチ。そしてギルド【ヤオヨロズ】の精せい鋭えいメンバーが十二人、二パーティー。

　遊軍となる臨機応変に必要とされるタイプの戦せん闘とうプレイヤーがソロで五人参加。

　最後に、俺とエミリさんの二人。

　──合計三十名。五パーティーが今回のレイドクエストに参加する。

　構成としては、メイン火力となる魔法職ダメージ・デイーラーと壁役タンカー、回復役ヒーラーの比重が多い。

　壁役と言えば、知り合いのケイは、昼間のＰプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤーでは、殆ど活かつ躍やくを見せなかった対人戦用の装備から、ラージシールドとショートソードの防ぼう御ぎよ重視の装備に切り替かえている。

　またケイが中心となって各ポジションのリーダーと、前衛プレイヤーとの連携や全体の陣じん形けい、後衛の攻撃タイミングなどを綿密に話し合っている。

「凄すごいだろ。ケイの奴」

「うん？　タクか。ああ、なにやってるのかさっぱりだけど」

　ただ呆ぼう然ぜんと眺ながめているが、何か非常に安心感のある雰ふん囲い気きが壁役のプレイヤーたちから感じられる。

「ああやって、ユンを含む後衛のプレイヤーたちを守ることに特化しているんだ。それに、全員がＰＶＰで連携訓練をしているから、即そく席せきでもかなりの安定感のある守りが見られる」

　きっと見物だろうな。と子どものように笑うタク。

「お前は、前衛で見れないだろ。代わりに俺がしっかり後ろ姿見ておくよ」

「ああ、頼たのんだ。今回のレイドクエスト攻こう略りやくは、俺たちの雪せつ辱じよくを晴はらす戦い。俺も全力でいく」

　そんなの宣言しなくたって分かっている。と無言で頷うなずく。

　そうこうしている間に参加予定のメンバーが定刻通りに集まり、その中心であるミカヅチが音おん頭どを取る。

「今回のレイドクエスト攻略は、複数パーティーの合同だ。参加理由はそれぞれだろう。

　クエスト発見者として、大型クエストに期待する者たち、占せん領りようされたエリアにいるＰプレイヤー・Ｋキラーたちに雪辱を果たすために居る者もいる。今回のクエスト攻略には、普ふ通つうの攻略以外にも色んな意味がある。その先にあるクエスト報ほう酬しゆうが気になる奴もいるだろう。まぁ、それに期待するのも良いが、その前にボスを倒たおさなきゃならん」

　ミカヅチの冗じよう談だん交じりのクエスト開始宣言に、苦笑を浮うかべるが、言葉が途と切ぎれた瞬しゆん間かん、全員が真しん剣けんな表情を作る。

「色々と言いたい事があるが、そういう長ったらしいのは嫌きらいだ。だから──行くぞ！」

「「「──おうっ！」」」

　ノリの良い男性陣じんは、大きく掛かけ声を合わせ、声を上げる。

　俺は、それを頼もしく思いながら眺め、エミリさんと別のポジションも配置されて、移動を開始する。

　桃とう藤とう花かの樹きの近くの廃はい村そんまでポータルで転移し、村長の家の地下へと俺と数人が入り込み、クエストを発生させる。





──【Ｒクエスト・桃藤花の巨きよ狼ろう討とう伐ばつ１／３】──

要かなめ石いしを壊こわせ。──０／７






　クエスト発生と共に、要石のポイントにレイドクエスト参加者たちが移動して、次々と要石を破は壊かいしていく。

　だが──

「待ってたぜ！　お前たちのような奴らが来るのをなぁ！」

「ちっ！　やっぱり、そう簡単にクエストは受けさせては貰もらえないか。全員、応戦しろ！」

　要石の周辺は、戦闘エリア。この周囲にいたＰＫたちが集まり、俺たちに武器を手にして向かってくる。

　ミカヅチの掛け声と共に応戦を始めるレイドクエスト参加者。最初から簡単には、クエストを通してくれるとは考えていなかった。

　精鋭プレイヤーが集まり、返り討うちにする中で、ＰＫたちは、数で対たい抗こうしていく。じりじりと包ほう囲い網もうを作り上げ、こちらを囲って、全力で妨ぼう害がいしてくる。

「ここを通りたければ、俺たちに一度キルされるんだな！　それと消しよう耗もう品も置いていけ！」

　と、追おい剝はぎや盗とう賊ぞくみたいな台詞せりふを口にする。

　こちらは、参加者全員が危機感を抱いだいておらず、鬱うつ陶とうしそうに近くから襲おそってくるＰＫたちを返り討ちにしていく。

　次第に、討ち取られるＰＫたちの数が増え、元々士気の高くなかったＰＫたちが逃にげ腰ごしになり始める。まぁ、彼らだってリスクを負っているんだ。勝てない相手に喧けん嘩かを売るより勝てる相手で経験値を稼かせぐ方が得策だろう。

　だが、まだ包囲網は維い持じしており、一部の強いＰＫたちが俺たちと拮きつ抗こうしている状じよう況きようで変化があった。

　包囲網の外側からＰＫたちの悲鳴とプレイヤーの怒ど号ごうが聞こえる。

「ミカヅチの姐ねえさん！　遅おくれ馳ばせながら、参上しました！」

「姐あね御ご！　ポータル登録してない奴やつらを連れてくるのに手間取りました！」

「お前ら！　──このエリアの解放を任せる！　占せん拠きよしているＰＫたちを排はい除じよして回れ！」

「「「──押お忍すっ！」」」

「クエスト参加者は私に続け！　一点突とつ破ぱで抜ぬける！」

　ミカヅチの掛け声で一気にＰＫたちの包囲網を切り裂さき、突つき進む。だが、それを阻そ止しするように正面に待ち構える十二人のＰＫ。

　中には見知った顔が数人いた。一人は、【獄ごく炎えん隊】のギルドマスター・フレイン。そして、イベント初日のＰＫ騒そう動どうで俺たちがやり合ったやり手のＰＫだ。

　他にも【フォッシュ・ハウンド】の幹部ＰＫたちが並んでいる。

　好こう奇き、警けい戒かい、敵意と全く異なる感情を視線に込める中、フレインが一番にミカヅチに声を掛ける。

「よぉ、俺らを討ち取りに来たのか？」

「まさか。クエスト受けに来ただけだよ。だから、邪じや魔まはしないでくれよ。ボウヤたち」

　フレインとミカヅチのやり取り。

　ミカヅチの挑ちよう発はつ的な発言に、他のＰＫたちがざわめくが、話しているフレイン本人は、面白そうに笑っているだけだ。

「じゃあ、その用事が終わったら相手してくれるのか？　三度目の決着だ」

「クエストでレア装備が手に入ったら、今度こそ決着着けようか。真っ先に実験体になる覚かく悟ごがあるならな」

「そりゃ面白い。じゃあ、手出しはしない。行ってくればいいさ」

　フレインの一言に他の多数のＰＫたちが沸わき立つ。

　この場で倒せ、仲間のＰＫを呼び寄せれば数では有利、態わざ々わざ通す必要はない、と言っている。事実、ここを通すメリットは、ＰＫギルド側にはない。

　だが、フレインは、つまらない物を見るような無機質な目で他のＰＫたちを見ている。

「こんな大人数で囲んで戦うことに俺たち【獄炎隊】はメリットを感じてねぇんだよ」

「なっ!?」

「だからな。ここからは──大乱らん闘とうだ！」

「行くぞ。ユン！」

　タクの声に従い、フレイン側のＰＫたちの脇わきを抜けていく。

　俺たちに背を向けて壁になり、同じＰＫたちと対立し始めるフレイン。

　俺は、去り際ぎわにフレインを一いち瞥べつする。

　そこでは、ＰＫギルドのギルマス同士が言い争っていた。

「同じＰＫギルドのギルドマスターのお前が俺たちに何な故ぜ、武器を向ける！」

「そんなの決まってんだろ！　俺は戦いたいんだよ！　てめぇらみてぇな。小物と手を組んだのも、強い奴と戦うためさ！　俺が欲ほつするのは、血沸わき肉躍おどる戦いだけさ！」

「狂くるってやがる。ＰＫがレベルを上げるには、リスクを減らして、適した相手を襲っていくしかないだろ！」

「見解の相そう違いだな！　【獄炎隊】は、戦闘バカの集まりなんだよ！　元々、お前らのやり方が気に入らねぇ。だから、最後に俺の経験値になりやがれぇ！」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべ【フォッシュ・ハウンド】の幹部ＰＫの一人を斬きり伏ふせるフレイン。

　こちらの視線に気がついたのか、一いつ瞬しゆんだけ目が合い、フレインが唇くちびるだけで言葉を伝えようとしてきた。

　読どく唇しん術じゆつはできないが、何を伝えようとしたのか、要石へと急ぎながら唇の動きを思い出し、言葉を探さぐる。

　そして、見つけた言葉は──『ま、つ、て、や、る』

　──待ってやる。ミカヅチの強化を望むのだから、本人はやはり戦闘狂バトルジヤンキーのようだ。

　また、ミカヅチがレイドクエストで強化するのなら、自分はここで邪魔なＰＫたちを排除して自身のレベルアップに繫つなげる。そういうフレインの考えが見て取れる。

　そして、フレインにその場を任せて、俺たちは、要石を回りクエストを進める。

　全ての封ふう印いんを解き、桃藤花の樹に近づけば、今まで襲って来ていたＰＫやそれと対たい峙じするプレイヤーたちは、周囲から消え、樹の前に辿たどり着く。

　月は、赤く染まり、その中で桃もも色の花が存在感を示している。

　目の前に聳える樹を皆みんなが見上げる中、地面より出現するスケルトン・ライダーたちによる洗礼が始まる。

「壁役の十名は、後衛を守れ！　魔法職ダメージ・デイーラーは、壁役の後ろから攻こう撃げきを放て！　回復役は、安全マージンを取りつつ、全体のＨＰ管理を！　前衛は私に続け！」

「今度こそ、倒して見せる！」

「ミュウちゃん、あんまり突とつ出しゆつし過ぎるなよ」

　ミュウとタクがそれぞれ、スケルトン・ライダーに向かって走り出し、同じ前衛の役割を持つガンツ、ルカート、トウトビ、ヒノたちがそれぞれ連れん携けいを取って、戦う。

　前回のスケルトン・ライダーの洗礼とは違ちがい、今回の戦いは、出現する敵全てとの全面衝しよう突とつの様相を呈ていしている。

　俺たちの数に合わせて、襲ってくる数が変化するスケルトン・ライダー。

　前回と同じように、武器持ちの通常スケルトンたちが包囲網を構築し、迫せまって来る。だが、こちら前回とは勝手が違う。パーティーの壁役が横一列に並びその侵しん攻こうを阻はばんでくれる。

　壁役の盾たての隙すき間まから武器を突き出して、スケルトンたちを光の粒りゆう子しに変えていく。それでも、抜けた穴を埋うめるように次から次へとスケルトンが殺さつ到とうする。

　また、精せい鋭えいのスケルトン・ライダーは、狼ろう騎き獣じゆうの機動力で壁役を迂う回かいするが、ミカヅチたち前衛が、複数人で取り囲んで確実に討ち取っていく。

「私たちも行くよ。──《アイス・ランス》！」

　セイ姉ぇを始め、コハク、リレイ、マミたち魔法職の魔法が尾おを引き、スケルトンの密集地に突き刺ささる。魔法職は、前回存在を確認できなかった魔法を使うスケルトン、スケルトン・マジシャンを仕留めるべく、壁役の頭あたま越ごしに魔法を放っていく。

　そして、俺たち回復を含ふくむサポート要員は──

「魔法を使うスケルトンまで居たのかよ。魔法の攻撃も壁役に集中する。なら、《空間付加ゾーン・エンチヤント》──マインド！」

「ケイ、その調子で戦線の維持を頑がん張ばりなさい！──《ラウンド・ヒール》！」

「分かっているさ、ミニッツ！　──《コーリング・シールド！》」

「「「──《コーリング・シールド》！」」」

　俺とミニッツは、範はん囲い回復魔法と範囲魔法防ぼう御ぎよエンチャントを施ほどこした。一方ケイを含む壁役たちが盾を打ち鳴らし、音を反はん響きようさせる。

【盾】系スキルである《コーリング・シールド》はヘイト値を高める効果がある。敵の攻撃をより自身の側へと引きつけることができる。

「凄すごい。これが複数パーティーでの戦い方……」

「ええ、連携の取れた戦い方ね」

　初めて見る戦い方に感動を覚えると共に、敵後衛のスケルトン・マジシャンを狙ねらって、俺は弓矢を撃うつ。

　俺の傍そばに立って貰っているエミリさんも連接剣けんを振ふるい、左右から押し出されるように抜け出してくるスケルトンを討ち取っていく。

　終始、スケルトンたちとの戦いの主導権を握にぎり、圧あつ倒とうしていく俺たち。目立ったダメージなどは、なかった。

　そして、ある一定数を倒たおすと、スケルトンたちが引き始め、樹へと至る場所を開けるように左右に分かれる。

　が、今までのは、前座に過ぎなかった。





──【Ｒクエスト・桃藤花の巨きよ狼ろう討とう伐ばつ３／３】──

桃藤花の巨狼【ガルムファントム】を倒せ。残り──０／１






　ここから始まる──本当のレイドクエストが。




　　　　●




　真のレイドボス・ガルムファントムが現れた。

　以前と同じように噴ふき出るガスが固まり、巨狼の姿を取る。

『主ぬしらか、我われの要石を壊こわしたのは……』

　全く同じ台詞せりふ。これは、決まったシナリオ通りに喋しやべるＡＩだから仕方がないが、まるで歯し牙がにもかけないと言外に言われているような気分になる。

　じろりと睨にらみつけてくる巨狼との二度目の対面。緊きん張ちようから唾つばを吞のみこむ。負けたショックを思い出さないか心配になり、巨狼から視線を外して、ミュウを見る。すると、僅わずかに肩かたが震ふるえている。

　だが、その震えは、恐きよう怖ふや動どう揺ようのような負ふに起因するものではない。現に、巨狼を見上げる瞳ひとみの意志は強く、白い歯を見せて、今にも跳とびかかって行きそうなほど楽しげな表情を作っている。

　そんな自分を抑おさえ込んで、うずうずしている様子は、子どもみたいだと思ってしまう。

　ミュウだけじゃない。タクや、同じように初のレイドクエストに武む者しや震ぶるいして、戦せん闘とうを楽しみにするプレイヤーも何人か見られる。こういうゲーム好きを、愛すべきゲーム馬ば鹿か、と言うのだろうか。

　自分自身が要いらない緊張をしているんだ。と馬鹿馬鹿しくなる。

　そして、レイドボスのガルムファントムに視線を戻もどせば、前回と違いこちらが既き定ていの人数に達しているためか、台詞せりふに変化が現れた。
















『ちょうど、桃藤花の樹の養分が不足しておる。それに、失った要石を作り直すのに、人数も足りる。光栄に思うが良い、愛されし樹の一部となれることを！』

「来るぞ！」

　これが戦闘開始の契けい機きとなる。

　ミカヅチが声を上げると共に、先ほどと同じように散開し、陣じん形けいを組む俺たち。

　ガルムファントムの十メートルを超こえる巨きよ体たいから放たれる咆ほう哮こうが地面から大量のスケルトンを呼び寄せる。

「嬢じようちゃん！　最初の接せつ触しよくだ！　底上げしろ！」

「了りよう解かい！　《空間付加ゾーン・エンチヤント》──ディフェンス！」

　俺が先ほどと同様に範囲内にいる壁役にＤＥＦのエンチャントを施すと、直後に彼らは先行したスケルトン・ライダーと正面からぶつかり、耐たえる。

　横一列に並んだ形も材質も違う盾同士の隙間から剣や槍やりを突つき立て、押し返す。スケルトンの洗礼に比べて、襲おそい来る敵の密度が低いために、反はん撃げきの機会が多い。武器で押し返せない敵には、盾の面で強打する。

　一連の強きよう襲しゆうが不発に終わり、スケルトン・ライダーは、大きく弧こを描えがくように反転しながら巨狼の周囲を一周して、再攻こう勢せいの準備に取り掛かる。

　その隙すきを埋めるべく、スケルトン・マジシャンが骨こつ杖じようを掲かかげ、後衛の準備に出る。

「魔法職！　防ぼう御ぎよ。その後、攻勢！」

　ミカヅチの指示で魔法使いたちが壁役の戦線の前に防御魔法を展開し、攻撃を凌しのぐ。そして、攻撃が終わった直後、壁役の防衛ラインから飛び出すように、前衛が前に走り出し、頭上を魔法職の色取り取りの攻撃が飛び越こえて、スケルトン・マジシャンに突き刺さる。

　再攻勢を掛けるスケルトン・ライダーが加速で勢いを付ける前に叩たたこうと接近する前衛たち。

「ユンくん。私も行くわ。──《召しよう喚かん》、ブロンズ・ゴーレム、フレイムビースト、アイスビースト、ブラッド・シャドー」

　エミリさんが召喚したのは、赤しやく銅どう色のゴーレムと炎ほのおと氷の合キ成メ獣ラ。そして、最後の一体は、初めて見る。しかし、どことなく南部の湿しつ地ち帯たいのボスＭＯＢ・ダークマンに似ている。

　つるりとした表面の不定形の人型。

「ユンくんに交こう換かんしてもらった【魔法生物の触しよく媒ばい金属】から核かくを作って、蝙こう蝠もりの毒血で構築したＭＯＢよ。さぁ、行きなさい！」

　以前、トレードしたアイテムは、このように使われたのか。また、ブラッド・シャドーの体を維い持じする蝙こう蝠もりの毒血は、アルとライナと一いつ緒しよにパーティーを組んでレベリングした時に手に入ったのだろう。

　防御重視のために、攻撃の手が回らない戦場の空白地帯。そこにエミリさんの呼び出したＭＯＢが集結する。

　ゴーレムが、襲い来るスケルトン・ライダーの突とつ撃げきを受け止める。

　炎と氷のキメラがその機動力で、足の止まったスケルトン・ライダーに喰くらい付き、引き倒す。

　最後に、魔法生物のブラッド・シャドーが手先をハンマー状に変えて、全力で殴なぐる。

　スケルトンのプログラミングされた行動パターンに対処していき、徐じよ々じよにその数を減らしていく。

　俺は、ＭＰポーションで《空間付加ゾーン・エンチヤント》の使用で使い切ったＭＰを回復させ、今度は、後衛の魔法職にＩＮＴインテリジエンスの広域エンチャントを施す。

　序じよ盤ばんの展開としては、遊ゆう撃げきと魔法職が取り巻きのスケルトン・ライダーを減らし、壁役が抑え込み、後衛に敵が向かわないように敵ヘ愾イ心トをコントロールしている。

　現在、俺は弓を持ってはいるが、状じよう況きようが変わるまでは、攻撃を禁止されている。

「はぁ、ヘイト管理って面めん倒どうだな。攻撃を与あたえれば、その分ダメージが蓄ちく積せきして早く終わるだろうに」

「ユンちゃん、そう言わないの。これも重要な集団戦闘のテクニックの一つなんだから。長期戦に重要なファクターの回復役ヒーラーや主力のダメージディーラーが優先的に狙われる。そうなれば、クエストの完かん遂すい率も大きく変わって来る。時間が掛かかっても安定して倒すことが重要だよ」

　そう言いながら、絨じゆう毯たん爆ばく撃げきのように絶え間ない攻撃をスケルトン・マジシャンへと放ち続けるセイ姉ぇ。

　他、魔法職の主力部隊は、エンチャントの加わった攻撃で素早くスケルトンを討ち取っていく。

　しばらくして、敵の数が減り、巨狼への道が開けた時、ガルムファントムが再び咆哮を上げる。

　今まで静観を決め込み、動かなかった巨狼が、自ら動き始めた。

　それに合わせて、ミュウとタクたちで構成される遊撃組の参加者が駆かけ込こみ、ガルムファントムを直接叩きに近づく。

「ここからが正念場です！　盾は、正面！　遊撃は、左右展開！　右は、私が指揮します！」

「左は、こっちだ！」

「正面！　一番死ぬ確率が高いから、ＨＰには細心の注意を払はらえ！」

　右遊撃は、ルカートを司し令れい塔とうにしたミュウのパーティー。

　左遊撃は、タクを中心とし、エミリさんやガンツを含んだ混成パーティー。

　そして、正面と俺たちを含む後衛、エミリさんの放ったゴーレムを中心とするＭＯＢたち。正面の御み旗はたとしてミカヅチが立ち、副官としてセイ姉ぇが指示を出す。

「皆みんな、私たちはタイミング重視！　左右の遊撃にターゲットが移りそうになったら、一いつ斉せい攻撃でターゲット奪うばうよ！」

「「「はいっ！」」」

「それから、ユンちゃんには、ボスとの接触で安全マージンを確認した後に、指示を出すわ」

「了解。って、来たぞ！　《空間付加ゾーン・エンチヤント》──ディフェンス」

　正面から突とつ進しんしてくるガルムファントムに対して、盾たてを構える壁役に広こう範はん囲いの防御エンチャントを再び施す。

　スケルトン・ライダーの突撃とは比べものにならないほどの衝しよう撃げきが壁役たちの体に走り、受け止めるだけでも、衝撃だけでＨＰが三割削けずられている。

　ヒーラーやポーションをフルに使い、ＨＰの回復を図はかり、安全マージンの確保を優先する『命大事に』の作戦だ。そのために、アイテムは惜おしみなく使う。

　また、俺のエンチャントが届かない範囲のプレイヤーたちも各自、エンチャント・ストーンや自己強化のアイテムを使用し、ステータスの底上げを図っている。

　俺たちがガルムファントムの正面を耐え切った後、遊撃が反撃の口火を切った。

「ＰＶＰじゃ、活かつ躍やくできなかったが、ここで華か麗れいに活躍してやるぜ！　はぁ、どてっぱらに穴開けぇぇっ！　──《鬼おに狩がり蹴げり》！」

　高く跳ちよう躍やくした左遊撃メンバーのガンツが一いち番ばん槍やりとなって、バク宙しながら残像を残す強きよう烈れつな蹴りを放つ。

「あんまり、調子乗っていると前脚で殴られるぞ！」

「なら、その前にもう一回！　──《鬼おに狩がり蹴げり》！」

　ガンツを始めとする無手の格かく闘とう家かプレイヤーの特とく徴ちよう──それは、アーツ発動までの待機時間デイレイ・タイムが非常に短い点にある。

　空中コンボも真っ青に滞たい空くう時間を延長しながら、物理法則無視のバク宙蹴りを連続で放つ。また、ガンツの後に続けと攻撃を繰くり返す左遊撃班。

　だが、決定打となっている攻撃はなく、それを煩わずらわしいと感じた巨狼が体を捻ひねり、前脚を振ふってガンツを叩き潰つぶそうとする。

「っ！　《付加エンチヤント》──ディフェンス！」

　ガルムファントムに殴られる直前、俺のＤＥＦデイフエンスのエンチャントが間に合い、空中から地面へと叩きつけられたガンツは、四割程のダメージで済んだ。

　即そく座ざにガンツは、回収されて、左遊撃班の回復役を務めるミニッツが回復させる。

　もちろん、説教付きだ。

「あんた、調子に乗って前もプチっと叩き潰つぶされたでしょ！　第一、即そく死しじゃないにせよ、ＨＰを一気に持っていかれたら、【気絶】するでしょう！」

「あ、あれは、ちょっと油断しただけだ！」

「なら、油断なく、やりなさい！」

　何だろう、あの緊きん張ちよう感かんの無い会話は。今回は、俺の《空間付加ゾーン・エンチヤント》の待機時間デイレイ・タイムとの兼かね合いでギリギリできたが、タイミングが違ちがえば、防御エンチャントは掛かけられなかった。

　巨狼が、体を捻り、左遊撃側に意識を向けている間に、右遊撃と正面が安全に斬きり付け、一いち撃げき離り脱だつを繰り返す。

　その直後に瀑ばく布ふのように押し寄せる魔ま法ほうの数々が正面から加えられる。

　魔法による攻撃が一番のダメージソースになっており、ガルムファントムのＨＰの二割を削ることに成功した。

「全体！　気を引き締しめろ！　まだまだ序盤も序盤だぞ！」

　一度引き締めを掛けるミカヅチ。皆、程よい緊張感に包まれる。

「なぁ、俺たちの役目って体で敵を抑え込む……ことだよな」

「そうだな。衝撃がキツいけど……盾ってそういうものだろ？」

「俺、これが終わったら、地味な盾職の普ふ及きゆうに努つとめるんだ！」

「おい、お前、その死亡フラグ止やめろ！」

　一部、ふざけた会話があるが、かなり真ま面じ目めな作業をしている。

　他のプレイヤーよりも防御力の高い壁役も何度も重い衝撃を受けて、ＨＰが確実に減っている。それを背後に控ひかえる回復役が回復して、正面を維い持じ。壁役は盾の隙や後ろからちまちまと安全に攻撃を加えている。

　だが、死亡フラグって、お約束をすると立つものだと思う。

『グルゥォォォォッ──』

「ヤバい！　大おお技わざ来るぞ！　左右、退たい避ひ！」

　ミカヅチの慌あわてたような声と共に、四し肢しを地面に突き立てるように構える巨狼。

　初見でのボス撃げき破はでは、情報がないために、逐ちく一いち敵のモーションに気を配らねばならない。ミカヅチの警けい戒かいに対して、左右の遊撃は、散開し、攻撃のリスクに備え、正面の壁役が密集陣形を取り、防御を強める。

　先ほどよりも四肢に力を込めた突進が壁役たちへと迫せまる。

　防御エンチャント以外に何ができるのか考えを巡めぐらせ、咄とつ嗟さに唱える。

「《呪加カースド》──アタック！」

　物理攻撃のカースドによるステータスの低下を引き起こす。巨狼の突進が無数の盾にぶち当たった。だが、壁役たちは、うまく斜ななめに逸らすように威い力りよくを押し殺し、何とか受け流す。

　損害を減らす試みは成功したようだ。

　しかし、突進の勢いは衰おとろえず、巨体が壁役の左側を無理矢理走り抜ぬけた。走り抜けたところで、巨狼が遠とお吠ぼえをあげる。

　遠吠えに呼応するように、再び地面より現れるスケルトンたち。場が大きく乱された後で、再び取り巻きが出現するわけだ。それも最初と違い、ガルムファントムは自由に行動している。

「来たぞ！」

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──ディフェンス！」

　二度目の突撃に合わせて、壁役たちは万全の状態に戻もどされ、再び密集陣形を作る。

　突撃の瞬しゆん間かん、壁役同士の協力により更さらに防御力が高まり、彼らの体と防具が大きな軋きしみを上げている。ガルムファントムの勢いに押され、地面を抉えぐるように押し込まれ、ＨＰを減らしていくが、前ぜん傾けい姿勢のまま盾を突つき出して巨狼を止めた。

「今だ！　左右の遊撃の半数は、ボスを襲おそえ！　残りは、スケルトンに対処だ！」

　盾に突っ込むようにして押さえられた体では、前脚を上げることができずに左右からアーツやスキルによる猛もう攻こうを受ける。

　この隙すきに溜ための必要な大技を魔法職がここぞとばかりに連発するなかで、巨狼は、後退するように正面と距きよ離りを開け、尻尾しつぽと後ろ脚で応戦する。

　また、外周部では、呼び出された少数のスケルトンたちの散発的な攻撃を受け流しつつ、反はん撃げきしている。

「雑ざ魚こはお呼びじゃねぇ！　もう一度、地面に戻っていろ！」

　嚙かみ付きや引っ搔かきなどの攻撃も織り交ぜる巨狼だが、壁役の層は厚く、対処可能なレベルに押し留とどめる。

　状況を維持しつつ、じりじりとガルムファントムのＨＰを削っていく。

　そして、ＨＰを残り七割まで削ったところで大きく後退した巨狼は、体から半はん透とう明めいな闇やみ色の衝しよう撃げき波はを放ち、追つい撃げきしてくる遊撃部隊を弾はじく。

　その衝撃波は、ダメージの少ないノックバック攻撃だ。一度仕切り直しになる左右の遊撃。そして、巨狼の遠吠えに呼応するように再び姿を現すスケルトン・ライダー。

「くそっ！　さっき出て来たスケルトンも全部処理しきれてないのに、追加かよ！」

　誰だれかが、悪態を吐つきながらも、スケルトン・ライダーを捌さばくが、巨狼への対処が疎おろそかになる。

　左右の遊撃が一時的にスケルトン・ライダーに集中する一方、取り巻きを倒たおすまでの時間稼かせぎを正面の俺たちがしなきゃいけなくなる。

　それに、ヘイト値を管理しないと、少数の遊撃がガルムファントムに背後から直接襲われる危険がある。

　この取り巻きと本命との切り替かえの難しさがある戦い。その難しい舵かじ取とりをミカヅチが的確に行っていく！

「ヘイトを他にやるな！　攻撃出来る奴やつは、ボスに攻撃だ！　ダメージよりもヘイト重視！　他が戻ってくるまで時間を稼げ」

　やっと攻撃解禁の宣言がミカヅチから下された。

　俺は、エンチャントの管理をしつつ、弓に矢を番つがえる。

　インベントリから場を乱さない種の状態異常バツドステータスの矢を取り出し、巨狼の鼻っ面つらへ向けて、放つ。

　毒、麻ま痺ひ、眠ねむり、気絶など。数本ずつ放つが、効果は無い。先ほどは、攻撃低下のカースドが成功したが、それはたまたま運がよかっただけのようだ。

　レイドボス級のＭＯＢは、様々な耐たい性せいやステータスによる抵抗レジストが高いのだろう。こういう搦からめ手は、効き辛づらい。

　なら、正せい攻こう法ほうに変える。

　矢や筒づつにセットされた矢を手に取り、放つ。

　巨体は、面積が大きいために矢を当てやすい。その分、ＨＰの高い一いち撃げきのダメージは少ない。ただし、この矢は、ガスで構築された体に深々と突き刺ささる。

『グルゥヮッ!?』

「銀装備は、素材特性でアンデッドにダメージ補正があるからな。準備する時に、かなり出費したんだ。じっくり味わってほしいものだ、な！」

　使ったのは、銀の矢。銀製の鏃やじりを使った矢は、アンデッド系にダメージ補正が入る。

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──ディフェンス！」

　再び、守りを強化し、ＭＰポーションを使って、回復。エンチャント後の長い待機時間のタイミングに矢を放ち、僅わずかに戦いに貢こう献けんする。

　そして、取り巻きを倒し、左右の遊ゆう撃げきが戻ってきたところで、再び俺は、エンチャントに専念することになる。

　このパターンを繰り返し、巨狼のＨＰが残り六割を切った時、巨狼の攻こう撃げきモーションに変化が生まれる。

　これが中ちゆう盤ばん戦せん開始の合図となる。




　　　　●




　中盤以降、ボスだけでなく、取り巻きのスケルトンの攻撃が徐じよ々じよに激しくなり、プレイヤーにそれなりのダメージを与あたえ続ける。

「ぐっ……回復！　早く」

「はいっ！　──《ラウンド・ヒール》！」

　前線を維持している壁役のダメージは、時間を追うごとに増加している。何とか防御エンチャントと回復役の尽じん力りよくで安全域をキープしているが、ガルムファントムの前では、安全マージンとしてＨＰ五割以上が必要だ。

　また、戦せん闘とう当初は、深い闇を思わせた巨狼の瞳ひとみの色は、ダメージの蓄ちく積せきにより赤身を増し、現在は赤あか紫むらさきに近い色をしている。

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──ディフェンス！」

　何度目かの広域エンチャント。ボスの攻撃力は高まる一方な上、取り巻きのスケルトンたちを再召しよう喚かんする間かん隔かくが徐々に短くなっているために、長期戦の様相を呈ていしてくる。

　それを打開する策に、ガルムファントムにＡＴＫアタツク弱体化のためのカースドを施ほどこしたが、ステータスの差から抵抗されて不発に終わる。

　ボスの攻撃力が増し、気を抜けば、正面の防御が崩される危険性を常に抱かかえつつ、ダメージを与えている。

「次、取り巻きの処理が終わったら、全員でタイミング合わせて攻せめる！　一気に押し切るぞ！」

　ミカヅチの一言に左右遊撃の管理を務める右のルカートと左のタクが了りよう承しようをして行動する。

　ミュウたちを含ふくむパーティーは、湧わき出し始めるスケルトン・ライダーに対して、円えん陣じんを組むように防御を固め、ガルムファントムから距離を取り始める。

　また、タクたちのパーティーとその他を含むパーティーも同じように、ガルムファントムから離はなれるように後退する。

　繰くり返されるスケルトンの再召喚によって、左右の遊撃の行動が最適化され、処理しやすいように行動パターンが決まってきている。

「こうも続けて雑魚に襲われると気分が萎なえるよね。もっと、ドカッと、ズバーッと活かつ躍やくしたいんだけど」

「まぁまぁ、僕は、これでも楽しいと思うよ、殴なぐりつければ、ピンボールのように複数に当たるんだから」

　吞のん気きに、スケルトン・ライダーを殴りつけるように斬きっていくミュウと、ハンマーを振ふり回し、風切り音と共に数体の敵を吹ふき飛ばしていくヒノ。

　円陣の中央では、コハクとリレイが強力な魔ま法ほうの準備を始め、ルカートとトウトビが二人のフォローに入っている。

「ああっ、もう、こうも数が多いと一いつ掃そうするしかないよね！　ヒノちゃん、ちょっと時間稼ぎお願い」

「何？　何か面白いことでもするの？　いいよ。だけど、回復のフォローは任せたよ」

　そう言って、大振りで振るっていたハンマーの柄えを短く持ち、小回りの利きく小さなスイングで応戦するヒノ。捌き切れずにハンマーの射程よりも内側に来たスケルトンには、ハンマーの柄で殴りつけて沈しずめる。

　それでもヒノに負担が一気に掛かかったために、それなりのダメージを受けるが、その前にミュウの準備が終わった。

「行くよ！　──《サンライト・シャワー》！」

　空いた手を上から下へと振り下ろし、ミュウたちの周囲に光が降り注ぐ。

　日光を反射、増ぞう幅ふくさせたような強い光が夜の暗さを払ふつ拭しよくし、周囲を明るく照らす。

　光の範はん囲いに居たスケルトンたちは、その光に焼かれ、朽くちていく。

　同じ広範囲魔法の《ライト・ウェーブ》よりも高位力の光魔法にダメージを受けた個体は、すぐさま消しよう滅めつし、それでも耐たえる個体は、通常の打だ撃げきによって、光の粒りゆう子しへと還かえっていく。

　ミュウたちが範囲魔法で対処している一方、タクたちの方も同時攻撃に備えつつ、手早く処理をしようとしている。

　後衛が同時攻こう勢せいの時の負担にならない程度に魔法でスケルトンにダメージを蓄積し、前衛が確実に止とどめを刺す。

　ミュウのように強力な攻撃手段ではないが、数と安定性を持って手早く準備に取り掛かかる。その攻撃の手て数かずには、エミリさんの呼び出したＭＯＢたちが一役買っている。

　そして、正面を守る俺たちは──

「セイ。取り巻きが片付いたら、足止め用の魔法の用意を頼たのむ」

「分かったわ。とは言ってもサイズ的に、片足止める程度よ」

「十分。嬢じようちゃんの方は、攻撃の直前に魔法職に強化を」

「了りよう解かい」

　緊きん張ちようした雰ふん囲い気きの中、スケルトンたちは数を減らし、遂ついに号令が下る。

「今だ！」

「──《アイシクル・ロック》！」

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──インテリジェンス」

　セイ姉ぇの足止めと俺のエンチャントは、ほぼ同じタイミングで発動する。

　足元より湧き立つ冷気が厚い氷となり、巨きよ狼ろうの右脚を絡からめ取り、俺のエンチャントが正面の魔法職たちの魔法攻撃力を底上げする。

　また、足止めにより狙ねらいが定まったことで、左遊撃は、連射性の高い魔法を放ち、連鎖チエーンボーナスを稼ぎ、ダメージ倍率を引き上げる。

　右遊撃は、コハクとリレイのコンビネーション魔法が炸さく裂れつし、大ダメージを与えていく。

　そして、最大火力の正面。足止め状態の巨狼には、連鎖ボーナスのダメージ量の上じよう昇しようとエンチャントによる集団強化がなされ、セイ姉ぇを含む正面の魔法使いたちが一いつ斉せいに魔法を放つ。

　多重に響ひびく魔法攻撃と効果エフェクトの眩まぶしさに顔を顰しかめる。

　炎ほのおや氷、暴風に光といった様々な余波が残る場所に目を向け、全員が次の襲しゆう撃げきに備えて陣じん形けいを組み直す。

　この場で、誰だれ一人ひとりとしてレイドボスを倒したとは思わず、守りを固め、ダメージを癒いやし、ＭＰをアイテムで補ほ充じゆうする。

　でも、こういう場では、誰だってこの台詞せりふを言いたくなるだろう。

「「「──やったか？」」」

　直後に魔法の余波を吹き飛ばす衝撃波がガルムファントムを中心に発せられる。

　言いたいのは分かるが、だからと言って、わざわざそんなフラグを踏ふみ抜ぬく必要は無いだろう。しかも、言った奴は複数いるようだし。

「ちっ。全体、防ぼう御ぎよ陣形！　更さらに攻撃力が上がってるぞ！」

　無意識に舌打ちするミカヅチが警告を発する。

　目に見えるガルムファントムのＨＰは、残り三割を切り、瞳が赤紫から更に赤を増し、煌こう々こうと輝かがやく瞳が凶きよう悪あくに映る。

　ガルムファントムの移動は速かった。

　正面前衛は、盾を正面に向けており、耐えるために俺のエンチャントで防御を固めている。

　更に、【盾たて】センス持ちが集団で防御アーツを発動して、防御に注力している中で、ガルムファントムの太い前脚が紫色のエフェクトを散らしながら振るわれ──守りの一部が崩くずされた。

　正面からプレイヤーにとって理想的な形で受けた攻撃を巨狼が力で強引に突とつ破ぱして、崩す。

　──必殺の一撃。

　その一撃で耐えられた者は、安全マージンの五割を超こえる六割のダメージを負い、また衝しよう撃げきに耐えきれずに、後ろに体勢を崩した者は、残りＨＰの三割を切るダメージを受けていた。

　一部防具の破損や大ダメージによる【気絶】の状態異常バツドステータスの発生。

　今の状じよう況きようでガルムファントムから追つい撃げきを受けたら危ない状態だ。

　後衛が前衛を即そく座ざに回復させるが、開いた防御の穴を巨狼が突破しようと体当たりをしようとする。

「《召喚》──ありったけ、出てきなさい！」

　本来なら、開いた正面の穴を埋うめるための余よ剰じよう戦力は、どこにもないはずだ。だが、その余剰戦力を生み出せるプレイヤーが、一人いた。

「フォロー。間に合ってよかった」

　ガルムファントムの前に立ち塞ふさがる多種雑多なＭＯＢの軍団。皆みんな、エミリさんが召喚し、壁の役割だけを与えられたＭＯＢたちだ。

　土石で作られたゴーレム、複数の獣けものを合わせた合成獣。人型、昆こん虫ちゆう型、不定形など様々な錬金ＭＯＢ、合成ＭＯＢが巨狼の左前脚に抱だき付き、時間を稼かせぐ。

「──《アイシクル・ロック》！」

「──《マッドプール》！」

　俺とセイ姉ぇがアイコンタクトで足止め用の魔法を同時に使う。

　セイ姉ぇの《アイシクル・ロック》が左の後ろ脚を。俺の《マッドプール》は、ゴーレムと合キ成メ獣ラを巻き込んだまま左前脚を泥どろ沼ぬまに沈しずめ、ガルムファントムの体が右遊ゆう撃げき側へと傾かたむく。

　ガルムファントムは自由な脚だけで踏ん張ばり、抜け出そうと力を込めるが、左遊撃側がそれを阻そ止しする。

「喰くらえ」「突つき突き突きぃぃっ！」「はぁっ！」

　丸太のような太い脚を両手の長ちよう剣けんで斬きり付けるタクや正せい拳けん突きを繰り返すガンツたちが立ち上がりを阻止する。

「俺たちも行くぞ！」

　正面に立つ壁役たちが復帰し、ケイの掛け声と共に押おし潰つぶすように前進を始める。

　ガルムファントムも一方的にやられるわけではない。足止めされた自身を守るために新たなスケルトンの取り巻きを呼び出し、防御に当てている。

　現れたスケルトン・ライダーの妨ぼう害がいを受ける左遊撃とエミリさんのゴーレムと合キ成メ獣ラ。

　左遊撃は、波のように引き、慣れた動作で機動力のあるスケルトン・ライダーを処理していく。

　俺は、弓を引き絞しぼり、取り巻きを減らすために尽力するが、それでも巨狼の復帰阻止に間に合わない。

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──ディフェンス」

　既すでに戦列に復帰した者たちは、全員が巨狼を睨にらみつけている。先ほどと同じ攻こう撃げきを少しでも見み逃のがさないように構え、もし同じ攻撃が来ても再び受け止められるように。

「左遊撃、警けい戒かいしろ！」

　巨狼の行動は、脚に絡みつくＭＯＢの軍団を振り払はらい、消滅させると同時に、振り向く方向を左遊撃側へと反転させていく。

「正面、全力攻撃！　ヘイトを奪うばえ！　距きよ離りを取れ！」

　すぐさま指示を下す指示と共に、前へと飛び出すミカヅチ。その後ろから追おい越こすように矢を放つ。続く斬撃、刺し突とつ、魔法など多数の攻撃を受けてもヘイトの対象を変えられなかった。

　タクたちの受け持つ左遊撃は、距離を取るが、足並み揃そろわずに、一角が遅おくれる。

　そこに狙いをつけた巨狼は、剛ごう腕わんを振り上げ、再び紫色のエフェクトが散り始める。

　その範囲には、三名。エミリさんを含む魔法職と回復役ヒーラー。ここで左遊撃が崩れた場合、正面に組み込んで、何とか拮きつ抗こう状態にするしかない。

　既に、次の展開を考えていた俺は、その予想を裏切られることになる。

「させるかっ！　──《ショック・インパクト》！」

　鋭するどい爪つめの伸のびた巨狼の前脚に合わせるように、飛び上がり、二本の長剣をぶつけるタク。

　空中でぶつかり合う爪と長剣は、周囲に余波を衝しよう撃げき波はとして放ちながら、ガルムファントムが最初に捉とらえていた三人にもダメージを与あたえる。

　一いつ瞬しゆんの拮抗が消え、タクの体が衝撃で後ろに飛ぶ。

　本来、範囲内で攻撃を受けるはずだったエミリさんたちは、多少のダメージを受けながらも、一応は無事だ。

　呆ほうけることなく後退し、ターゲットを正面に戻もどすことができた。しかし、三人の代わりに攻撃を受けたタクのＨＰバーからどんどんとＨＰが減っていくのが見える。

　人形のように力なく転がるタクの姿に、まさかタクが。という思いが湧わきおこる。そして、ＨＰを全て失ったタクは、起き上がることなく倒たおれたままでいる。

「……タ、ク？　まさか、な」

　乾かわいた笑みが漏もれる。

　普ふ段だんの余よ裕ゆうのある態度のタクがどうして倒れているのか。

　いつも最後まで立っていて、余裕だった。って言うような奴やつが何、寝ね込こんでんだよ。

　腹の底から湧き上がる言葉が、喉のど奥を突いて声となって溢あふれる。




「──タク！」

「痛っ、あー、結構飛ばされたな。一回死んだし」




　むくりと起き上がり、首を鳴らしながら立ち上がるタク。

　タクの殴なぐり飛ばされる瞬しゆん間かんを見ていた全員は、何い時つまでも倒れているタクを心配して見つめていたが、タクは何事も無かったかのように起き上がる。

　みんなが驚おどろきで目を丸くしているのに、当の本人は、起き上がった瞬間にいい笑みを作り上げている。

「やっぱり、一人で迎げい撃げきするのは無理だったな」

「馬ば鹿か！　何を馬鹿なことやってるんだよ！」

　最初の一人がそう言うと、左遊撃では、タクの無む謀ぼうを責める声が上がるが、みんな自分の役割を放り出さず、タクを守るように陣形を作る。

　その陣形の中でタクに助けられた回復役のプレイヤーがタクを回復させる。

　タクは、ＨＰを完全回復すると、正面側を指揮するミカヅチへと向かってくる。

「いくら、蘇そ生せい薬があるからって庇かばうような真ま似ねするなよ。まぁ、それで脱だつ落らくするはずの後衛たちが生き残ったんだから結果としてはいいが……」

「ああ、お蔭かげ様さまで。死んでも死なない男の出来上がりだ」

　にやりと横目で俺を見てくるが、心配した俺は何だったんだよ。という思いから視線をタクから逸そらす。

　それと、蘇生薬の存在をこの瞬間まですっかり忘れていた俺は、自分のアホさ加減に呆あきれる。

「さて、タク少年がこっちに来た、ってことは、何か思いついたのか？」

「ああ、またガルムファントムの攻撃で防御が崩れるリスクの中で戦い続けるか、それとも打開するために賭かけに出るか、だ」

　真しん剣けんな声こわ色いろで告げるタク。そこからガルムファントムの強きよう烈れつな一いち撃げきへの反はん撃げき策は速すみやかに実行される。

　スケルトン・ライダーたちが何度目かの召しよう喚かんされると同時に排除され、その後、プレイヤーの部隊の再編制が行われた。

　正面と右遊撃は、盾職の割合を増やし、その後ろで魔法職が詠えい唱しようの時間が掛かかる大技を準備する。

　そして、タクの担当する左遊撃は、ミュウを含ふくむ迎撃系のアーツを使えるプレイヤー十人と俺が配置される。

「作戦は、シンプル。迎撃してガルムファントムの足が止まったところで止めを刺さす。少しでも成功率を上げるために、全員に攻撃の強化だ。──行くぞ」

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック！」

　タクの言葉と共に俺は、ゾーン・エンチャントで限界ギリギリの十人に物理攻撃のエンチャントを施ほどこし、一いつ斉せいにガルムファントムへと向かう。

　壁役がいないために、ヒット・アンド・アウェイを繰くり返し、ダメージとヘイト値を蓄ちく積せきしていく。俺も矢を放ち、微び力りよくながらヘイト値を稼ぐ手伝いをする。

　何時まで続くんだ。と思うような繊せん細さいな一撃離り脱だつが続く。

　俺たちの他、正面と右遊撃では、盾と魔法職は極力戦せん闘とうに参加せずに、ターゲットを変えないように消極的に攻撃し、万が一、ガルムファントムが必殺の一撃ではなく、取り巻き召喚をした場合は、今待機させている魔法でそれらを殲せん滅めつして、また忍にん耐たいの作業だ。

「来たぞ！　全員整列。迎撃準備！」

　予想よりも早くに必殺の一撃がくる。予備動作だけで溢れ出す紫色のエフェクト。高威い力りよくの一撃を判断したタクの声に合わせて、俺は、再度唱える。

「《空間付加ゾーン・エンチヤント》──アタック」

　十人に物理攻撃のエンチャントが掛かるのを確認する間もなく、俺は、ＭＰポーションでＭＰを回復する。一本では完全には回復せずに、二本目を使う。

　その時点で、巨きよ狼ろうの前脚と爪に紫むらさきの光が宿り、振ふり上げられる。

『グルゥォォォォッ──』

「「「──《ショック・インパクト》っ！」」」

　十人の迎撃と巨狼の一撃が重なり合う。衝撃波に、俺は腕うでで顔を庇う。

　時間が止まったような──一瞬の出来事。

　十人の迎撃は、拮抗し、その内の一人の武器が砕くだける。

《ショック・インパクト》は、武器の耐たい久きゆう値を極きよく端たんに消費するアーツであるために、武器破損が発生したようだ。失敗の予感に背中に冷たい汗あせが流れる。

　だが、武器を破は壊かいされた一人は、タクのように後ろに吹ふき飛ばされず、自由落下で真下の地面へと降り立つ。

　そこから動く展開。

　拮抗から今度は、巨狼を弾はじき、大きく姿勢を崩くずすことに成功した。

　弾かれて動きの止まる巨狼に正面、右遊撃で準備されていた魔法が放たれる。このボス相手に何度も繰り返した攻撃。そして、最後の最後まで油断しないからこそ全員が対応出来た。

『ギャルォォォォォッ──』

　断だん末まつ魔まのような叫さけびで魔法の爆ばく心しん地ちから飛び出し、こちらへと突とつ撃げきをして来るガルムファントム。最後に一人でも多くを道連れにするために。だが、それは、油断しているから起こることだ。

「《マジックソード》──ソル・レイ」

「《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン。《付加エンチヤント》──インテリジェンス」

　多くのプレイヤーが回かい避ひに専念する中で、唯ゆい一いつミュウがガルムファントムの前に飛び出す。

　その狼の額に向けて剣けんを振り上げる。

　銀色に輝かがやく剣が、光に包まれ、刀身が数センチ伸びる。そして、ゾーン・エンチャントの待機時間デイレイ・タイムの抜ぬけた俺が更さらに強化を施す。

　光の属性石を消費して武器に光属性のエンチャントを宿し、ミュウの魔法攻撃力を底上げする。

　ミュウの長剣は、輝きを増し、白い残光を残す。

「いっけぇぇっ！」

　地面を蹴けり、擦すれ違ちがうように、巨狼の横顔から首筋までその長剣で斬る。互たがいに、動きを止め、剣は首筋に突き刺さったままだ。

　巨狼が腕を振れば、ミュウを直ちよく撃げきする範はん囲い。それでもミュウは武器を手放さず、首筋に刺さった剣を更に押し込むように両手に持ち替かえ──




「──【リリース】」




　剣の切っ先が刺さっている箇か所しよから光が溢れ出し、反対側の首筋から収縮した光線が突つき抜け、巨狼の動きが完全に止まる。

《マジックソード》は、自身が使用可能な魔法を封ふうじ込こめるアーツだ。対応する属性ボーナスを得て、【リリース】のキーワードで封じ込めた魔法を発動できる。

　巨狼の首筋から剣を引き抜き、のろのろと戻って来るミュウ。

　緊きん張ちようから疲つかれたような顔をしていたが、どこかやり切った表情をしていた。

「最後の止とどめ、いただき」

「全く、危ないことするなよ。冒ぼう険けんしなくても勝てるだろ」




　飛び込んでくるように倒れてくるミュウを俺は抱だき留とめて、溜ため息いきを吐つきながら迎むかえる。

　俺は、振り返るミュウと共に巨狼を見上げる。

　ＨＰの尽つきたガルムファントムの瞳ひとみは、赤ではなく、澄すんだ青に変わり、ガルムファントムは座ってこちらを見下ろしている。

　それは、敵性ＭＯＢとしての知性のない獣ではなく、仮想人格の存在する知性あるＮＰＣのようにも見えた。







　　　終章　ミカヅチとフレイン







　後ろ脚を折り、お座りの状態で待機している十メートル級の巨きよ狼ろうを不覚にも可愛いと思ってしまったのは、さっきまでの殺さつ伐ばつとした戦いの直後に、無意識で癒いやしを求めた結果だろう。

　ガルムファントムが知性のある青い瞳ひとみでこちらを見下ろす中、クエストを締しめるイベントが始まった。

『まさか、生いけ贄にえとしてしか見ていなかった人間に負けるとはな。執しゆう着ちやくだけで今までやってきたが、我われ自身も限界だったのかもしれぬ』

　語りかけるような、それでいて独白のような台詞せりふに全員が武器を下ろし、見上げている。

『この樹きを愛した人が再び花を目にする日まで、樹の下に屍しかばねを山ほど飲み込み、根は、生血を吸い上げて、花を咲さかせ続けた。だが、もう見守ることも叶かなわぬ身』

　今までどこか遠い場所を見ていたガルムファントムの体が、色付いた煙けむりとなって解ほぐれていく。

　徐じよ々じよに輪りん郭かくを失いつつも、最後にプレイヤーたちを見る巨狼の亡ぼう霊れいは、言葉を残す。

『もはや、自然に任せた方法でしか守れぬか。若い【桃とう藤とう花かの樹】は、誰だれの物でもない。願わくは、彼かの者が戻もどる時まで、この樹の花が覆おおう世界であれば──』

　最後まで言葉を告げること無く、消えるレイドボスと共に、インフォメーションが更こう新しんされる。





──【Ｒクエスト・桃藤花の巨狼討とう伐ばつ３／３】──

クエスト完かん了りよう──成功報ほう酬しゆう、クエスト初回達成ボーナス






　この情報を見て、本当に終わったんだ。という気分になる。他の情報としては、三分後に通常のフィールドに強制的に転送されることなどがあるが、十分だった。

　それにしても──

「全く、ミュウもタクも無茶しただろ。見ているこっちがハラハラするわ。もうこれっきりにして欲しいよ」

　タクが吹き飛ばされた時やミュウが止とどめを刺しに飛び出して行った時など、本当に心臓に悪い。

　俺個人としては、こんなスリル満点なクエストは、しばらく遠えん慮りよしたい。

「むぅ、私は、自分の手でレイドボスって壁を越こえたんだよ！　お姉ちゃんは、褒ほめてくれても良いじゃん」

「ユンにミュウちゃん。帰る準備をするぞ。通常のフィールド側の決着がどうなったか分からないからな」

「何だよ。俺は、別に間ま違ちがえてないよな」

　タクとミュウの二人を心配する俺だが、二人は、俺の言葉よりもクエストクリアに浮かれている。そういう時の大人の対応として時間を置く、その後反省会だ。

「時間が短いから手短にね。まずは、クエスト報酬だけど、通常報酬が一つ。初回攻こう略りやくのボーナスが二つ。みんな確認した？」

　セイ姉ぇがよく通る声でクエスト報酬に関して、伝えてくる。俺も促うながされるようにインベントリ内にあるクエスト報酬を探す。

　報酬は、植物の苗なえ木ぎ、狼おおかみの意い匠しようが彫ほり込まれた薄うす紫むらさき色の全身鎧よろい。そして、輪を描えがくように何重にも巻き付いた蔦つたと七枚の藤ふじの花びらの腕うで輪わ。

　全身鎧は、防具六ヶ所全てが一つの防具として一体化している。

　また、七枚の藤の花びらの腕輪は、内三枚の花びらが薄桃もも色に色付いているところから桃藤花をイメージした物だと思われる。

「どんなアイテムがあった？」

「鎧と苗木、それと腕輪のアクセサリー」「俺は、強化素材の牙きばとマント、本だな」「俺は、苗木と苗木と苗木」「ダブりもあるのかよ。ってダブり過ぎワロタ。俺は、腕輪と盾たてと……」

　報酬内容は、全員同じではないようだ。聞いている限り、七種類。その中からランダムで報酬が与あたえられる。初回攻略で二つであり、全て揃そろえるには、最低あと四回攻略しないといけないようだ。

　プレイヤーの射幸心を擽くすぐるために敢あえて、一度でコンプリートさせない形は、上う手まい方法だと思う。まぁ、俺が欲しい物さえ手に入れば、問題ないが。

「よし。すぐに転送されるぞ」

　時間がないために、ミカヅチが声を張り上げる。

　直後、転送が開始され、俺は弓の握にぎりを確かめて、転送された瞬しゆん間かんにすぐに迎げい撃げきできる準備と心構えをする。

　足元が抜けるような浮ふ遊ゆう感を一いつ瞬しゆん味わい、数センチ浮ういた所から落とされるように通常空間の同じ場所に転送される。全く別の相そう違い空間とでもいう場所からの帰き還かんだ。

　帰って来た場所には、胡坐あぐらをかいて待っているフレインとその周囲を守るように立つＰプレイヤー・Ｋキラーたち。更にその外周を囲むのは、クエスト直前に増ぞう援えんで駆かけ付けたプレイヤーたちだろう。

　互いに睨にらみを利きかせている中で、フレインが立ち上がる。

「ははっ！　待ってたぜ。てめぇら」

「なんだ、まだ居たのか。私たちがクエストやってる最中に倒たおされたかと思ったわ」

　挑ちよう発はつし返すミカヅチを軽く鼻で笑うフレイン。

「こっちはこっちで片付けた。【フォッシュ・ハウンド】のようなアホどもはもう居ない。残ってるのは、俺たちだけだ」

　周囲を囲むプレイヤーの一人がフレイン目め掛がけて斬きり掛かかる。それを察知したフレイン護衛のＰＫが即そく座ざに返り討うちにして、ＨＰを一瞬で削けずり取る。

　まだ囲んでいるプレイヤー側に分ぶがあると言っても、自らを囮おとりとしての排はい除じよを躊躇ためらい、膠こう着ちやく状態だ。

「なんだ？　同じＰＫギルドで仲間割れか？」

「仲間だぁ？　そんな訳あるかよ」

　鞘さやに入った細さい剣けんで肩かたを叩たたくフレインは、ネタ晴らしを語り始める。

「ただ強い奴やつを斬るために利用してただけさ。だが、増長して生産職連中を蔑ないがしろにしたのは、悪あく手しゆだぜ。俺のこの剣だって、俺がＰＫだと知って受け持ってくれる奴だからな。だから、これ以上面めん倒どうになる前に、俺たちの手で倒した。美う味まかったぜ、経験値」

　ニヤリと笑って見せるフレインに、イベント初日の夜に一戦交えたＰＫは、溜ため息いきを吐つきながらツッコミを入れていく。

「何が楽しかった、ですか。元々、エリア占せん領りようもクエスト報酬も興味が無い。更さらに、大きくなりすぎたギルドの管理怠たい慢まんの所せ為いで、ＰＫの質が低下して騒そう動どうが起こったんですよ。【フォッシュ・ハウンド】と【獄ごく炎えん隊】が同列扱あつかいだから、質たちの悪いＰＫがうちらの所にも混じる。まぁ、逆に同じような戦せん闘とう狂いが【フォッシュ・ハウンド】側にも居たんで取り込みましたけど」

「うるせぇぞ、トビア。余計なこと言うな。俺は、面白おかしく、強い奴とリスクありの戦いができればそれで満足なんだよ」

　ＰＫギルドのギルマス・フレインとサブマス・トビアの二人が随ずい分ぶんとぶっちゃけたトークを俺たちの前で繰くり広げる。

　啞あ然ぜんとするこちらの視線に気がついたのか、フレインと掛け合いをするトビアが俺ににこやかに手を振ふってきたので、引き攣つった表情のまま手を振り返してしまう。

　なんか、何でも行う極ごく悪あくＰＫって先入観と実際は粋いきな人情を持つ戦闘狂。その単純なギャップと彼の淀よどみないセリフに、フレインのカリスマ性を見た気がする。

　同じギルドマスターであり、カリスマ性溢あふれるミカヅチは、ウォーミングアップでもするように自身の長物を素す振ぶりして構える。そういう動作が、いちいちカッコいいんだよな。こいつら、と内心呟つぶやく。

「じゃあ、約束を果たさないとな。レアな装備で相手してやるよ」

　一瞬の間を置いて、ミカヅチの体を包む装備が変わる。上質な布と革製の防具は、薄紫色に狼の意匠が彫り込まれた全身鎧に変化する。

「ああ、簡単に倒れてくれるなよ」

「それは、こっちの台詞だ。【獄炎隊】のギルドマスター・フレイン。三度目の正直だ」

　互たがいに、長物と細剣を構える。

「おめぇら！　邪じや魔まするな！　これは、俺とミカヅチとの勝負だ！」

「私らは、試合クエストに勝って、勝Ｐ負Ｋに負けるのか！　否！　試合クエストにも勝Ｐ負Ｋにも勝つ！　手出し無用だ！」

　合図もなく、一瞬の内に距きよ離りを詰つめて、互いに武器を打ち込む。

　棒と細剣がぶつかる度たびに、両者の素材ではあり得ない音が響ひびく。

　重量感ある全身鎧を着こんだはずのミカヅチは、見た目に反し、滑なめらかな動きと剛ごう力りきで相手の攻こう撃げきを弾はじいていく。

　対して、ゴリ押し気味な戦い方のフレインは、力では押し負けると判断し、獣けものじみた動きで低い位置から対処の難しい攻撃を繰り出していく。

　互いに、接せつ触しよくを最小限に控ひかえた、それでいて、激しいパワーのぶつかり合いに、両者の実力が拮きつ抗こうしていることがわかる。

「楽しそうだな。二人とも」

「何だよ。俺に何か用か？」

　視線は、二人の戦いを追ったまま、トビアが俺に声を掛けてきた。個人的には、一度戦って手も足も出なかったために少し苦手意識がある。エミリさんも気がつき、こちらに寄って来るが、トビアは構わず話し始める。

「今日で【獄炎隊】は、解散する」

「はぁ？　ＯＳＯを辞やめるのか？」

「いや、一度ギルドを解散して、同じ名前でやり直しだ。今までの騒動全部清算して、再度、フレインの我わが儘ままを見ているのが好きな連中だけが集まって作り直す」

「……そうなんだ。けど、他人に迷めい惑わくは掛けるなよ」

「それは難しいな。フレインが我儘なら俺たちも我儘だ。愛想が尽つきたら、躊ちゆう躇ちよなく去る。来る者は拒こばまず、去る者は追わず。やりたいことがあるなら自由にやれば良い。否定せず、干かん渉しようもしない。随分とアッサリしているんだが……それが心地良いんだよ」

　遠い目をしながらフレインについて語る目の前のＰＫ。

　その視線の先には、徐じよ々じよに力で押されるフレインが、子どものように楽しそうに戦っている姿が見て取れる。

　──ＰＫ。ルールに縛しばられない代わりにリスクも負う自由な姿も、一つのゲームの有り方だと俺に示している。

　そして、全員が無言で二人の戦いを見守っている。

　互いに回復なんて手段は最初から選ばずに、命の削り合いとも言える戦いをしている。

　そして、フレインが動く。

「──《殺さつ刃じん》！」

　ついに来た！　追い込まれたフレインが一発逆転の必殺スキルを発動させる。

　腰こしを落とした姿勢から突つき上げるように放った細剣の一いち撃げき。冑かぶとと鎧の隙すき間まへと吸い込まれるような鋭するどい一撃は、最小限の動きでミカヅチに回かい避ひされ、逆にミカヅチの素早い反転を利用した回し蹴げりがフレインの腹部に決まる。

　フレインは地面をバウンドするように転がりながら立ち上がると、再びミカヅチへと立ち向かう。

「うおおおおおっ──《殺さつ刃じん》！」

　小刻みな足捌さばきとフェイントを含ふくめた翻ほん弄ろうと一発逆転の賭かけ。

　ミカヅチが反応できない一瞬を狙ねらい、鎧の隙間に放たれる一撃。必殺スキルの攻撃を受けて、ミカヅチのＨＰは、通常ダメージに留とどまる。

　そしてフレインが止まる一瞬を見み逃のがさずに、ミカヅチは、馬ば鹿か力ぢからで地面ごと纏まとめて粉ふん砕さいし、倒れたフレインのマウントポジションを取り、動きを止めた。

「さて、これでお前の負けは確定だ。聞いた話だと、リスク回避の自じ滅めつ技わざだかを使うらしいな。だけど、自滅なんてせずに大人しく負けろ」

「当たり前だ。ったく、誰だれだよ。自滅技のリスク回避なんてする奴は。後で覚えてろ」

　そう言って、ふぅ、と力を抜ぬくフレイン。

　俺が、隣となりで実際に《サクリファイス・カウンター》による自滅技によるリスク回避を行った人物を睨めば、あはははっ、とトビアが視線を逸そらして乾かわいた笑いを浮かべる。

「前の二回とは大きく違ちがうな。何した」

　細剣を持つ側の手首を踏ふみつけ、喉のど元もとに武器の棒を突き付けて、動きを封ふうじるミカヅチに対して、ネタバレを要求するフレイン。

「そいつは、クエスト報ほう酬しゆうのこの鎧さ」

　ミカヅチも手に入れたクエスト報酬の一種類。俺は、自身のインベントリを開き、装備のステータスを確認する。





冥めい狼ろうの守護鎧よろい【防具】

ＤＥＦ＋30　追加効果：【防ぼう御ぎよ属性：不死】【剛力】【技能封じ】






　狼の意い匠しようの全身鎧は、レイドボスのガルムファントムをモデルにしている装備であり、防御力自体は、やや低い。

　だが、その追加効果は有用だ。

「防具の追加効果に、装備者の属性を、アンデッドつまり不死系にするんだ。アンデッドに斬撃系ダメージは効果が薄うすい。それに元々死んでいる奴に、必殺なんて無意味だよな」

「はぁ、そうなると攻せめ方は、打だ撃げき系か、火か光。後は回復系だったか」

　まぁ、こいつに関しては、偶ぐう然ぜんだがな。と肩を竦すくめるミカヅチ。

　他に、物理攻撃力を大おお幅はばに強化する【剛力】の追加効果は、同じ物理上じよう昇しよう系センスとの相乗効果でフレインを力で上回ることができた。

　最後に、デメリットでしかない一切のスキル・アーツが使えなくなる【技能封じ】だが、対人戦せん闘とうやＰプレイヤー・Ｖバーサス・Ｐプレイヤーでは、隙すきが生まれやすい【アーツ】を極力使わない戦い方をするために、今回のフレインとの戦いでは、あまりデメリットにはならなかった。

「ガチガチの脳筋の組み合わせかよ。この、馬鹿力、女がっ……」

　フレインが悪態を吐ついた瞬しゆん間かんに、ミカヅチが無む慈じ悲ひにもフレインの脳天をカチ割るような打撃を加える。地面を背にして逃にげられないフレインの頭部を破は壊かいする重じゆう鈍どんな一撃は、残りＨＰを全て奪うばい取る。

　全員が見守る中で、フレインの負けを確認した仲間のＰＫたちは、長い息を吐き出して、軽い声で「撤てつ収しゆう～、じゃ、お邪魔しました」と去って行こうとする。

　そんな気の抜けた声にミカヅチが待ったを掛ける。

「楽しかったな。そっちの人もどうだい？　これから一いつ緒しよに打ち上げを」

「はぁ？　俺たちはＰＫで、あんたらは、さっきまでうちのギルマスと戦っていただろ。どの口が言うんだ？」

「私は、気にしてない。まぁ、参加は自由だ」

「いや、うちのトップが寝ねているのに……」

　大だい丈じよう夫ぶなのか？　どうすんだよ、これ。と言った感じで頭をガシガシと搔かきながら悩なやんでいるトビア。

　すると、ミカヅチから俺へと期待の籠こもった視線が送られてくる。

「はぁ、全く。分かったよ」

「頼たのむな。嬢じようちゃん」

　だから、嬢ちゃん言うな。と内心愚ぐ痴ちりながら、寝転がるフレインの前に立ち、一本の薬を使う。

「おいおい、まさか……」

　桃もも色のエフェクトと共に蘇そ生せいするフレインの姿にＰＫたちが目を見開いている。まぁ、簡単に高価な蘇生薬を使ったりＰＫを蘇生させるなんて、どんな変人だと思われたかもな。

「痛いってぇな。馬鹿力だからって、ここまでやるかよ。普ふ通つう」

「女性にあんまり馬鹿力とか言うな。それにトドめは確実に刺さすものだ」

　若じやつ干かん、ミカヅチが私し怨えんの混じった返答をすれば、フレインは負けを認めてそれ以上、勝負は挑いどんでこない。今のところは、だが……

「次は、酒飲みで勝負だ。おい、今ログインしている奴やつら集めて打ち上げに乗り込むぞ」

「本気……ですよね。まぁ、付いていくさ。飽あきるまでな」

　いつの間にか、他人も巻き込んだクエストクリアの打ち上げが始まる。

　料理に酒に、それから語らい。自由参加のそれは、戦いの後の興奮のままに始まる。そして、ＰＫ相手のストリートファイトを肴さかなに酒を飲む大人組。手に入れたクエスト報酬のトレード大会が開かれることになる。




　　　　●




「おーい、酒と肴はまだか～」

「今持っていくよ。って、何で俺が作ってるんだよ！」

　大皿に盛った料理を酔よっ払ぱらいの前に運びながら、俺は盛大にツッコミを入れる。

　第一の町まで戻もどって来た俺たちは、残っている屋台から食べ物を搔き集めて、即そく席せきのオードブルを作り、また欲しいリクエスト料理などを【料理】センス持ちのプレイヤーと共に作り始める。

「ふむ。今回も美う味まそうだ。ではワインで戴いただくとしよう」

「ふはぁ！　やっぱり揚あげ物と焼しよう酎ちゆうの組み合わせは良いね」

「俺は、ビールだな。しかし、料理人か……。おい、うちのギルドの中から何人か今の内に【料理】センスを習ってこい！」

　酒飲みの大人組。ミカヅチにＰＫのフレイン。そして、何ど処こからこの打ち上げの話を聞きつけたのか、クロードまで集まって三者三様、好きな種類の酒で揚げ物を食べている。

　まぁ、何い時つもの如ごとく打ち上げの料理の準備は、【料理】センスを持つ人間が総出で取り掛かかる始末だ。

【獄ごく炎えん隊】のメンバーの中からもセンスの取得希望者が現れ、この機会に師事して効率のいいセンス育成法を覚えようとする者もいる。

「おーい。交代していいよ！　【料理】系の生産ギルドに声掛けて打ち上げの準備に人員を割さいて貰もらったから」

「マギさん。ありがとうございます」

　これでやっと休める。と俺が安あん堵どの笑みを浮うかべるとマギさんは、手をひらひらと振ふりながら、気にしないで、と言う。

「私たちも参加したかっただけだよ。元々、生産職主しゆ催さいのイベントが終わったら、ご苦労様って打ち上げしたかったから便乗しただけだしね。それに……皆みんな、お祭りが大好きだからね」

「そうですね」

　本当に、色々な奴らがいる。

　今日入手したクエスト報酬をトレードやオークションに掛けて、それを見せようと見物人まで集める始末。

　フレイン以外の【獄炎隊】のＰＫとの本格的な対人戦のデモンストレーションを行い、ストリートファイトが行われる。

　フレインの腹心とも呼べるあの男のＰＫは、ストリートファイトに参加、また別の腹心である柔やわらかな表情の女性プレイヤーは、俺たちから【料理】センスの教えを受けていた。

「それにしても、中々どうして。心躍るレア素材が集まるかな」

　マギさんは、目を細めてオークションで値段の釣つり上げられるレイドクエストの報酬の一種類・ガルムの牙きばを眺ながめていた。

　装備の強化素材であるそれに、生産職として興味があるようだ。

「そうだね～。ところで、ユンっち。ユンっちは、苗なえ木ぎを弓にしてみない？」

　マギさんの隣に座り、串くし焼やきを手に持ったリーリーの誘さそい。

　レイドクエストの報酬の一つ、【桃藤花の苗木】は、素材であり、栽さい培ばいアイテムだ。リーリーは何人かから苗木を使った杖つえの作製を請うけ負おっている。

　だが、俺の答えは、既すでに決まっていた。

「悪いな。植えるつもりだから」

「だよね～。やっぱり、安定的に【蘇生薬】の素材が手に入る。って【調合】センス持ちにとっては魅み力りよく的なんだよね」

「じゃあ、ユンっち。他に手に入れた物って何？　ユンっちに使える物？」

「あんまり、俺が使える物じゃないな」

　ミカヅチと同じユニーク装備の全身鎧と腕うで輪わ型のアクセサリー。

　鎧の説明については、ミカヅチとフレインとの戦闘の様子を交えて説明したが、もう一つの報酬については、別だ。

　腕輪型のアクセサリーは、少し面白い効果を持っている。





桃藤花の樹きの蔦つた【装そう飾しよく品】（重量：３）

ＤＥＦ＋５　ＭＩＮＤ＋５　追加効果：【限定蘇生：３／７】






　クエストのシンボルとも言える桃藤花の樹をモチーフにした腕輪は、蘇生のスキルを一時的に与あたえる効果を持っている。

　効果は、限定的であり、腕輪に色付く花びらの数だけ、蘇生スキルが使え、一日一枚の花びらの色が回復する。花びらの数は、最大七枚。

　桃藤花の苗木がある俺としては、蘇生スキルを使用できるアクセサリーは、余り使用機会が多くないように感じる。

「──と、こんな感じで。俺としては、二つ目の苗木や本の方が欲しいんですよ」

「それは、持つ者の余よ裕ゆうかぁー！」

「うわっ!?　ミュウ、驚おどろかすなよ」

　いきなり、背後から声を上げるミュウに、俺は、驚き振り向く。ミュウは、ちょっと涙なみだ目めっぽい目で緩ゆるく眉み間けんに皺しわを寄せて睨にらむ。

「腕輪は、私が欲しい報ほう酬しゆうなのに……。タクさんは、自分の武器に使う強化素材を当てちゃうし、セイお姉ちゃんは、トレードでマントと苗木を手に入れて、魔ま法ほう使つかいの装備を充じゆう実じつさせるって言うんだから！」

　あー、タクは、何気に運がいいんだな。セイ姉ぇは、また物ぶつ欲よくセンサーに引っ掛かり目当てのアイテムを引けなかったが、トレードで入手したようだ。

「別に、欲しかったら交こう換かんするぞ」

「ホントに！　やったぁ！　お姉ちゃん、大好き！」

　だから、兄と呼べ。と言いたかったが、無理矢理にトレード画面でアイテムを押し付けられた。

　トレード内容は、ミュウが本で俺が腕輪だ。しかし俺としては、あまり使えない腕輪をどうするのか、興味本位で聞いてみたら──

「だって、これって限定でも蘇生の魔ま法ほうが使えるんだよ！　蘇生って回復系に属する魔法だから、使えれば、普通の回復よりも多くの経験値が得られるんだよ！　つまり、レベリングアイテムになるってことだよ！」

　興奮気味に言うミュウに俺たち生産職三人は、なるほど。と納得する。そういう使い方もあるのか。と感心する。

　ミュウは、スキップしそうなほど浮うき足あし立ってルカートたちの元に戻っていく。その後ろ姿を見て、まだまだ子どもだな、と思ってしまう。

　そうして、好き勝手に騒さわぐ、第二のイベントのような打ち上げは、若じやく年ねん層は、早々に脱だつ出しゆつ。大人組は、後日聞いたら飲んで騒いで、を繰くり返したそうだ。




　皆が思い思いに過ごす中で──

「お前……遠えん藤どうだろ」

「なななっ、なんのことかしら？　剣けん士しタク？」

「いや、お前を庇かばった時の余波で仮面の下の素顔見たから。隠かくすな」

　ズーンと背景に暗黒を背負いそうなエミリさんは、簡単にタクに正体がバレてしまう一件があった。これでエミリさんが正体を隠す理由はなくなり、今は、俺の隣となりに座って周囲を眺めている。

「なんか、関係ない人も混じっているわね」

「みんなお祭り好きだからな」

　中には、ただの通りすがりなども混じり、色々と食べて、話を聞いて去って行く。

　ほら、俺たちの隣にも──

「……ところで、レティーア、ライナ、アル。お前らは、何やってるんだ」

「はむはむ……。ごくっ、ユンさん、エミリさん。お帰りです」

「あっ、ユンさん、エミリさん。お疲つかれ様さまです」

「お疲れ様です」

　三人して、残った食べ物を搔かき集めるようにして食べている。主おもにレティーアが。

　そして、アルとライナがぱっと表情を明るくして、一つの報告を俺たちにして来る。

「聞いてくださいよ！　僕たち、ギルドを作ることにしたんです！」

「私たちのギルドよ！　勧かん誘ゆうがうるさくて辟へき易えきしていたけど、考えたら、どこかに入る必要なんてなかったのよ！」

　ふふん！　と自じ慢まんげに胸を反そらせるライナに、おー、そうなるのか。と思った。

「よく、【ギルド証】が手に入ったわね」

「それは、私が市場に出回っているのを買っただけですよ。結構、お安いですよ」

　こてん、と首を傾かしげるように、どうです？　食べますか？　とレティーアが揚げ物を勧すすめてくるが、遠えん慮りよする。

「私たちのギルド【新緑の風】よ！　まだ何をするか決めてないけど、ギルドマスターは、レティーアさんで、私たちはそのメンバー！　まだ私たち三人だけだから、サブマスとか今は要いらないけど、いつか強くなって誰だれもが認めるサブマスになってやるわ！」

　意気込むライナだけど、ギルドのサブマスターは、レベルだけじゃないと思う。セイ姉ぇやクロードを見ると、冷静さや事務能力なども必要なのではないかと思う。まぁ、ギルマスがレティーアになれば、きっと雰ふん囲い気きが悪くなることはないだろう。

　エミリさんと一いつ緒しよに、頑がん張ばれ。とだけエールを送り、俺たちは、ログアウトする。




　そして、後日──




「うーん。やり過ぎたけど、まぁ問題ないか」

　トトカルチョで得たお金を元に【アトリエール】の改装が行われた。購こう入にゆうするたびに値段の上がる土地を金に物を言わせて増やし、畑の見み渡わたせる位置にサンルーフとウッドデッキ、そして、テーブルと椅い子すを用意して、お茶会の出来る小こ洒落じやれた空間が作り上げられた。

　これを作り上げるのに、貯ため込んだお金では足りずに、手元の蘇そ生せい薬などを売り払はらいお金を捻ねん出しゆつするなど、金策が必要だったが、それは余談だ。

　そして、ウッドデッキから見える正面の畑には、桃藤花の苗木が植えられ、すくすくとその丈たけを伸のばしている。

「綺き麗れいだな」

　樹の幹みきにもたれ掛かかるように座るリゥイとその樹の下で自身の尻尾しつぽを追い掛けて走り回るザクロ。二匹ひきは、垂れ下がる花を時折見上げる。

　蔓と花がそよ風にさらさらと揺れる音が心ここ地ちよく耳に届く。

　リアルじゃ寒い冬目前でも、ゲームでは日光浴できるほどに日差しが暖かい。

「あら？　ふふっ、ユンくん。様子を見に来たのに。寝ねちゃってる」

　寝てませんよ。起きてますよ、と言いたいけど、意識に反して、目は閉じたまま。

　ウッドデッキのテーブルに突っ伏ぷすように寝ている俺に声を掛けるのは、エミリさんだろう。

　優やさしい声が余計に眠ねむ気けを誘う。確か、疲ひ労ろうや何らかの原因で脳波に睡すい眠みん状態を検知したら、一時的にプレイヤーの意識を休ませて、脳の休きゆう憩けいに当てるんだよな。

　ただ、ネットなのに、脇わきと膝ひざに温かい物がある気がする。

　意識が落ちる前に、狼おおかみが一声吠ほえたのを聞いたのは、夢か幻まぼろしか。











─ステータス─

ＮＡＭＥ：ユン

武器：黒乙女おとめの長弓

副武器：マギさんの包丁

防具：ＣＳクロード・シリーズ[image: なんばー]６オーカー・クリエイター（外着、内着、胴体、腰部）




アクセサリー装備限界容量　２／10


・無骨な鉄のリング（１）

・身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪（１）









所持ＳＰセンスポイント23

【弓Ｌｖ40】【長弓Ｌｖ14】【空の目Ｌｖ５】【速度上じよう昇しようＬｖ28】【看破Ｌｖ15】【魔法才能Ｌｖ46】【魔ま力りよくＬｖ49】【付加術Ｌｖ26】【調薬Ｌｖ28】【言語学Ｌｖ18】

　控ひかえ

【錬金Ｌｖ32】【合成Ｌｖ33】【彫ちよう金きんＬｖ２】【泳ぎＬｖ13】【生産の心得Ｌｖ34】【調教Ｌｖ８】【地属性才能Ｌｖ19】【料理Ｌｖ27】




レイドクエスト報酬


　・桃藤花の苗なえ木ぎ

　・冥狼の守護鎧よろい

　・謎なぞの本（未解読）











　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。




　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＡさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。またエイジプレミアムにて、羽は仁に倉くら雲うん様によるコミカライズ版と連動して五巻とコミックス一巻が同時発売となっております。コミックス一巻のカバー裏には、書き下ろし小説を掲けい載さい。コミカルで表情豊かなユンたちの活かつ躍やくを見ることができる一品となっております。こちらも是ぜ非ひ、手に取って頂けたらと思います。




　今回は、上下巻風の構成の下巻ということで二冊にわたる今回の騒そう動どうは、お楽しみ頂けたでしょうか。これからも楽しんで頂けたらと思います。

　今回の小ネタは、当作品の四巻を読んだ兄との電話でのお話。

『四巻読んだぞ。早く続き読みたいな。あと、あのミカヅチって凄すごいな』

「いいイラストだよね。私は、おっぱいのついたイケメンって感じが好きだな」

『それもあるけど、巻末のステータスの武器欄らんが漢字四文字って、レディースか女総長か？　ギルドのマスターも張ってるし。姐あね御ごとかそんな感じのキャラだよな。夜よ露ろ死し苦くみたいな？』

「いや、そんなつもりはなかった。一切なかった。と、言うか。そう言われると、そんな風にしか見えなくなった。どうしてくれる」

『いや、そうなのか？　じゃあ、最初は何をイメージしてたんだ？』

「棒術使うから道場の娘むすめとか、師し範はん代だいとか？　稽けい古こや合宿終わりに社会人の人たちと一いつ緒しよに酒を酌くみ交わす気のいい姉ちゃん」

　双そう方ほうの受け止め方に違ちがいがある事を実感した、ちょっとした笑い話です。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取ってくれた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に会える日を楽しみにしております。


二〇一五年　四月　アロハ座長










アロハ座長

●あろはざちょう



生態：冬場は、カフェオレからミルクココアに飲み物を変更して、牛乳の消費量が増える。

雑談：ＯＳＯ５巻とコミカライズ版１巻が同時発売になりました。多くの方のおかげでファンタジア文庫で２年目を迎えることができました。ありがとうございます。


















口絵・本文イラスト／ゆきさん
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